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平成19年度発掘調査概報  正誤表
訂正項目が2ヶ所ありましたので、ご確認願います。

100ぺ~ン
誤   第64図  郡遺跡 (KC07-1)調葺区配置図

↓
正   第64図  上中条潰謝  調査区配置図

100ページ
誤   第65図  郡遺跡 (KC07-1)調査区平面図

↓
正   第65図 蜘   調査区平面図



東奈良遺跡 (HN06‐ 3)Aト レンチ第 2面完掘状況全景 1 南西から

東奈良遺跡 (HN06‐ 3)Aト レンチ第 2面完掘状況全景2 北西から



東奈良遺跡 (HN06-3)Bト レンチ第 2面検出状況全景 南西から

東奈良遺跡 (HN06‐ 3)Bト レンチ第 2面完掘状況全景 東から
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私たちが暮らしているこの茨木は、姥の坂山地のある北部の山並みと、南部を流れる豊か

な水源の淀川に囲まれた三島平野の中心部に位置し、温暖な気候と豊かな自然に恵まれた過

ごしやすい環境の土地として、はるか昔から、多くの人たちが生活してきました。そうした

人びとの生活は風習として現在に伝えられ、また人びとの生活した足跡は、土に埋もれた文

化財として今に残されてきました。

このような先人たちの生活や文化は、現代の私たちの生活の基となるものであり、また、

上の中で残された遺構や遺物は、過去の人びとの生活を知る手がかりとなる貴重な文化遺産

として、次代に残し伝えていくべきものであります。

しかし、社会情勢、経済の発展や昨今の生活様式の変化などにより、茨木市内においても

住宅開発を始め、様々な開発が計画され、事業が進められています。そうしたことにより、

私たちの生活は便利になってきていますが、反面、人々の関係は希薄になりつつあり、また

後世に伝えるべき先人達からの貴重な文化財を現状のまま残すことが困難になっています。

そのため、文化財を記録として保存し、また出土した遺物や遺構などの資料から古代の

人々の生活像を捉えるために、開発者の方々のご協力をえて開発に先立ち、発掘調査を実施

し、文化財の記録保存に努めております。

平成18～19年度はおもに東奈良遺跡、上中条遺跡、宿久庄遺跡、郡遺跡、総持寺遺跡な

どの調査を実施し、本冊子はそのうち平成18年 12月 から平成19年 11月 に実施した発掘調査

にっいて概略を述べたものです。いずれの調査地からも先人達の生活を知る上で貴重な遺物、

遺構が出土しており、今後の研究が期待されます。

終わりになりましたが、調査にあたって惜しみのないご協力をいただきました関係の皆様

に深く感謝するとともに、今後とも本市の埋蔵文化財の保存・保護に一層の温かいご理解と

お力添えを賜りますようお願い申し上げます。

平成20年 3月 31日

茨木市教育委 員会

教育長  八 木 章 治

めじは
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1 この概報は、茨木市教育委員会が平成19年度に実施した発掘調査事業報告です。

2 本書に使用した地図は f茨木市地域計画図-1/2,500」 です。

3 本書は各調査担当者が執筆を行ない、編集は主査 川井 いゆ子が行なった。

整理作業は高橋公子・堀沢照美・下口法子・和田恵津子・高瀬隆治、実測 西坂泰子、

遺物トレース 菅原麻里、遺構トレース 辻本祐布子が担当した。

平成 19年度 埋蔵文化財発掘調査事業の概要

1.平成19年度発掘調査事業

茨木市における平成19年度の発掘件数は 8件で、うち2件が専用住宅における部分発掘調

査で、埋蔵文化財確認試掘・立会調査件数は199件 ありました。発掘調査原因は、すべて民間

事業で公共事業はなく、殆どが共同住宅建設工事でした。

発掘調査件数は前年に比べてやや減少傾向にありますが、確認試掘・立会調査件数は30件ほ

ど増加しています。また、今年度も民間企業の土地の売却が進み、交通の利便性や公共施設の

充実等からか、ここ数年大規模な共同住宅の開発が顕著に見られ、建設があちこちで行われる

ようになってきました。

2.平成 19年度発掘調査における主要な調査の概要

平成19年度において茨木市教育委員会が実施した発掘調査のなかで、特徴のある調査は東

奈良遺跡の調査があげられます。

東奈良遺跡では毎年 3～ 4件の発掘調査が実施されていますが、今年度は規模は小さいなが

らこれまで調査事例の少なかった阪急京都線南茨木駅北側の若草町
。天王地区での発掘調査が

増加しています。昨年度末に実施された発掘調査では弥生時代中期の集落をめぐる環濠が4条

並行して検出されたほか、 1世紀後半の破鏡 (方画規矩鏡・漢鏡)が出土した弥生時代後期～

古墳時代前期初頭頃の大溝の続きが検出されています。また、その環濠の外側には墓域がひろ

がり方形周溝墓群も検出され東奈良遺跡の全容が徐々に明らかになりつつあります。

前述した昨年度の調査区北西に隣接した場所では、弥生時代中期の環濠 1条、方形周溝墓 2

基、土坑墓 1基などが検出されています。特に集落をめぐる環濠がさらに 1条増えたことで、

昨年度の調査で判明した集落規模がさらに広がりをみせる結果となりました。また、同様に南

茨木駅の北西では、 5世紀～ 6世紀にかけての古墳 (方墳)が確認されており、周辺では東奈

良遺跡の北に隣接する中条小学校遺跡の新中条町や岩倉町・奈良町で、ここ数年古墳 (円
。方

墳)が相次いで発見されていることなどから、この地域を中心とした古墳群の存在があげられ

ます。さらに、古代 (飛′亀時代～平安時代)の建物等も検出されていることからも、東奈良を

中心とする地域では弥生時代から古代に至るまで茨木市内における重要な位置を占めていたこ

とがあらためてわかる調査となりました。           
｀



用語等 |■■■|■ ||■■■■|■●

SBI建物跡・掘立柱建物跡
SC:柱列群
SR:流路

SE:井 戸
SK:土飲

図版目次 |■■ |■■■■■■|||■|■■■■■■■

第 1図 穂積廃寺跡 調査地位置図      P.1
第 2図 穂積廃寺跡 調査区全体図      P,3
第 3図 穂積廃寺跡 発掘写真        P.4
第 4図 宿久庄遺跡 調査地位置図      P.5
第 5図 宿久庄遺跡 第 1面平面図      P.7・ 8
第6図 宿久庄遺跡 第 2面平・断面図    P,9'10
第 7図 宿久庄遺跡 発掘写真 (1)    P.12
第 8図 宿久庄遺跡 発掘写真 (2)    P,13
第9図 東奈良遺跡 (HN06-3)調査地位置図 P。 14
第10図 東奈良遺跡 (HN06-3)環濠概略図  P.15
第11図 東奈良遺跡 (HN06‐ 3)調査区全体図 P,19硼
第12図 東奈良遺跡 Aト レンチ平・断面図  P.23・ 24
第13図 東奈良遺跡 Aト レンチ遺構断面図  P,25
第14図 東奈良遺跡 Aト レンチ第3面平面図 P.26
第15図 東奈良遺跡 B・ Cト レンチ第1面平硼  P.28
第16図 東奈良遺跡 BoCト レン弟 2面平・断面図 R29・ 30
第17図 東奈良遺跡 B・ Cト レン鶏 3面平面図 P,33
第18図 東奈良遺跡 Dト レンチ平・断面図  P.34
第19図 東奈良遺跡 BSD-4遺物出土状況図  P,35
第20図 東奈良遺跡 BSD-6ほか遺物出土状況図 P,36
第21図 東奈良遺跡 BSD-7遺物出土状況図  P,37
第22図 東奈良遺跡 (HN06-3)出土遺物 (1)P.42
第23図 東奈良遺跡 (HN06‐ 3)出土遺物 (2)P,43
第24図 東奈良遺跡 (HN06-3)出土遺物 (3)P。 44
第25図 東奈良遺跡 (HN06‐ 3)出土遺物 (4)P,45
第26図 東奈良遺跡 (HN06-3)出土遺物 (5)P.46
第27図 東奈良遺跡 (HN06-3)出土遺物 (6)P。 47
第28図 東奈良遺跡 (HN06‐ 3)出土遺物 (7)P.48
第29図 東奈良遺跡 (HN06‐ 3)出土遺物 (8)P。 49
第30図 東奈良遺跡 (HN06-3)出土遺物 (9)P.50
第31図 東奈良遺跡 (HN06-3)出土遺物 (10)P.51
第32図 東奈良遺跡 (HN06‐ 3)出土遺物 (11)P.52
第33図 東奈良遺跡 (HN06-3)出土遺物 (12)P.53
第34図 東奈良遺跡 (HN06‐ 3)土地利用想定図 P.54
第35図 東奈良遺跡 (HN06‐ 3)発掘写真 (1)P,68
第36図 東奈良遺跡 (HN06-3)発掘写真 (2)P.69
第37図 東奈良遺跡 (HN06‐ 3)発掘写真 (3)P,70
第38図 東奈良遺跡 (HN06-3)発掘写真 (4)P.71
第39図 東奈良遺跡 (HN06‐ 3)発掘写真 (5)P.72

SX:落込み・不定形土1/A
SD:溝 ・雨落溝

第40図 東奈良遺跡 (HN06‐ 3)発掘写真 (6)P,73
第41図 東奈良遺跡 (HN06-3)発掘写真 (7)P,74
第42図 東奈良遺跡 (HN06‐3)発掘写真 (8)P,75
第43図 東奈良遺跡 (HN06-3)発掘写真 (9)P.76
第44図 東奈良遺跡 (HN06-3)発掘写真 (10)P.77
第45図 東奈良遺跡 (HN06‐ 3)発掘写真 (11)P,78
第46図 総持寺遺跡 調査地位置図      P.79
第47図 総持寺遺跡 第 1面調査区全体図   P,82
第48図 総持寺遺跡 第 2面調査区全体図   P.83
第49図 総持寺遺跡 第 3面調査区全体図   P.85
第50図 総持寺遺跡 第 4面調査区全体図   P.86
第51図 総持寺遺跡 出土遺物 (1)     P,87
第52図 総持寺遺跡 出土遺物 (2)     P.88
第53図 総持寺遺跡 出土遺物 (3)     P,89
第54図 総持寺遺跡 発掘写真 (1)     P.91
第55図 総持寺遺跡 発掘写真 (2)     P,92
第56図 総持寺遺跡 発掘写真 (3)     P.93
第57図 総持寺遺跡 発掘写真 (4)     P.94
第58図 総持寺遺跡 発掘写真 (5)     P.95
第59図 総持寺遺跡 発掘写真 (6)     P,96
第60図 郡遺跡 調査地位置図        P,97
第61図 郡遺跡 調査区全体図        P,98
第62図 郡遺跡 発掘写真          P。 98
第63図 上中条遺跡 調査地位置図      P,99
第64図 上中条遺跡 調査区配置図      P.100
第65図 上中条遺跡 調査区全体図      P.100
第66図 東奈良遺跡 (HN07-1)調査地位置図 P.101
第67図 東奈良遺跡 (HN07-1)遺構平面図  P.103
第68図 東奈良遺跡 (HN07-1)発掘写真   P.104
第69図 東奈良遺跡 (HN07‐2)調査地位置図 P.105
第70図 東奈良遺跡 (HN07-2)調査区全体図 P.107
第71図 東奈良遺跡 (HN07‐2)第 2面全体図 P,108
第72図 東奈良遺跡 (HN07‐2)出土遺物   P,110
第73図 東奈良遺跡 (HN07-2)発掘写真 (1)P.■ 1
第74図 東奈良遺跡 (HN07‐2)発掘写真 (2)P,112
第75図 東奈良遺跡 (HN07-2)発掘写真 (3)P.■ 3
第76図 東奈良遺跡 (HN07-2)発掘写真 (4)P.l14
第77図 東奈良遺跡 (HN07‐3)調査地位置図 P,115
第78図 東奈良遺跡 (HN07-3)平面図・写真 P。 116

畿内第1lⅡ・Ⅲ・V・ V様式:畿内から出土する弥生土器を基準とした上器区分で、機種構成やプロポーション

(土器の形態)で、おおよそ 5つ に分けられ I様式が弥生時代前期、Ⅱ～Ⅳ様式が弥
生時代中期、V様式が弥生時代後期の年代観が与えられている。

庄 内 式 併 行 期 :豊中市庄内遺跡から出土した土器を基準とした時代区分で、おおよそ弥生時代後期

末から古墳時代前期初頭にあたる。
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平成19年度 埋蔵文化財発掘調査 一覧表

NO 遺跡名
査

当

調

担
調 査 位 置 調査期間 調査面積 調 査 内 容 調査原因

1
穂積廃寺跡

(HZ06-1)
中東 上穂積二丁目1201

H18。 12.15～

H19。 2.2
1,077∬

奈良時代・平安時代～中世

平安時代中期の掘立柱建物跡

溝 土拡 柱穴

マンション

新築工事

宿久庄遺跡

(SH06-1)
宮本 豊原124

H18.12.18-
H19.2.1

660だ

弥生時代～古墳時代 (第 2面 )
溝・土拡・柱文

平安時代～室町時代 (第 1面 )
竪穴住居跡・掘立柱建物跡・

井戸・柱穴・土拡・溝

ン
ヨ
事
ンヽ
エ
ン
築
マ
新

3
東奈良遺跡

(HN06-3)
黒須 若草町375,377

H19。 1.5´～

H19.3.31
1,033だ

弥生時代・古墳時代

奈良時代・鎌倉時代

弥生時代中期の環濠 4条とそ
の外側に方形周溝墓群

弥生時代後期～古墳時代前期

初頭の大溝や円形周溝

マンション

新築工事

4
総持寺遺跡

(S」 06-2)
黒須
総持寺一丁目380-

3

H19.1.16～

H19.2.9
203∬

縄文時代・弥生時代・古墳時

代・古代 (飛′烏～平安時代)・

中世  弥生時代～中世まで
生活面 4面 弥生時代の溝群
古墳時代の大溝 古代～中
世の掘立柱建物跡 柱只 土
拡

マンション

新築工事

郡遺跡

(KH06-1)
宮脇 上穏積四丁目1-37

H18.12.13～

H19.2.2
498∬

飛鳥時代・奈良時代
2間 ×2間の掘立柱建物跡 1棟
土拡 溝

共同住宅

6
上中条遺弥

(KC07-1)
宮脇 駅前四丁目7-83

H19.8.21～

H19。 10,9
545ポ 古墳時代  溝 柱穴 共同住宅

7
東奈良遺跡

(HN07-1)
中東
若草町279-1,3

295

H19.10.15～

H19.11.15
240∬

弥生時代・古墳時代

平安時代

弥生時代中期の環濠 1条
方形周溝墓 2 土拡墓 1
溝 土拡 柱穴
平安時代の溝 土拡 ピット

マンション

新築工事

8
東奈良遺跡

(HN07-2)
黒須 /Jヽナ|1田げ967-2

H19.10.29～

H19.12.1
480�

弥生時代・古墳時代

鎌倉時代

古墳時代中期の清 3条 柱文
土拡 鎌倉時代の柱穴群

マンション

新築工事

9
東奈良遺跡

(HN07-3)
中東 天王一丁目220

H19。 11.12´～

H19。 12.14
333∬

古墳時代後期 中世
古墳 (方墳)1基

マンション

新築工事

宿久庄遺跡

(SH07-1)
宮本
藤の里二丁目

485‐ 1 '495-1

H19.11.8～

H20.1.23
1,140M

古墳時代・飛鳥時代
奈良時代 。平安時代
中世～近世  井戸 土拡
溝 柱穴 ピット

工場建設
工事

総持寺遺跡

(S」 07-1)
黒須 庄一丁目3471 H19。 12.10´一

H20,7.23(=ン賃三)
6,750∬ 発掘調査中

マンション

群新築工事

N010～■についての報告は「平成20年度発掘調査慨報Jにて掲載します。



穂 積 廃 寺 跡

所 在 地

調査原因

調査期間

調査面積

調査担当

調査結果

経過 穂積廃寺跡は、7世紀後半から8世紀頃にかけ
て有力氏族であった穂積氏によって創建され、中世

期まで存続したとされる寺院遺跡である。

推定地は、現在の上穂積の集落の西方、春日神社の

位置する丘陵の裾部から集落にかけての田畑が広が

る地区である。当地区には、かつての寺域を思わる「千現寺」という字名が含まれており、以前

から古代瓦の散布が確認されていた。推定地内では、昭和56年の最初の調査からこれまでに 6

カ所以上の発掘調査が実施され、蓮華文端丸瓦や重弧文端平瓦をはじめとする7世紀後半の古代

瓦や、火災痕のある12～13世紀頃の瓦などが出土している。建物の遺構も多数検出されている

が、礎石建物などの伽藍遺構は、いまだ確認されていない。本調査地は穂積廃寺跡推定地の東辺

に位置し、一部は弥生時代中期から中世の複合遺跡である郡遺跡にもまたがっている。調査は、

マンション住戸部分の南北で反転したため、南側を第1調査区、機械式駐車場部分を含めた北側

を第2調査区とした。

遺構と遺物 調査地は、西方の千里丘陵端部からなだらかに下る段丘上に立地する水田面で

あった。第1調査区西側では、耕土を除去すると即地山層となっており、その標高は約18.2mを

測る。第1調査区東側に至ると、地山面は東西で0。 lm、 南西から北東にかけては0.2mほ ど自然地

形に従って下っており、漸次耕作関連土や中世包含層の堆積が加わって第2調査区東側に連なる。

第2調査区は、東側 。中央 。西側の 3カ所に分かれる。いずれも基本層序がほぼ普遍的に堆積し

ていたが、その地山面は平坦で標高約18.Omと 一段低い。基本層序は、上層より暗灰色ンル ト(耕

±10～ 25cm)、 橙色シル ト(床±3～ 5cm)、 黄灰色砂質土(旧耕±5～ 30cm)、 黄橙色粘質土(旧床±3

～10cm)、 褐灰色粘質土(中世包含層3～ 15cm)、 明黄褐色粘質土(地山層、遺構検出面)と なる。各

調査区とも地山層上面で古代から中 。近世の遺構を検出した。遺構からの遺物出土が少ないうえ、

柱穴などでは形態や埋上に明瞭な差異が認められないことから、時期比定は困難であった。主要

時期とみられるのは奈良時代から平安時代中頃であるが、同時期の包含層はすべて削平されてい

た。以下、主要な遺構について概説する。

第1調査区では奈良時代から平安時代中期の掘立柱建物、溝、土琥、柱穴・ピット、中世の溝、

土鉱、柱穴などを検出した。とくに微高となる西側で多数の柱丈を検出している。多くの柱穴に

規則性が認められたが、柱穴が密集していることと時期比定の難しさから、建物としてのまとま

りを把握したのは奈良時代と思われるSB-1・ 2のみであった。SB-1は、梁間2間 ×桁行3間に南庇

が付くと判断されるが、総柱建物の可能性もある。調査区と丁度一致する棟方向は、真北方向か

ら東へ12° 傾 く。SB-2は、東西4間、南北6間で間隔が狭く不揃いであることから、梁問2間 ×

桁行3間に補強柱を配したものと判断される。棟方向は、SB-1よ りもすこし東へ傾く。SD-3は、

茨木市上穏積二丁目1201番地

マンション新築工事

平成18年12月 15日 ～平成19年 2月 2日
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中東 正之
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幅0.8～ lm、 深さ0。 lm程度の東西溝である。SB-1を 構成する柱穴を切って終わっており、埋土

は暗褐色粘土である。SD-4は幅0。4～ 0。 8m、 深さ0.2～ 0.3mの コの字状に屈曲する溝で、その内

法肩部は幅1～1.5mま で浅く広げられている。SB-2の柱穴を切る北辺は約14mにわたるが、その

全容は調査区外に至るため不明である。広げられた上層には、下層と同一の暗褐色粘土に地山ブ

ロックが混入する。SD-1・ 2・ 5'7～ 11は、幅0.2～ 0,5m、 深さ0.05～ 0。 lm、 いずれも溝底は平坦

で、中世包含層と通有する褐灰色上が堆積する。おもに中世の耕作関連溝と思われるが、東西で

方向性に違いがある。調査区南壁断面で検出した土鉱 SK-1・ 2・ 4は、いずれも3m以上の最大径

を測る不整円形で、深さ0.5m程度の船底型を呈する。埋土は砂を含んだ4層以上のレンズ状堆積

で、瓦や中世土器などが出上した。SK-2では底部に拳～人頭大の石が込められており、いわゆ

る井戸上部上城の特徴を示すが、井戸は確認されなかった。また、第1調査区東側から第2調査

区東側にかけてSK-3、 5～7な ど不整円形や不定形の土砿が並ぶ。埋上の暗褐色粘土には上層か

ら撹乱された痕跡がみられるが、時期や用途は不明である。

第2調査区では遺構数が減少する。第2調査区東側のSD-6は、幅3～ 4m、 深さ0.25～ 0.45mで 、

北から南へ流れる流路である。長さ約20mを検出したが、SX-1に切られており詳細は不明である。

埋土は6層に分かれ、その堆積状況から開削時期は不明であるが、後年規模を減じながらも流路

としての機能は維持し、完全に埋没するのは11世紀頃であったと判断される。SD-6埋没後に成

立したSB-3は、梁問2間×桁行3間の南北建物である。棟方向は真北方向から東へ10° 傾 く。第

2調査区中央と西側では、土飲・ピットがやや密集して不規則に並ぶ。SK-10～ 16は円形もしく

は不整円形で、1～3mの最大径ながらも深さは0.3m程度のものが多い。埋土は、いずれも古代包

含層と通有する暗褐色粘土に地山ブロックや炭化物が混入するが、土器等の遺物はまったく出土

しなかった。SP-21では、8世紀の須恵器の壷が出上している。調査区外に至るため形状は不明

であるが、径 1.2m、 深さ0.2mで、埋土は暗褐色粘上に地山ブロックが混入する。SX-1は、第1

調査区から第2調査区の東壁に沿って検出された落ち込みである。深さ0.15～ 0。2mと浅い底部は、

礫混じりの堅い自然堆積層に達しておりほぼ平坦である。埋土は底部に至るまで耕作関連上であ

る。水田等に伴う段状地形であると思われるが、畦等は残っておらず、その詳細は不明である。

遺物の総量は、コンテナパッド2箱のみと面積に比して少量であり、そのほとんどが瓦の破片

であった。穂積廃寺所用の7世紀後半および12～13世紀の平瓦と丸瓦とみられるが、軒瓦等の文

様のある瓦は出土しなかった。7世紀後半の平瓦には斜格子状の打痕が確認できる。12～13世紀

の瓦については、これまでの調査で火災痕跡のあるものが出土しているが、同様のものは確認で

きなかった。瓦は中世包含層 (整地層)のほか、第1調査区を中心に溝や土琥からも出上した。集

積的に出土することはなく、一部は整地の際に混入した感がある。柱穴に伴うものとして、根石

の代わりとされているものもあった。その他の遺物はおもに土器類で、弥生土器、奈良時代から

平安時代中頃の上師器、須恵器、黒色土器、中・近世土器などがある。ほとんどが細片で、寺院

に関連するとされるものは出上しなかった。

小 結 本調査地は、すくなくとも寺域の東側に近接しており、検出遺構の主要時期も穂積廃寺が存在
した時期と重なるであろうことから、何らかの関連を持つことと考えられるが、遺構について、残存状

況が良く寺域に近い第1調査区西側を精査しても、穂積廃寺と直接関連付けできる類のものは認められ

なかった。穂積廃寺に由来する証型として瓦があるが、その出土状況からみて、多くが中世の土地改変

に伴って穂積廃寺中心部から移動したものとも考えられる。調査区の南北における様相の違いは、緩や

かな傾斜面として復元される旧地形を考慮して、耕作地化のための土地改変によるものと判断される。
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穂積廃寺跡調査地垂直全景

第 1調査区西半部 (南東から俯跛) 第 1調査区東半部 (南から俯跛)

第 2調査区東部 (北から怖跛) 第 2調査区中央部および西部 (北東から俯欧)

穂積廃寺跡完掘状況
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宿 久 庄 遺 跡

所 在 地

調査原因

調査期間

調査面積

調査担当

調査結果

経過 宿久庄遺跡は北禄山地を源流とする、勝尾
寺川が河岸段丘を形成 した扇状地と沖積低地上に立

地 している。遺跡の規模は、東西約0.5km、 南北約

0.3kmと 東西方向に長く広がりを見せている。林生

時代中期から古墳時代、中近世にかけて継続的に集

落が営まれてきた複合遺跡である。茨木市域は奈良時代の律令期の頃には摂津職島下那に属して

おり、「新野」「宿人 (久)」「安威」「穂積」の四つの郷が存在したといわれている。このうち、

宿久庄遺跡は「宿人 (久)」 郷に属すると考えられている。なお「宿人 (久)」 の初源は、平安時

代初期に著わされた F和名類衆抄』によってである。宿久庄遺跡における始めの調査では、昭和

50年に府道茨木～能勢線の道路の拡幅工事によって発見され、大阪府教育委員会によって発掘

調査が実施されている。その結果、秀生時代後期から古墳時代にかけての遺物・遺構が検出され

ている。その後、昭和60年以降は藤の里付近を中心に断続的に調査が行なわれている。周辺の

既往の調査では、本調査区の南西約200mの ところで平成11年度に大型店舗建設事業に伴う本発

掘調査が行なわれている。調査の結果、中世前半を中心とする集落跡が検出されている。出土遺

物は主に、13～14世紀頃の土師器皿が多く出土している。また、検出された主な遺構には、中

世の掘立柱建物跡を8棟、宿久庄遺跡に多く見られる石積み遺構などが確認されている。この他

の周辺の遺跡には、今回の調査区の北東400mの ところには6世紀頃の築造とされる、大阪府史

跡指定の海北塚古墳が存在する。この後期古墳からは、明治42(1909)年に石室の外の封土より

金環や金銀鍍金製の勾玉、白銅獣帯鏡等の副葬品が発見されている。その後昭和10年の本格的

な調査の結果、片袖式横宍式石室をもつ円墳である事が判明している。石室内からは太刀・槍身・

鉄鏃等の武器類を始め、轡や杏葉 。雲珠等の馬具類が副葬品として納められている。また、北方

約600mの ところには紫金山古墳や南塚古墳、西松塚古墳がそれぞれ点在する。宿久庄遺跡の西

方には、宿久庄西遺跡が存在し、1998・ 1999年度に国際文化公園都市特定土地区画整理事業の一

環であるモノレールの建設に伴い、大規模な発掘調査が行なわれている。この宿久庄西遺跡は、

勝尾寺川を挟んだ南の丘陵地に立地する、奈良時代から中世にかけての遺構群が展開されている

という。

今回の調査は、マンション建設に伴う事前の試掘調査を実施した結果、土器片を含む遺物包含

層及び地山層に伴う遺構を検出した事から数度の協議を踏まえ、本発掘調査を実施するに至った。

なお今回は、中世及び弥生時代を主とした遺構面を調査の対象とした。

基本眉序

基本層序については、第1層～第7層に大別する事ができる。上層より順に、①現代の盛土層

茨木市豊原町 1必

マンション新築工事
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(既存建物の基礎などの撹乱を含む。層厚、約2m50cm)、 ②旧耕土 (層厚、約20cm)、 ③第1遺

構面遺物包含層 (オ リーブ黄色粗砂S5Y6/4。 層厚、約10～20cm)①第1遺構面遺物包含層 (黒色

砂質土SL5Y2/1。 層厚、約10cm。 1～5cm程の礫を多く含む)、 ⑤第2遺構面直上包含層 (黄褐色

粘質土SC5Y5/3。 層厚、約30cm)、 ⑥第3遺結面遺物包含層 (弥生～古墳時代遺物包含層。黄灰

色砂質土SL2.5Y5/1に 黄褐色砂粒S10YR5/8混じる。層厚約20～ 40cm)、 ⑦地山層 (黄褐色粘質

土HC10YR5/1)イこ分ける事ができる。

検出遣構

第1遺構面では、主に中世の遺構面を調査の対象とした。主な遺構はピット状遺構128基、土

琥遺構11基、溝状遺構6条、井戸遺構1基、竪穴住居跡2棟、掘立柱建物跡1棟を検出した。特に

竪穴住居跡 (SI-01)は、調査区外にかけて建物の範囲が広がるのであるが、南 。西壁土層断面

中において床面を検出 した。この床面は、黄褐色粘質土 (HC2.5Y3/2)と 灰黄褐色砂質土

(SL10YR4/2)が ブロック状に混濁する様相がみられ、またこれらの混濁土と一緒に中世の上器

片も一緒に含まれていた。この事から、建物を造る際に床面を整地したものと考えられる。この

床面の中央よりやや南東付近において、炭化したと思われる焼上の痕跡を示す層を検出した。こ

れは、住居内に備えられた炉跡だうた可能性が考えられる。なお、西隣りの竪穴住居跡 (SI一

〇2)においては、北東隅の一部しか検出できなかった為、炉跡などの痕跡は確認できなかった。

また、遺桔面は調査区の西側から東側に向かって、緩やかな斜面となる。その比高差は、約1.2

mを測る。

第2遺構面では、主に弥生時代の遺構面を調査の対象とした。主な遺構としてはピット状遺構

83基、土鉱遺構10基、溝状遺構8条を検出した。また、これらの遺構の他に旧河道を1条検出し

た。この旧河道は地形的な観点から、調査区の北東隅から南東隅にかけて走るものと考えられる。

なお、第1遺構面同様、第 2遺構面においても調査区の西側から東側に向かって、緩やかな斜面

となる。その比高差は、約1.3mを測る。

出土遺物

今回の調査において出土した遺物の量は、遺物収納用コンテナパッド (縦14cm×横36cm×奥

行き56cm)イこ換算して4箱分である。そのほとんどは、第 1遺構面より出上している。その種類

と内訳は、第1遺構面である中世の土師器や陶磁器、瓦などが出上している。また、第2遺構面

においては遺構面の直上包含層内ではあるが、弥生前期の「かめ」の口縁部の破片が数点出土した。

この事から、この地において集落が弥生時代前期頃まで遡る可能性が出てきたのではないかと考

えている。

まとめ

今回の調査では、主に中世と弥生時代の遺構面を調査した。第1遺構面では、調査区の西端付

近において井戸遺構を、中央付近においては調査区の外側に広がる形で竪穴住居を2棟検出した。

SI-01に ついては約3/4、 SI-02に ついては約1/4の検出となっており、調査区外において遺構

が切り合っているように見受けられる。この事から、建物の建て替えがあった事が考えられるが、

全体の様相は判明できなかった。なお、調査区の西側から竪穴住居跡が検出された辺りまでは遺

構が密に存在しているのに比べ、東側付近になるに従って遺構密度は希薄になる傾向がみられた。

第2遺構面では調査区内において遺構密度に片寄りはなく、広く点在する傾向がみられた。ただ

し、第1遺構面でみられたような竪穴住居跡など、復元できるような柱束列などは検出できな

かった。但 し、調査区の中央付近においては、土城が5基密集するような形で検出されている。
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3オリーブ責色粗砂 (S5Y6/4)※遺物包含層。
4.黒褐色砂質土 (SL1 0YR3/2)※ 2～3cm程の礫、多量に含む。
5褐灰色砂質土 (SL1 0YR4/1)
6黒色砂質上 (SL5Y2/1)※土師器の破片を多く含む、遺物包含層。

1～5cm程の礫、多量に含む。
7黄掲色粘質上 (SC2 5Y5/3)※第 1遺構面、通物包含層。
8黄灰色砂質土(SL2 5Y5/1)1こ 黄褐色砂粒 (S10YR5/8)混 じる。

※第2退構面遇物包合層。
9暗灰黄色砂質土 (SL2 5Y4/2)
10灰オリーブ色粗砂 (S5Y5/2)

調査区南壁土層断面

11責褐色粕質土(HC10YR5/1)※ 地山層
12掲灰色粘質土(SC7 5YR5/1)1こ褐色砂粒(S10YR4/4)混 じる。

※土師器の破片を含む、過構埋土。
13灰黄褐色粘質土(SC10YR4/2)※ 遺構埋土。
14黒掲色粘質土(HC2 5Y3/2)※遺構埋土。
15オリーブ黒色粘質土(HC5Y3/2)※ 過構埋土。
16黒褐色粘質土(HC10YR3/2)に 褐色砂粒(S10YR6/1)混 じる。

※第1遺構面、遺構埋土。
17黒掲色格質土(HC10YR3/1)に 褐色砂粒(S10YR4/6)混 じる。

※第1遺橋面、と構埋土。
18黒掲色砂質土(SC10YR3/2)に 明黄褐色砂質土(SL10YR6/8)混 じる。

※第1遺構面、堅穴住居跡01周清埋土。

19黒色砂質土 (SC7 5YR2/1)に炭含む。※竪穴住居跡01内。
20黄掲色粘質土 (HC2 5Y5/4)に灰黄掲色砂質土 (Sと 10YR4/2)の 混濁土。

※竪穴住居跡01床面。上器片を含む、整地層。
21黒褐色粘質土 (SC2 5Y3/2)に灰白色粘質土 (SC2 5Y7/1)の混濁土。

※第1遺構面、竪穴住居跡02周 溝埋土。
22黒褐色砂 (S25Y3/1)※ 第1遺構面、追構埋上。
23黄灰色砂質土 (SL2 5Y4/1)※ 第1遺構面、退構埋土。
24灰色粗砂 (S5Y4/1)※第2遺構面、遺構埋土。
25灰色砂質土 (SL5Y6/1)1こ責褐色砂粒 (S10YR5/8)混 じる。

※第2追構面、遺構埋土。
26掲色粘質土 (HC10YR4/4)※ 第2と構面、過構埋土。
27黒色粘土 (HC2 5Y2/1)に炭含む。※第2遣構面、遺格埋土。

28黒褐色粘質土(HC10YR3/2)※第2遺構面、進構埋土。
29オリーブ黒色粘性シルト(SiC5Y3/1)※ 第2造構面、遺構埋土。
30明責掲と粕質土(HC10YR6/8)※ 第2遺構面、追構埋土。
31にぶい責褐色砂質土(SL10YR5/4)※ 第2遺構面、遺構埋土。

E

◎
⑨
鋭 @

SE
C
調査区西壁土層断面

第6図 宿久庄遺跡第2遺構面 (最終面) 遺構平面図及び西壁・南壁調査区土層断面図 -9～ 10-



また、宿久庄遺跡の本発掘調査によってたびたび検出されている、勝尾寺川から採取された人頭

大の川原石を積んだ石積み遺構については、今回の調査では確認できなかった。第1遺構面では

約1.2mの、また、第2遺構面においては約1.3mの比高差がみられた。この事から、当時は緩や

かな斜面地であった事が推測される。これらの斜面は、調査区南壁土層断面及び同西壁土層断面

で、また調査区北壁土層断面においても、盛土直下の旧耕土を含めた層より下層においても、西

側から東側において傾斜した様相がみられた。また、西壁土層断面中においては、旧耕上が一部

招曲しているのを確認した。これらの事から、弥生時代頃から旧耕作土がみられる近 。現代頃ま

で緩やかな傾斜面において人々が生活していた事を伺わせる結果となった。

参考文献

財団法人大阪府文化財センター『宿久庄西遺跡』平成12年2月

茨木市教育委員会 F平成12年度発掘調査概報』平成13年3月

財団法人大阪府文化財センター『粟生間谷遺跡 古代 。中世編』平成15年2月
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調査区西部 第 1遺構面完掘状況 (北から) 第1遺構面完掘状況① (北から)

調査区東部 第1遺構面完掘状況 (東から)

第 1遺構面完掘状況

Ⅲ

1蝉4M‖
調査区中央部 第 1遺構面完掘状況② (北から)

第 7図  宿久庄遺跡

調査区中央部
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調査区西部 第2(最終)遺構面完掘状況 (北から)

調査区東部 第2(最終)遣構面完掘状況 (北から)

第 8図  宿久庄遺跡 第 2(最終)遺構面完掘状況

調査区中央部 第2(最終)遺構面完掘状況 (北から)
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東奈 良遺跡 .

所 在 地

調査原因

調査期間

調査面積

調査担当

調査結果

茨木市若草町

375,377

マンション新築

平成19年 1月 5日

～平成19年 3月 31日

1033ゴ

黒須 靖之

aは じめに 東奈良遺跡は茨木
市南部の標高 6～ 8mの沖積
平野上に位置 し、地形的に北

西から南東方向に向かって緩

やかな傾きを持っている。約

南北1.2血、東西 l lQ4の遺跡範

囲で弥生時代～中世にいたる

複合遺跡で、特に芳生時代前

期の北綴における拠点的集落

として周知 されている。東奈

良遺跡からは遺跡発見段階か

ら時を経ずに、重要文化財の

鋼鐸鋳型や鋳造関連遺物の出

上があり、近年では小銅鐸や

破鏡等の歴史的意義深い遺物の出上が相次いでいる。近年、東奈良区画整理事業に伴う道路部分

の発掘調査を皮切りに区画内の用地を中心に周辺の調査が増加しており、今回の調査も阪急南茨

木駅北側の近畿道・中央環状線沿いのマンション開発に先立ち事前に発掘調査を実施したもので

ある。

b周辺地域 (第 9図)東奈良遺跡の北側は中条小学校遺跡と重複しており、弥生時代中期～中世
の複合遺跡として周知されている。東奈良遺跡と重複する地域では弥生時代後期～古墳時代前期

初頭頃 (庄内式併行期)の円形周溝・方形周溝・溝・土坑等の遺構が検出され、近年では古墳時

代中期～後期の円墳や方墳がここ数年相次いで確認されているほか、古代 (飛υ亀～平安時代)の

建物跡群も検出されている。

c調査概要 (第 10。 11図)今回の調査では調査区がA～ Dト レンチの 4ヵ所に分かれており、遺

構面は都合 3面確認されている。古墳時代後期・中世を主体とする第 1面、弥生時代後期～古墳

時代前期初頭頃を主体とする第 2面、弥生時代前期末～中期を主体とする第 3面で遺構検出およ

び精査を行った。 3面とも確認されたのはBoCト レンチ全域、 Aト レンチは 2面 (第 1・ 2面
は同一面にて検出)、 Dト レンチの大部分は 1面 (主に第 3面)であった。
この遺構検出状況から推察すると、東に移動するほど地形が低くなっており、遺物包含層の堆

積も厚くなり、遺構が良好に残存していることを示すものと考えられる。逆にとらえれば西9ヒ)

第 9図 東奈良遺跡調査地位置図

-14-
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に移動するほど地形は高くなり、遺構面が削平され遺物包含層の堆積も薄くなっていく状況を呈

している。さらに、遺物の出土量からもそのことがうかがえる。A～ Dト レンチの地山検出面の

標高を比較すると、A'Dト レンチの西端は (T,P.)7.3m、 B・ Cト レンチの東端は (T.P.)
6.5mであることから比高差は0.8mで東に向かって緩い斜面を呈している。

遺構数はAト レンチでは溝 (SD)104条、土坑 (SK)35基、落ち込み状遺構 (SX)2基 、
竪友住居跡 (SA)1棟 、柱穴 (SP)569日、 Bト レンチでは溝51条、土坑44基、柱穴760回、
Cト レンチは溝52条、土坑30基、柱穴330日、Dト レンチは溝10条、土坑 7基、落ち込み状遺構

2基、柱宍91口で、今回の調査区全体では溝 (方形周溝墓や円形周溝を構成する溝を含む。)217

条、土坑116基、落ち込み状遺構 4基、竪束住居跡 1棟、柱宍1,750口 を検出・精査している。

d検出遺構 (第 12～ 18図)検 出された遺構は、古墳時代後期 。中世を主体とする第 1面では、
Aト レンチから調査区南側を北西一南東方向にとおるASD-4が ある。ASD-4は 中世溝で、埋土

から土師器「て字状口縁」が出土している。また、調査区北側では南北方向にのびる耕作溝が多

数みられ、 B～ Dト レンチでは、ピットがみられる。古墳時代後期の遺構は、 Aト レンチからは

鋤溝状のASD-14や真北方向の長楕円形の上坑ASK-16や不定形な落ち込み状のASX‐ 2や ピット

がある。 Bト レンチでは南北方向の溝BSDl～ 3、 Cト レンチからは東西の溝CSD‐ 1・ 2、 BSD-1

に繋がると推定されるCSD-3や土坑CSK-1な どがある。このCSD-3か らは須恵器蓋必・高郭等(

第33図 )がまとまって出上した。

第 2面ではAト レンチから、L字に屈曲するASD-8・ (大溝)や不定形の落ち込み状のASX-1、

円形周溝状のASD-11・ 16・ 19'32'33や竪文住居跡のASA-1、 柱穴、 Bト レンチではBSD-11
,～ 13・ 15、 BSK-3・ 8・ 11。 12・ 17、 大規模な廃棄土坑BSX-2が ある。 Cト レンチではCSD-13・
15、 円形周溝状の16・ 17、 CSK-6。 11な どがある。

第 3面ではAト レンチから方形周溝墓12基ASZl～ 12(ASD-1。 2・ 5～ 6・ 9。 21・ 26・ 30・

31'36)、 円形～楕円形を呈する土坑 (ASK-2・ 3・ 5。 12・ 13・ 17)、 長楕円形を呈する土坑

(ASK-7。 8。 10。 18)方形を呈する土坑 (ASK-6・ 11)が ある。 Bト レンチからは南北方向の

4条の環濠 (BSD-4・ 6・ 7・ 8)を中心に方形周溝墓BSZ-1(BSD-9)や土坑や溝、柱穴群があ
る。 Cト レンチからも南北方向の環濠 3条 (CSD-4・ 5。 7)を中心に方形 (CSK-7)を呈する土坑

や溝、柱束がある。 Dト レンチでは方形周溝墓DSZ-1(DSD-2)と 落ち込み状遺構 (DSX-1)や溝、

楕円形を呈する土坑 (DSK-1・ 2)、 柱穴がある。

e出土遺物 (第22～33図)出 土した遺物は遺物収納コンテナに換算して約370箱に及び、その種
類と内訳は蓋・壷・甕・鉢・高杯・器台 。水差し。ミニチュアなどの弥生土器や土製品、石製品、

木製品が出土している。また、古墳時代～古代の上師器や須恵器、中世の上師皿や黒色土器椀、

陶磁器類がある。これら多量の遺物のうち、実測可能なものは数千点を数えるが、今回の概報に

おいてはBoCト レンチで検出された弥生時代前期末～中期の環濠 4条の遺物と、一括性の高い
弥生時代後期の土坑 (asK-8・ BSX-2)や弥生時代弥生時代後期～古墳時代前期初頭頃 (庄内式

併行期)の大溝と考えられるASD二 8出上の遺物 (土器)を 中心に掲載した。なお、今回の報告で

は石器・木製品は掲載しておらず、掲載土器の詳細は遺物観察表に記した。

今回の発掘調査で出土 した遺物量は、土器が2,493。3kg、 石器が145。6kg、 木器が15。 4kgで 計

2,654.3kgを はかり、土器は∬当たり2.41kg/ポ であった。また、各 トレンチ及び遺構の上器量

はAト レンチが191.4kg、 ASD-8(大溝)が 41。 2kg、 Bト レンチは1,543。 3kgでBSD-4が 94.6kg、

BSD-5が 5.2kg、 BSD-6が 32.Okg、 BSD-7が 399.8kg、  BSD-8が 50.8kg、 BSK-8が 120.4kg、 BSX

-16-



…2が 335。 lkg、 包含層が437.Okgである。このことから、BSD-7・ BSK-8・ BSX-2は出土量から

考慮すると、一括性が高いと考えられる。 Cト レンチは719,6kgでCSD-4は 224.4kg、 CSD‐ 5が

293.2kg、 CSD-7が 24。 2kg、 包含層が129.2kgを 測る。Dト レンチは36.2kg、 DSX-1が 23.8kgを測

る。

また、今回の調査で出土した石器の内訳は、チップ。フレーク (剥片)98点、コア (石核)15

点、スクレイパー・石ベラ (掻器・削器)80点、ナイフ16点、石鏃は材質がサヌカイ トで (打

製・磨製)16点、中 。大型尖頭器は23点、磨製石斧34点、石包丁48点、砥石165点、磨石55点、

敲石 5点、石皿 5点、石製品107点、石材96点、その他634点 となっており計1,397点を数える。

石器の出土傾向については、砥石が相変わらず一番多く、スクレイパー類・磨石 。石包丁・石

斧が比較的多く出土している。石包丁の石材をみると、片理質の粘板岩や結晶片岩が多く、石斧

では殆どが大型蛤刃石斧で泥岩・砂岩・緑泥片岩が多い。また、環状石斧や扁平片刃石斧・板状

などが少量みられる。砥石には平らなものと、塊状 (直方体)な ものとがあり泥岩・砂岩・花南

岩等の目の粗い石材が多い。これらの石器の多くはCSD-4-5、 BSD-7か ら多く出上している。

木製品は合計137点出土し、柱材・板材・杭・棒状・鍬・皿状容器などがあり、その多くがBSD
-6・ -7、 CSDい 4・ ‐5か らの出土が目立つ。

周辺調査区の遺物量はHN03‐ 3(H16年度概報P.1～22)が土器量5,153.3kg、 石器307.5kg、 木

器16.2kg、 骨23.2kgを計る。土器量はポ当たり10.39kg/∬ であった。HN02-1が土器量1,893kg、

石器80.4kg、 木器20.2kg、 骨4.6kg土器は∬当たり2.97kg/∬ を計り、HN02-2では土器量1,398kg、

石器13.6kg、 土器量は∬当たり4.99kg/ポ であった。

f基本層序 (第 12・ 16・ 18図)調 査区の基本層序は I層からXX層まで大別されるが、前述し
たようにAト レンチから東に移動するにつれて地形が下がっていくことから、B・ Cト レンチに

おいては層の厚さや堆積層が異なってくる。 I層が盛土層でAト レンチでは1.3m、 B～ Dト レ

ンチでは0.8～ 0。9mの現代の盛土である。Ⅱ層は褐灰色シル ト質埴土や黒褐色上の近現代の耕作

上で、層厚0。 2～ 0。 3mを はかる。Ⅲ層はオリーブ灰色シル トや灰色シル トの床上で、層厚0,05～

0。 15mをはかる。Ⅳ層は黄橙色土や黄褐色土の耕土で、Aト レンチ】ヒ東部のみⅣ-1～ 3層まで
細分できる。層厚は0。 1～ 0。25mで、Aト レンチ北東部は0.35mを はかる。V層は褐灰色～灰白

色シル トの中世耕上で0。 1～ 0。15mをはかる。Ⅵ層～Ⅸ層・XI層～XⅧ層はAト レンチでは確認
されていない。また、Dト レンチではⅦ層～XⅢ層は確認されていない。Ⅵ層は褐灰色シル トに

明緑灰色シル トを含んだ中世耕土で層厚は0.05～0.2mをはかる。Ⅶ層は灰白色上に明青灰色シ

ル トを含んだ中世耕上で層厚は0。 05～ 0。2mを はかる。Ⅷ層は褐灰色シル トに多量のマンガンを

含んだ床上で0。05～0.lmを はかる。Ⅸ層は褐灰色シル トににぶい黄橙色～黄褐色土を含んだ古

代～中世整地上である。層厚は0.05～0.2mを はかる。X層は明黄褐色土に褐灰色シル トを含ん

だ古代整地上である。層厚は0,05～ 0。 lmを はかる。XI層は明黄褐色土に褐灰～灰白色シル ト
を含んだ古墳時代後期の整地上である。層厚は0.05～ 0。 lmを はかり、調査地西側のDト レンチ

のみにみられる。文Ⅱ層は褐色土に灰黄褐色シル トを含んだ古墳時代後期の整地上である。層厚

は0,05～ 0。 lmを はかり、調査地北東の Cト レンチのみにみられる。XⅢ層は灰黄褐色シル トに

5 cm大の黄褐色ブロック上を含んだ古墳時代中期～後期の整地土である。層厚は0.05～ 0。2mを

はかる。XⅣ層は褐色～黄褐色土や黒褐色土に灰黄褐色シル トを含んだ古墳時代前期～中期の整

地上である。層厚は0。 1～ 0。 2mを はかる。XV層は3層に細分でき、弥生時代後期～古墳時代前
期初頭頃の二次堆積の遺物包含層を形成する整地層で、XV-1層 は黒褐色土ににぶい黄褐色と
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多量の上器片を含んでいる。層厚は0.1～ 0。 15mを はかる。XV-2・ 3層は黒色粘上ににぶい黄

橙色シル トを含んでおり、それぞれの層厚は0。 2～ 0.25mを はかる。XⅥ層は褐色土に褐灰色土

や浅黄橙色～黄褐色シル ト・粘土塊を含んでおり、弥生時代中期後葉の整地層と考えられる。調

査地北側のCト レンチ西側およびDト レンチにのみみられ、層厚は0。 lmを はかる。XⅦ層は黄

橙色シル ト質粘上ににぶい黄褐色土を含んだ弥生時代中期後葉以前の整地層で、BSD-6・ 7・ 8、

CSD-4・ 5の環濠間に厚さ0.1～0.15mほ ど堆積する。XⅧ層は明黄褐色シル ト～粘上に褐灰色粘

上を含んだ秀生時代中期後葉以前の整地層でXⅧ層同様、環濠間に層厚0。1～ 0。2mで堆積する。

XⅨ層は2層に細分でき、褐灰色粘上に黒褐色粘土や黄褐色シル トを含んだ弥生時代前期末～中

期前葉の整地層で層厚0。 1～0.2mを はかる。XX層は灰白色や黄橙色・浅黄橙色・明黄褐色のシ

ル ト～粘土の地山である。

今回の調査では第 1面をXⅢ層およびXⅣ層検出面、第 2面を整地層であるXV層直下、第 3

面を地山面 (XX層)で遺構を検出・精査している。
g環濠 (弥生時代前期後半～中期)第 10011・ 16・ 17・ 22～27・ 29～33図 環濠は調査地東側
に位置するB・ Cト レンチから合わせて 4条検出された。南北方向にのびやや西寄りに弧を描く

形で検出されている。外側の環濠からBSD-4、 BSD-6・ CSD-7、 BSD-7・ CSD-4、 BSD-8・

CSD-5である。BSD-4の続きはCト レンチからは検出されていないことから、 Cト レンチの西

側を通っているものと思われる。今回検出された環濠はどれも長さ17～ 18m程である。

これら環濠の開削時期は内側の 2条の溝 (BSD-7・ 8・ CSD-4・ 5)が弥生時代前期後半～末頃

にはじまり、少し遅れて外側 2条 (BSD-4・ 6・ CSD-7)は弥生時代中期前葉には開削され弥生

時代中期後葉に4条の環濠はともに再び掘り直されている。環濠の規模は、以下に詳細を記す。

BSD‐ 4は幅が2.7～ 3.2m、 深さは検出面から0。9mで断面形は逆台形を呈する。底面の標高は

T.P.6.lmを はかる。埋土は大きく分けてA～H層の 8層に大別される。A層は2層に細分され、

灰黄褐色上に明黄褐色シル トを含む。B層は褐灰色粘土が主体で、C層は灰白色粘上に黄褐色シ

ル トブロックを含む。D層は明黄褐色シル トに黒褐色土を含む。E層は暗褐色土主体、F層は褐

灰色粘土や粘土ブロック、G層は2層に細分され褐灰色粘土に明青灰色粘土や黒褐色粘土ブロッ

クを含む。H層は黄褐色上に黒帽色土や褐灰色粘土を含む。遺物はA～ F層まで弥生時代中期後

葉の上器を多く含む。また、下層のG・ H層からは中期前葉の上器が出上している。断面観察で

は中期後葉段階に再掘削された後にA～ F層が堆積したものと推定される。

BSD‐ 6・ CSD‐ 7は幅が2.8～ 3。4m、 深さは検出面から0。9mで断面形はBSD-6が逆台形、CSD
-7が U字形を呈する。底面の標高はT.P.6。 lmを はかる。埋土は大きく分けてA～ I層の 9層に

大別される。A層は2層に細分され、黒褐色土主体、B層 も2層に細分され明黄褐色土に黒褐色

土や褐灰色粘土を含む。C層は灰白色～褐灰色粘土に黒色粘土ブロックを含む。D層は2層に細

分でき褐灰色～黒褐色粘土主体、E層 も2層に細分でき黄橿色土～灰黄褐色土主体、 F層 も2層

に細分でき褐灰色～灰黄褐色粘土主体で黒色粘土ブロックを含む。G層は褐灰色シル トや浅黄橙

色シル ト主体で黒色～褐灰色粘土ブロックを含む。H層は2層に細分でき褐灰色粘上に黒色粘土

や灰白色粘土を含む。 I層は褐灰色粘上を主体とする。遺物はA～ C層までは弥生時代後期、

DoE層 は弥生時代中期後葉の上器を多く含む。また、下層のF～ I層からは中期前葉の上器が

多く出土している。断面観察では中期後葉段階に再掘削された後にA～ E層が堆積したものと推

定される。

BSD‐ 7・ CSD‐ 4は幅が3.8～ 5.Om、 深さは検出面からBSD-7が 0。 9m、 CSD-4が 1,2mで底面
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の標高はT.P.5。 6～ 5,7mを はかる。断面形は逆台形～U字形を呈する。埋土は大きく分けてA～

G層の 7層に大別される。A層は3層に細分され、黒色粘土主体でにぶい黄橙色シル トを含む。

B層は2層に細分され、黒色粘土に灰白色～にぶい黄橙色土砂壊土を含む。C層は2層に細分で

き、黒色粘土にやや粗いにぶい黄橙色土砂壊土を含む。D層は3層に細分でき、青灰色・にぶい

黄褐色砂壌土に電灰色～黒色粘土を含む。E層は単層で黄橙色砂壌土やにぶい黄褐色土に黒色粘

土や褐灰色砂壌土を含む。F層は3層に細分でき、灰白色粘土～シル トに黒色粘土ブロックを含

む。G層は褐灰色粘上に黒色粘土や灰白色シル トを含む。遺物はA・ B層は弥生時代中期後葉、

CoD層 は弥生時代中期前葉～後葉、E～ G層は弥生時代前期後葉～中期前葉の上器を多く含む。
断面観察では中期後葉段階に再掘削された後にA～ D層が堆積したものと推定される。

(BSD‐ 8)・ CSD‐ 5は幅が4.2～4.4m、 深さは検出面から1.2mで底面の標高はT.P.5.6mを はかり、

断面形は逆台形を呈する。埋土は大きく分けてA～ G層の 7層に大別される。A層は3層に細分

され、黒色粘土主体でにぶい黄橙色シル トや灰白色シル トを含む。B層は黒色粘土ににぶい黄褐

色粘土や明緑灰色粘上を含む。C層は黒色～帽灰色粘土に黄橙色シル ト～粘土を含む。D層は浅

黄色粘土に灰オリーブ色粘土や黒色粘上を含む。E層は黒色粘土にや褐灰色粘土を含む。F層は

2層に細分でき、黒色～黒褐色粘土に黄色系の粘土～シル トを含む。G層は黒色粘土に灰白色シ

ル トを多量に含む。遺物はA層は弥生時代中期後葉、B～ D層は林生時代中期前葉～中葉、E～

G層は弥生時代前期後葉～中期前葉の上器を多く含む。断面観察では中期後葉段階に再掘削され

た後にA層が堆積したものと推定される。

以上のことから、CSD-4(BSD-7)・ 5(BSD… 8)は溝の幅や深さ。出土遺物などから、ほぼ

同時期に掘削されたであろうことが伺える。また、再掘削の時期に関しても黒色粘土を主体にす

るなど埋土や出土遺物に共通点が多く、改修も同時期に行われたと考えている。また、CSD―

7(BSD‐ 6)と BSD-4に ついても前述した溝と比較すると環濠外側に位置するこれらの溝は内側の

溝に比べて、幅や深さといった規模の点から一回り小規模といえる。開削時期に関しても弥生時

代前期後葉の土器がはいってこないことから、内側 2条の環濠を掘削した後に、中期前葉段階に

おいて外側に若千小規模な2条の環濠を掘削したことが想定される。

また、出土土器に関してはこれら4条の環濠から出土した土器量は、全調査区の上器量に比し

て、約45%を 占める。その内訳は、BSD-4が 3.8%、 BSD-6。 CSD-7が 2.3%、 BSD-7・ CSD-4

が25.0%、 BSD-8・ CSD-5が 13.8%で ある。BSD-4およびBSD-8・ CSD-5は掘削面積が他の半

分くらいであることから単純に比較できないが、いずれにしても内側 (東側)の環濠 (BSD-7・

CSD-4と BSD-8。 CSD-5)2条の出土量が非常に多いことが伺い知れる。

器種組成についてみると、全調査区の弥生土器では甕43%(3,560点 )、 壷34%(2,844点 )、 高邦

12%(1,025点 )、 鉢 6%(485点 )、 蓋 3%(232点 )、 器台 1%(89点 )、 水差 1%(67点 )、 その他

(27点 )の計8,329点 を数える。 (なお、口縁部や特徴のある部位で器種を特定。)環濠出土の弥生

土器器種組成をみると、BSD‐4では計280点で壷41%(116点 )、 甕33%(92点 )、 高邦14%(38点 )、

鉢 9%(25点 )、 蓋・器台各 1%(各 3点)水差 1%(2点)他 1点となっている。BSD… 6・ CSD
‐7(同一環濠とみなす)では計135点で壷36%(48点)、 甕34%(46点 )、 高邦16%(22点 )、 鉢 9

%(12点 )、 水差 3%(4点 )、 器台 1%(2点 )、 蓋 1%(1点 )と なっている。BSD‐ 7・ CSD―
4(同一環濠とみなす)では計1,780点で壷41%(729点 )、 甕31%(543点 )、 高邦16%(283点 )、

鉢 7%(121点)蓋 2%(42点 )、 水差 2%(32点 )、 器台 1%(24点 )、 その他 6点を数える。BSD
‐3・ CSD‐5(同一環濠をみなす。)では計856点 で甕46%(398点 )、 壷33%(279点 )、 高邦 8%
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(68点 )、 鉢 7%(56点 )、 蓋 4%(36点 )、 水差 2%(13点 )、 器台 1点、その他 1%(5点 )と
なっている。また、木製品については、内側 (東側)の環濠 2条から板材や高邦脚・皿形 (容器)

木器などが底面より出土している。

h方形周溝墓 (弥生時代中期)第 12・ 14・ 17・ 18・ 22図 方形周溝墓はAト レンチを中心にB・

Dト レンチから検出されているが、前述した環濠の外側 (西側)に展開する。調査区外へのびる

ものの方形周溝墓と考えられるものを含めて、Aト レンチでは12基、B・ Dト レンチでは各1基、

計14基を検出している。いずれの方形周溝墓も完周しているものはなく、四隅のいずれかが開

いており溝を共有している。埋土も暗褐色～黒褐色土を主体とし、黄褐色シル トや粘上を含んで

いる。方形周溝墓を主軸方向や出土遺物などでグルーピングすると、おおまかにASZ-1～ 3、

ASZ-4～ 8、 ASZ-9・ 10、 ASZ-12・ BSZ-1・ DSZ-1の 4つのグループに分けられる。

ASZ‐ 1～ 31よAト レンチ北側に位置するグループで、主軸はN31° Wで周溝から林生時代中期

中葉～後葉の土器が出土している。ASZ… 1は北東の周溝を欠き、規模は墳丘内が3.6m× 4.7m

(16.9ポ )で、周溝を含めると、6.Om× 6.Om(36∬ )に なり、埋葬主体部は検出されなかった。

周溝の幅は1.lm、 深さは0。 5～0.6mを はかる。重複・共有関係はASD-8(V～Ⅵ様式)・ ASK―

10。 17(Ⅳ～V様式)に切られ、ASZ-3と 溝を共有する。ASZ-2も 北束の周溝を欠き、規模は

墳丘内が6.5m× 7.2m(46.8∬ )で、周溝を含めると、9.Om× 9.7m(87.3耐 になり、埋葬主体

部は検出されなかった。周溝の幅は0.4～ 2.lm、 深さは0。 3～0.6mをはかる。重複・共有関係は

ASD-8・ ASX-1に切られ、ASZ-1・ 3と溝を共有する。ASZ-3は大部分をASD-8に切られ規模

は不明である。周溝の幅は0.4～ 1.lm、 深さは0.5mをはかる。

ASZ‐ 4～ 81よAト レンチ南側に位置 し、主軸はN10～ 17° Wである。ASZ‐ 4は北半大部分を

ASD-8に切られ規模は不明である。重複・共有関係はASK-6に切られ、ASZ-5。 7と溝を共有す

る。周溝の幅は0,7～ 1.lm、 深さは0.4mをはかる。ASD-5(第 22図 -1)周溝内から弥生時代中期

前葉の広口壷が出土している。ASZ-5も 大半が調査区外にのびることから規模は不明である。

重複・共有関係はASA-1・ ASK-6に切られ、ASZ-4'6と 溝を共有する。周溝の幅は0.5～ 0。8m、

深さは0.3～ 0。4mをはかる。周溝から弥生時代中期前葉～中葉の土器が出上している。ASZ-6は

西側の周溝を欠くものの、主軸がN17° Wで、規模は墳丘内が3.6m× 3.5m(12.6∬ )、 周溝を含

めると、5。 lm× 5。Om(25.5∬ )になり、埋葬主体部は検出されなかった。周溝の幅は0。55～ 1,7m、

深さは0.3mをはかる。重複・共有関係はASA-1に切られ、ASZ-5・ 7と溝を共有する。ASD-1周

溝内から弥生時代中期前葉～後葉の土器が出土している。ASZ-7は主軸がN10° Wで、規模は墳

丘内が3.lm× 3.4m(10.5∬ )、 周溝を含めると、4.4m× 5.Om(22.0ポ )に なり、ASZ-4・ 5も お

そらく同規模の方形周溝墓と思われる。埋葬主体部は墳丘中央東西と東側周溝に並行して南北に

隅丸長方形の土坑が検出されている。土坑の主軸はそれぞれN88° Wと N2° Eで、規模は0。 88m

×0。56m、 1.4m× 0.5mで ある。周溝の幅は0.3～ 1.Om、 深さは0.3～0.4mをはかる。重複・共有

関係はASD-8・ ASK-5(Ⅳ様式)に切られ、ASZ-4■ 6・ 8と溝を共有する。時期が推定できる

土器は出上してないが、重複関係から弥生時代中期後葉以前 (Ⅳ
-2様式以前)と考えられる。

ASZ-8も 大半が調査区外およびASD… 8に切られており、規模は不明である。溝の幅は0.4～ 1.lm、

深さ0,4mを 1まかる。

ASZ‐ 9・ 10はAト レンチ南東部に位置する。ASZ-9は主軸がN9° Eで、規模は墳丘内が3.9m

×3.7m(14.4ポ )で、周溝を含めると、5.5m× 5.2m(28.6∬ )になり、埋葬主体部は検出され

なかった。周溝の幅は0.6～ 1,Om、 深さは0。4～0.8mを はかる。重複 。共有関係はASD-1を切り、
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(盛土)と上から30～ 40cm細石 HC10YR2/1黒色粘土,SW7 5Y7/2灰白色》卜粉～1 5cm大フ・ロック
(耕土)I:SiC1 0YR5/1褐灰色剪卜質埴土,Si17 5Y6/1灰色》卜粉～4t5‐ 150/O軟 中―疎 かドシ少

(床土)Ⅲ:Si17.5Y6/1灰色
"卜
,Sic1 0YR7/8黄 橙色》卜質壇土 粉～粒 5‐15%中―軟 中―疎

卸 R塁ぱ既平傷F輩帝演右9部偽棄壱岳塾訪穏翌杏扶顎静潔11°YR7/E灰白色功卜粉～粒層状20‐25%中
―硬中―密

Vセ:S‖5Y7/1,S刊 10YR7/80.5～ l cm大 40‐500/002～ 0 5cm大マンオ・ン多 中―軟 中―密
V電 :S刊 10G7/1,SW10YR6/8粉 ～l cm大 15‐20%軟 中―疎

(耕土)V:S‖ 10YR6/1～ 7/1褐灰～灰白色)ヽHC10YR7/8黄橙色粘土 ～1帥大 15‐ 200/O～0 5un大晴少 中―軟 中―密
XiSic12 5Y6/6明 費掲色》霞 埴土,Sic1 0YR6/1～ 7/1褐灰～灰白色》卜質埴土 粉～0 5cm大 15‐20%～ 02m大カーホ・ン少 中―硬 中―密

XⅨ-2:Sic11 0YR3/2黒 褐色土,S‖ 10YR6/1掲 灰色)卜 ～0 5cm大 25‐30%～ 0 3cn大かホ・ン少 HC10YR6/8明黄褐色粕土 ～0 3cm大 フ・ロック5‐7%中郷更中―密
(地山)XX:HC10YR7/8黄 橙色粘土,HC10YR8/1灰 自色粘上 05～2m大 15‐200/O HC10YR4/1褐 灰色粘土(檀物遺体)粉～3cm大 15%硬 密

ASD‐ 1

A:Sic11 0YR5/3にぶい黄褐色土,HC10YR7/8費 橙色粘土 ～l cm大フ・ロック15‐20%～ 2cm大卜よ・ン少―中 P―少 中―硬 密

ASX‐ 1

AtSici1 0YR4/2,HC10YR8/802～ l cm大ゲロック40%SW10YR6/1粉 150/cP‐ 少 ～0 5cm大マンがン少―中 中―軟 中―密
A2:Sicl1 0YR3/3,S‖ 10YR5/8粉 30‐400/OS‖ 10YR6/1粉 15‐ 200/OP‐少 ～0 5cm大マ劾・ン少―中 中―硬 中―密

ASK■
Al:Sicl1 0YR2/1黒 色土,S‖10YR5/6黄 掲色

"卜
粉～0_5cm 300/0～ 0.2cm大カーホ・

"少

―中 S‖ 5YR7/8種 色》卜～0 5om大焼土粒少 硬 密
A2:Sicl1 0YR2/1黒 色土,S‖10YR5/6黄 褐色》卜粉～0 5cm大 10°/。 ～0 2cm大トホ・ン少―中 Si15YR7/8橙色》卜～0 5cm大焼土粒少 中司更密
A3:Sicl1 0YR2/1黒 色土,Sic11 0YR5/4に ぶい黄褐色土 紛～粒 30・40%HC10YR3/6黄橙色猫土 ～2cm大 フ・ロック25%～ 0.1銅大カーホ・ン少―中 pP‐少 中―軟 中―密

ASK‐4
Al:Sic11 0YR4/3に ぶい黄褐色土,HC10YR4/1褐 灰色粕± 0.5cm～ l cm大 20‐25%～ 0 3cm大かホ・シ中 P‐少 硬 密
A「 1:Sicl1 0YR4/4褐色土,HC10YR8/8黄 糧色粘土 ～0 3on大 15‐200/00.5～ lm大カーホ

・ン中 中―軟 中―密

B:Sic11 0YR4/2灰黄褐色土,S‖10YR6/8明 黄掲色》卜枚～0,Scm大 10‐ 15%0.3～ l cm大力器・ン中 ～03帥大マンがン多 P‐中 中―硬 中―密
C:SW1 0YR6/6明責掲色》卜,Sicl1 0YR4/3に ぶい責掲色土 粒 2025%03～ 05m大か本・ン少 ～0 3cm大マン方・ン中 P‐少 中鞭 中―密
D:Sicl1 0YR3/2黒 褐色土,S門 10YR7/8黄 橙色)卜 0.5～ l cm大フ・ロック200/O HC10YR6/1掲 灰色粕土 ～l cm大マンカ

・ン中 ～l cm大トホ
・ン少―中 中預 中―密

ASD‐8(上層)
A:S‖ 5日7/1,Sc11 0YR5/3粒 1520%Sic7 5YR6/803～ l cm大 10‐ 150/O中 ―軟 中―密
B:HC10YR7/8,Sic11 0YR4/6粉 ～粒 20‐300/OS‖ 10YR6/1粒 ～0.5un大 200/OP‐少 中―軟 中―密
C:Aに類似 Sc11 0YR5/3粒 15‐20%Sic7.5YR6/803～ l cm大 20300/0%中 ―軟 中―疎
D:Scl1 0YR6/3,Si1587/105～ 1帥大 20‐250/O Sic10YR6/8～ 2cm大プロック150/● 中―軟 中―疎
巨Sd10YR4/2,HЫ  ttR7/8粉 30・40%割 10YR3/2粉 引 cmk 10%～ α2m大赫 抄 中預 中―密
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BSK-8

ASD-8
AliSicl10YR5/2灰黄褐色■.S11101RS/4にぶい責褐色

"卜

粒～0 5cm大 2∝ 3饂 lcm大マンがン少―中 02～ 1伽大時少―中卜少中コ更中―蔭
BISic110WR5/2灰 責褐色土,SL10YR6/1褐灰色砂壊■粒～021m4050%Sil10YR6/6明 黄褐色劾卜粉～lcm大 20-25鴨 ～02帥大カードン少中―硬中一密 P―少
Cl:Sic110YR4/2灰資褐色土,SI17 5GY7/1明 線灰色》卜粉 50-6蟷 マンカ・ン中～0 5cm大カードレ少―中卜少中―軟中―密
DiSLiOYR6/2灰黄褐色砂壊土 (～0 2cm大),SII'5GY7/1明 緑灰色シルト粉 20Xマンカ・ン少 ～0 5cmカ ーホ・ン少 Sicl10YR3/2黒褐色土 粒 1饂 S‖ iOYR7/8黄橙色

"卜

～lcmtt illX軟 中―疎
D21SL10YR6/2灰責褐色砂嬢土 (～0 2cm大)Si17 5GY7/1明 緑灰色》卜粉 1鰯 軟 疎
D3iSL10YR6/2灰黄褐色砂壌■ (～0 2cm大).S117 5GY71明 緑灰色》卜紛 3ヽ%故 疎
D4:Sに 10YR6/2灰黄褐色砂壌■ (～0 2cm大 ),Si17 5GY7/1明 緑灰色

"卜

粉～層状 (2cm厚 )マンカ・ン少 ～0 2cm大ルギン少 軟 疎
EISに 10YR5/2灰責揺色砂壌土～031m大,S'15GY7/1明 オリフ・灰色ンルト粉 G叫 軟疎
E2iSL10YR5/2灰責褐色砂壊■～0 3em大 ,Si15GY7/1明 オリフ・灰色》卜粉 3← 40略 ～2cm大マンカ・ン少～02m大カーホ・ン少軟疎
FtS,5GY71明 オリーフ・灰色

"卜

,SI110YR5/1褐灰色ンルト粉～lem大 5-1饂 ～0 2cm大力Fン少マンカ・ン少―中中―軟球
F2:SIISGY71明 オリー,・灰色

"卜

,Sil10YR5/1褐灰色シルト粉～lm大 15セ饂～021m大カードン少―中マンカ・ン少中―軟疎
F3:Si15GY7/1明オリウ・灰色

"卜
,Si HOYR5/1偶灰色

"卜

粉～lcm大 2530%～0 5un大トドン少―中マンカ・ン少中―軟疎
Gl:HC10YR2/1黒色粘土層状(1～ 3em厚)3040Xホ 片少―中量中一軟中―密 SL10YR5/2魔黄褐色砂壌土～031m贈 状～3cm厚 ～0 5cm大力器・ン少―中Si15GY7/1明オリーフ・灰色

"卜

粉 3銚
HliSL10YR6/2灰歳褐色砂壌土～051m大層状,Si15GY7/1明 オリーデ灰色助卜粉30%05～ lcm大カードン中木片3cm大 少―中軟疎
‖2:SLiOYR6/2灰黄福色砂壌土～05師大層状 0 5cm白 色石.Si15GY7/1明 オリーデ灰色

"Ⅲ

粉 57%マンカ・ン酸化鉄沈殿(一時のSD底面)中―軟中―疎
H:Sic‖ OYR5/4にぷい黄福色土.HC10YR3/1黒褐色粘土粉～05m大 4∝60%S‖ 10YR8/6黄橙色シルト0 2cn～ lcm大 5-7%～ 031m大方―ギン中‐多SL10YR3/1灰自色砂壌土粉―粒(細砂)10-15“ 中―軟中―密
12:Sicl10YR4/6福 色土,HC10YR3/1黒褐色継土粉～05m大 406眺 Sil1048/6費橙色

"卜

0 2cm～ 1鰤大辟琳～0 3cm大カギン中一多SL10YR3/1灰自色砂壌土粉―粒(細砂)10-15銘 中―軟中―密
〔3:HC10YR3/1黒褐色粘■.Si15BG7/1明青灰色ンルト粉～層状(～0 4cm厚)2025%～ 0 5cm大カーホ・ン中―多木片層～05帥厚 SL10YR3/2灰自色砂壌土粉―粒(細砂)1∝ 15%中―軟中―密
」1:SL10YR3/2灰自色砂壊土～0 2cm大 ,Si HOYR6/2灰費福色

"卜
粉～層状(1 5cm厚う1琳 木片コ・ミ層 10%～ 0 5cm大自色舛底面付近堆積多酸化鉄沈殿(第 2の慮面)軟 疎

」2:SL10YR8/2灰白色砂壌土～0 2cn大 ,SI110YR6/2灰資褐色
"卜

粉～層状 6∝70%木片ヨ・ミ層 3%～ 0 5cm大白色琳少―中軟疎
」3:SL10YR3/2灰白色砂壊土～0 2cm大 ,SI110YR6/2灰黄褐色

"Ⅲ

粉～層状 40に 50略 HC10YR2/1黒色粘■ 0 3cm～層状(3～ 6cmD 3い 3酬 ～0 5cm大力帯・ン少一中～0 5cm大購少一中軟疎酸化鉄沈殿(第 3の底面)
K■冊10YR2/1黒色粘土.Si15GY7/1明オリーフ・灰色シルト粉 25-3齢 ～0 5cm大カーホ・ン中～5cm大木片中―多量軟疎
L■附N2/1黒色粘土,Si15GY7/1明 オリーフ・灰色

"卜
粉～lcm大 1∝ 15X～ 021m大方イン少―中ホ片少中―軟密(北斜面のみ)

Ml:SW 10YR6/2灰資褐色シルト,HC10YR2/1黒色粘■ 03～ 2cm大メロッケ20セSh S ISBG7/1明青灰色
"卜

～11m大 2齢 ～0 2cm大カドン少中―軟中―疎
貶:S‖ 10YR6/2灰黄褐色

"卜
,HC10VR2/1黒色粘■ 03～5cm大フ・ロック20X Si15BG7/1明青灰色》Ⅲ…5卿大4050%～ 0 2cm大カイン少中―軟中―疎 (南側)S l10YR6/2灰 資褐色劫卜粒 4050%

Nl:HC10YR8/2灰白色粘土,HCiOYR2/1黒色粘上～0 5cm大 1∝ 16X～ 05oぃ大マンカ・ン多中―軟中―密(壁離壊■)
01:HC10YRフ 8黄橙色粘■,HCiOYR8/2灰白色粘上～lcm大 15セ llX HC10YR2/1黒色粘■ 05～ 3om大 1酬 ～0 5cm大マンカ・ン多中―軟中―密(壁漫食)

BSX-2
Al:HC10YR2/1黒色粘土,Siol10YR5/4に ぷい黄褐色上 粒～0 5cm大 2L25%SI110YR7/2にぷい黄橙色》卜粉～0 5cm大 15-20X～0 5cm大カネ`ン中 P―中―多 中―硬 密
A2:HCiOYR2/1黒色粘上,Sil10YR7/3にぶい黄橋色シルト粉 3齢 Si c10YR5/6責褐色シルト質埴土 粒～2cm大 1鰯 ～05m大カイ ン中 卜少―中 中―軟 中―密
A3:HC10YR2/1黒色粘■,Sio10VR5/4にぶい黄褐色

"卜
貨埴土 粒 3040%～0 5cm大カードン中 卜少 軟 中―疎

BI`HCN3/0暗灰色粘土,SI HOYR8/2灰白色
"卜
粉～2m大フ・ロック20-25%05～ lcm大カーギン少―中 SiC'5YR5/6明褐色

"卜

質埴■ 0 5cm大マンがン中 05～ 11m大カーギン中 中―軟 密 卜少
CllHCN2/O黒色粘■,HC10VR6/1褐灰色粘土 ～lcn大メロ,,2∝30%～ 0 5cm大白色琳中―少 05～ lm大トギン中 卜少 中―軟 密
C2:HCl12/O黒色粘土,HC10VR6/1褐灰色粘■ 粉 3040%02～ lun大 嘴少 ～lcm大ルギシ中―多 卜中(完形)中―軟 密
D■ HCN4/0反 色粘土,HC10VR3/1灰白色粘■ 12～ 31m大 25■OX 0 3～ lcm大カイ ン少―中 卜少 中―軟 中―密
D2,HC10YR2/1黒色粘■.附 10YRツ 2にぷい黄糧色粘■ 03～ 11m大 フ・口,,25-30X05cm大 マンカ・ン中 中―軟 密
El:‖C10YR2/1黒色粘■,SiCl10YR3/3暗福色上 粉 40H HC10YR3/1灰 白色粘± 03～ lcm大メロ,,15%～05～ lcm大カホ・翔時中 軟 密 卜多(完明)V様式―括出土
E2!HC10VR3/1黒禍色粘■,HC5B,/1明青灰色粘上 05～ 11m大 ,・ロフ,2卜 9針 ～0 5cm大カードン少 中―軟 中―疎
F■ IICN3/0暗灰色粘■,S'110YR7/8黄橙色

"卜

～11m大 ,°ロック40 50X HC10YR3/1灰 自色粘■ ～lm大フ・ロック1酬 ～0 5em大卜干ン少 中却電中―密(壁崩落■)
G■ HC10YR2/1黒色粘■,Sicl10YR4/8に ぶい黄福色土 粉～粒 90-4饂 05～ lcm大カーギン少―中 本質中豊 中―軟 中一密 卜中
Hl:HC10YR3/2黒褐色粘土,HC10YR8/1灰自色粘土 ～2m大フ・ロック20セ5%～ 2cm厚層状 ～0 5cm大カドン少―多 中‐軟 中一密
11:HC10YR2/1黒 色粘■,HC10YR8/1灰自色粘上 ±2cm大フ・ロック4050%～0飾大カギ シ少‐中 中―軟 中増

BSK-8
A iSicl10YR4/1褐 灰色■,Sil10YR3/1灰白色

"卜

粉20%Sic7 5YR6/8橙 色
"卜
質埴■02～ 0 5cm大マンカ・ン2025路 ～0 5cm大嘴少―中～0 5cn大カイ躍膳中昨中中―軟中一密

B:HC10YR2/1黒 色粘土,Si110YR8/1灰白色
"卜
粉 1∝ 15%～ 0 5cm大嘴少～■m大カードン中卜多中―故中―密

C iSic110YR4/1褐灰色■,Sil10YR3/1灰白色
"卜

粉 1← 1酬 Sic7 5YR6/8橙色シルト賞墟上～lun大マカ・ン25-30X～ 05"大瞬少～0 5cmカイン少卜少中―硬中―密
DI:HC10VR2/1黒色粘■,S'110YR7/2にぷい資構色シ″卜粉 1鶴 ～11mttblF少―中05～ lcm大肝ホ'シ中―多卜中一多(完形多)軟 中―疎
D2:HCN3/0暗灰色粘■,SII～ Sic10BG7/1明育灰色

"卜

～》卜質埴土～粒 5-10%05～ lcm大カードン中―多卜中―多中―軟中―密
D3:附 10YR2/1黒色粘■,HC10YR6/3にぶい資桂色粘土～層状(～0 5cm大)30X～ 05m大カーギン中卜少中―軟中―密
E■ HC10YR2/1黒色粘■,HC10YR6/3にぶい黄橙色粘土～層状(～05m大)20X～ 0 5cm大カギシ少―中 Sic7 5GY8/1明緑灰色

"卜

質埴土粒～0 3cm大 5J%軟 密

CSK-2
A'「 Si cl10YR3/1黒褐色■,Sio10YR3/3暗褐色

"卜
賞墟土粒～0 3cm大 4∝5饂 ～0 3cm大カードン少卜少一中 SW 10YR7/2にぷい黄構色

"Ⅲ
粉 3%中―軟中―疎

A'2:SicHOYR3/1黒 褐色■.Sio10YR3/3暗褐色
"卜
質IE土 粒～0 3cm大 15%～ 0 3cm大カードン少卜少 S‖ 10YR7/2にぷい資橙色

"卜

～O Scm大 5,X中―軟中―疎
A'3:SicliOYR3/1黒褐色■,Sio10YR3/3暗褐色》卜貫埴上粒～0 3cm大 3饂 ～0 5cm大カード翔時中卜少―中 S‖ 10YR7/2にぷい責権色》卜～051m大 ll1 15躙 中―硬中―密
″4:Sicl10YR3/1暴欄色■,Sic101R3/3暗褐色シ,卜貨埴土粒～03m大 4050%～ 0 5cm大カイン中―多卜中 S‖ iOYRフ2にぷい黄種色

"卜

～05m大 1饂 中―硬中篭
B'1:HCN4/0灰色粘■,HCN6/0灰色粘土～0 5cm大 ∞40H Sic10Ⅶ 6/8明資褐色

"卜

質埴土粒～lcm大マンカ'ン 5-7%～ 0 2cm大カインチ中卜少中―軟密

CSK-3
Al:Sicl10VR2/1黒 色土,S1110VR4/3にぷい責褐色

"卜
粉25X卜多中却電中―密

A21SicIIOYR2/1黒色土,SiliOYR4/3にぷい資褐色
"卜

粉 15%～ lcm大フ・ロリケ1← 15貯―多 ～
'cm大

カーギン中 中―硬 密
BIHC10YR2/1黒 色粘土.HC10YR7/3にぶい資糧色粘■ ～lm大フ・ロック1齢 HC10VR3/1灰 白色粘土 ～lcm大フ・口,ウ 10」琳 ～lcm大∬ ン少―中 軟 藤

(砂層)

18層 に類似 砂層)
(B層 に類似 砂層〉
(B居 に類似 砂層)
lB層 に類似 砂層)
(砂ウルけ
(砂ウルト)
(ンルト)
(ンルト)
(ンルト)
針 層)
(粗砂層)
(糧砂層)
(粘土層)
饂 土居)
(粘土層)
(砂層)
(砂層)
(砂層)
(炭層)
(粘土層)
(粘主ウルト)
(粘土ウルけ
鶴 土層)
(地山)
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ASD-3・ 6に切られ、ASZ-10と 溝を共有する。周溝ASD-9か ら弥生時代中期中葉の上器が出上し

ている。ASZ-10は大半が調査区外へと続くため規模は不明である。周溝の幅は0,3年 0。7mで、

深さは0。4mである。ASZ-9と 溝を共有する。

ASZ‐ 12・ BSZ‐ 1・ DSZ‐ 1は調査地北東部のAト レンチ北西端・Bト レンチ西端・Dト レンチに

位置する。ASZ-12は主軸がN3° Eで、規模は墳丘内が4.5m× 4。2m(18.9だ )で、周溝を含める

と、6.Om× 5,9m(35.4ゴ )になり、埋葬主体部は検出されなかった。周溝の幅は0.8～ 1.4m、 深

さは0.3mを はかる。重複・共有関係はASK-12・ 13・ 18に切られ、BSZ-1と溝を共有する。周溝

から弥生時代中期中葉～後葉の上器が出土している。BSZ-1は主軸がN23° Wで、規模は墳丘内

が3.2m× 3.Om(9.6∬ )で、周溝を含めると、4,7m～×5。lm(24ポ ～)に なり、埋葬主体部は

検出されなかった。周溝の幅は0.5～ 1,Om、 深さは0。 2～0.3mをはかる。重複・共有関係はASD―

8に切られ、ASZ-12と 溝を共有する。周溝BSD-9か ら弥生時代中期後葉～後期の土器が出土し

ている。DSZ-1は主軸がN7° Eで、規模は墳丘内が4.6m× 1。9m～ (8.7ポ ～)で、周溝を含める

と、7.lm× 3.Om～ (21.3ポ ～)になり、埋葬主体部は検出されなかった。周溝の幅は0.8～ 1,4m、

深さは0.4～0.5mを はかる。周溝DSD-2か ら弥生時代中期中葉の土器が出土している。

また、方形周溝墓とは別に土鉱墓と思われるASK-1・ DSX-1が ある。ASK-1は楕円形で直径

3.Om、 深さ0.3mをはかり、弥生時代中期中葉の土器 (甕)が出土している。DSX‐ 1はやや方形

を呈し、規模は3.8m× 2.4mで深さ0.5mをはかる。遺物は弥生時代中期前葉～中葉の壷・甕・鉢

などの上器が出上している。

i廃棄土坑 (弥生時代後期)第 11・ 13・ 16・ 20。 27～ 29図 多量の完形土器が廃棄された土坑
がBト レンチ第2面において、BSK-8・ BSX-2の 2基検出されている。Bト レンチの中程に位置し、

BSK‐ 8・ BSX-2は 2m程 しか離れていない。
BSK… 8は北半分が調査区外にあるものの、楕円形を呈し直径2.5m、 深さ1.2mを はかる。断面

形は逆台形状で壁はやや緩やかに底面へと続く。埋土はA～E層の5層に大別され、 7層に細分さ

れる。A層は褐灰色土に灰白色シル トや橙色シル トを含む。B層は黒色粘土に灰白色シル トを含

み、多量の土器が含まれる。C層はA層に類似し褐灰色土に灰白色シル トや橙色シル トを含む。

D層は3層に細分でき、Dl・ 3層は黒色粘土ににぶい黄橙色シル トや粘上を含む。D2層は暗灰色粘

土に明青灰色シル トや多量の土器を含む。Dl層から完形の土器が多く出上している。E層は黒色

粘土に灰白色粘土ブロックを多量に含む。重複関係は弥生時代中期の環濠BSD… 6を切っている。

出土遺物は弥生時代後期の壺・甕・鉢 。高邦などの土器を中心に、磨製石斧や砥石等の石器、板

材、土製円盤などが出土している。 (BSK… 8出土遺物は掲載していない。)土器の器種組成は計

357点 中 (器種のわかるもの)、 甕169点 (47%)。 重107点 (30%)。 高杯37点 (10%)鉢 25点

(7%)・ 蓋14点 (4%)・ 器台 3点 (1%)水差及びその他各 1点であった。特に甕はタタキ甕
が大部分を占めている。

BSX‐ 2は南半分が調査区外へと続き、平面形は楕円形を呈し直径4.5m、 深さ1.6mを はかる。

断面形はすり鉢状を呈し壁はやや緩やかに底面へと続く。埋土はA～ I層の 9層に大別され、

14層に細分される。A層は 3層に細分され、黒色粘土ににぶい黄褐色シル トを含む。B層は暗

灰色粘土に灰白色シル トブロックを含む。C層は2層に細分され、黒色粘土に褐灰色粘土ブロッ

クを含み、C2層は完形の上器を多く含む。D層も2層に細分され、Dl層は灰色～灰白色粘土

を主体とする。D2層は黒色粘上ににぶい黄橙色粘土ブロックを含む。E層 も2層に細分され、

黒色～黒褐色粘土を主体とし、暗褐色土や灰白色粘土ブロック、明青灰色粘土ブロックを含む。
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第15図 東奈良追跡 (HN06… 3)B・ Cト レンチ第1面平面図
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El層から弥生時代後期の完形土器が多量に出上している。F層は暗灰色粘土に多量の黄橙色シ

ル トブロックを含む。G層は黒色粘上に多量のにぶい黄褐色土を含む。H層は黒褐色粘上に灰白

色粘土ブロックを含む。 I層も黒色粘土に灰白色粘土ブロックを含む。重複関係は弥生時代中期

の環濠BSD-6を切っている。出土遺物は弥生時代後期の壷 (短頸・長頸・直口・広口 。複合口縁

壷)・ 甕・鉢・高不・器台などの上器を中心に、石鏃・スクレイパー・尖頭器・石包丁・磨製石

斧や砥石等の石器、竹や炭化した木、土錘・杓形土製品などが出土している。土器の器種組成は

計1,067点中 (器種のわかるもの)、 甕510点 (48%)。 重292点 (27%)・ 高杯152点 (14%)。 鉢72

点 (7%)。 蓋28点 (3%)・ 器台10点 (1%)水差 1点、その他 2点であった。特に壷は直口壷

や短・長頸壷の出土が多くみられ、なかには胴部を焼成後に打ち欠いたものやヘラ描きで波状文

等の文様を描いたものもみられた。

BSK-8およびBSX-2か ら出土した土器器種組成を比較すると、基本的には同じような割合で

あることが伺え、ともにその出土量から一括性が高く廃棄土坑である可能性が指摘できる。また、

BSX-2については単なる廃棄というだけではなく、特殊な壷を廃棄する傾向がうかがえること

から祭万Eに関連する遺構と考えられる。

また、今回の調査では円形～楕円形を呈する土坑 (ASK-2・ 3・ 5。 12・ 13・ 17・ BSK-10。

CSK-2・ 3)や長楕円形を呈する土坑 (ASK-7・ 8・ 10。 18・ BSK-7・ 9。 11'12)、 方形を呈す

る土坑 (ASK‐ 6・ 11・ CSK-7)が ある。円形～楕円形を呈する土坑は直径 0。 9～ 1,8m、 深さは0.3

～0.6m、 長楕円形を呈する土坑は長軸1.1～2.lm、 深さ0.3～0.5m、 方形を呈する土坑は直径 1.1

～1.3m、 深さ0。 3～0.6mを はかる。

,大溝 (弥生時代後期～古墳時代前期初頭)第 10～ 13・ 22図 弥生時代後期から古墳時代前期初

頭頃 (庄内式併行期)を主体とする第 2遺構面では、Aト レンチからL字に屈曲する大溝 (ASD
-8)が検出されている。南】ヒ方向にのび、南側で東へ屈曲し、平成18年度調査(HN06-2)で 検出さ

れたSD-1と繋がるものと予想される。そのSD… 1は弥生時代後期～古墳時代前期初頭頃の遺物を

大量に含み、破鏡 (漢鏡)が出上しており、幅4。3～ 4.8m、 深さ1.3～ 1.45m、 底面の標高T.P.5。 1

mをはかる。今回の調査で検出された大溝 (ASD-8)の 規模は長さ南北26m以上、東西14m以上、

幅4.5～ 5.5m、 深さ1.5～ 1.7m、 底面の標高T.P,5。 65mをはかる。この大溝 (ASD-8)は Aト レン

チにのみ検出されることから、B・ Dト レンチの問を通って、北側に続くものと思われる。主軸

は南北方向がNll° E、 東西方向がN72° Wをはかる。断面形は逆台形・U字形、底面はほぼ平ら

で壁はやや急傾斜を呈する。埋土はA～ O層の15層に大別され、27層 に細分される。A層は灰

黄褐色土ににぶい黄褐色シル トを含む。B層は灰黄褐色土に多量の褐灰色砂壌土 (粗砂)を含む。

C層は灰黄褐色土に多量の明緑灰色シル トを含む。D層は4層に細分され、灰黄褐色砂壊土に明

緑灰色シル トを含む。E層は2層に細分され、灰黄褐色砂壌上に多量の明オリーブ灰色シル トを

含む。F層は3層に細分され、明オリーブ灰色シル トに褐灰色シル トを含む。G層は層状の黒色

粘上に灰黄褐色砂壊土や木片を含む。H層は2層に細分され、層状の灰黄褐色砂壊土 (粗砂)に

明オリーブ灰色シル トや木片を含み、酸化鉄の沈殿がみられる。 I層は3層に細分され、黒褐色

粘土を主体とし褐色土や層状の明青灰色シル トを含む。 J層 も3層に細分され、灰白色砂壌土

(粗砂)に層状の灰黄褐色シル トや木片、腐葉を多量に含み、酸化鉄の沈殿がみられる。K層は

黒色粘土に明オリーブ灰色シル トと多量の木片を含む。L層は北側斜面にのみみられ、黒色粘土

に明オリーブ灰色シル トを含む。M層は2層に細分され、灰黄褐色シル トに黒色粘土ブロックや

明青灰色シル トを含む。N層は灰白色粘上に黒色粘土を少し含む。 O層は壁崩落につながる浸食
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BSD‐7遺物出土状況図



作用で、地山の黄橙色粘土に灰白色粘土や黒色粘上が亀裂から入り込み剥離した層である。重複

関係は弥生時代中期の方形周溝墓群 (ASZ-1～ 4・ 7・ 8)を壊し、古墳時代後期の溝 (ASD-14)

や中世の溝 (ASD-4)等 に切られている。出土遺物は調査面積の大きなウェイトを占める割には

少量で、今回出土した総土器量の1,7%に過ぎず休生時代後期～古墳時代前期初頭頃の上器を中

心に出土している。その内容は壷・甕 。高邦・鉢・器台・ミニチュアや土師器小型丸底壷・器台

などである。方形周溝墓群を壊していることから若干、弥生時代中期の上器も混じる。土器の器

種組成は計167点中、壷73点 (44%)。 甕53点 (32%)。 高不18点 (11%)・ 鉢11点 (7%)・ 蓋 9

点 (5%)・ 器台 2点 (1%)他 1点となっている。
以上のことから、大溝の埋土に多量に含まれる粗砂・酸化鉄の沈殿・木片・落ち葉や出土遺物

の少なさ、大溝の平面形 (壁の崩落箇所の多さ)等から推察すると、水流があったことがうかが

える。このことから、前述したSD‐ 1と 同一であると考えると、底面の標高はSD-1が0,5mほ ど

低いことから北から南へ流れ屈曲して東方向へと流れていたことが想定される。

まとめ (第 10・ 34図)今 回の調査では弥生時代前期末～中期にかけての環濠が 4条確認され、
その外側 (西側)に方形周溝墓を中心とした墓域が広がっていることがあらためて確認された。こ

れまでの調査において、弥生時代前期～中期の環濠は 6～ 11本程確認されているが、今回の調

査によって東奈良遺跡の弥生時代環濠集落の規模と集落周辺の様相が一段と鮮明になりつつある。

さらに、のちの時代に続いて弥生時代後期から古墳時代前期初頭にかけての東奈良一帯の様相も

徐々にではあるが、近年の調査結果から明らかになりつつある。付け加えると、このあとに報告

する東奈良遺跡 (HN07-1～3)の調査、特にHN07-1の調査は今回の調査区の西隣に位置し、弥

生時代中期の方形周溝墓と土鉱墓、環濠が1条検出されている。この環濠が存在することは集落

規模の拡大という大きな意味をもつものである。

今回検出された4条の環濠の開削時期は内側の 2本の溝 (BSD-7・ 8。 CSD-4・ 5)が弥生時代

前期後半～末頃にはじまり、少し遅れて外側 2条 (BSD-4・ 6。 CSD-7)は弥生時代中期前葉に

は開削されるが、内側 (東側)2条の環濠と比較すると環濠外側に位置するこれらの環濠は幅や深

さといった規模の点から一回り小規模である。そして、弥生時代中期後葉に4条の環濠は改修さ

れていることから、少なくとも弥生時代中期前葉にはこの辺りまで集落が展開し、その外側に計

画的に墓域を配置している。

環濠集落の規模は弥生時代前期では、最内の2条の環濠内径が90m前後、環濠外側では120m

前後になる。前期後葉には、この環濠から30～50m広がって内径が210～ 230m、 外径で240～

250mの範囲になる。さらに、中期前葉には環濠が外側に2～3条掘削され拡大し、内径が300～

340m、 外径が310?～360mの範囲になる。中期後葉段階ではこれら環濠の改修が多々見られる

ことから、東奈良遺跡の集落規模の拡大は弥生時代中期前葉段階以降には一段落しおおよそ固定

化されていたものと思われる。しかしながら、時代の移ろいとともに東奈良の一帯がどのように

変遷していくのか、まだ不明な点が多いことも確かである。今一度、既往調査との照合・再検討

によって検証する必要があろう。

今回の調査では貴重な成果がみられたが、秀生時代から古墳時代、古代という社会をとおして、

歴史上この東奈良という地域がどのような地域であったか、あきらかにしていきたい。
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遺構 % 重量(KD

ASD-8 1.7% 41.2

BSD-4 3.80/0 94.6

BSD-6(=CSD-7) 2.3% 56.2

BSD-7(=CSD-4) 25,0% 624.2

BSD-8(=CSD-5) 13.80/0 344

BSK-8 4.8% 120.4

BSX-2 13.4% 335.1

包含層 24.80/0 617.8

その他 10.4% 259.8

合計 2493.3

土器量

BSD-7(=CSD―

4)

BSD-8(=CSD―

5)
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図

版

番

号

実

測

番

号

番

号

遺

構
慶   位 種類 器  種

法  量 調 整 色  調

時期 備 考

口径
器高

内  面 外   面 肉面 外面

1

咄

０５
(トレンチ・カメ棺

生

器

弥

土
広口壺 415 F、 ヘラミカ'キ 本上 :扇状文・櫛描波状文、日

下:ヘラミカ・キ
灰白 灰 自 O O 3～ 3nmの 黒褐灰色自色砂粒含

2
婚 [
トレンチ・上層・砂層

生

尋

祢

土 襲的魏
"ナ

,・・輪積痕 灰黄褐 灰黄褐 0 1 3～ 5mの 自黒砂粒多

3
咄

０８
(トレンチ・下層

生

器

弥

土
広口壺

疇
対
″
中赤橙々雌

O 5 Ⅱ
,3～ 4mの黒白色砂粒含、表面庫耗すすむ、内外赤彩
けレ礫

4
硼

０８
トヽレンチ・下層・粗砂層

生

需

弥

土
広口壷 扇状文・ヨコ抒

・
口唇 :凹線 X(4祭 ,十 円 r77月
文 (16ョ )、 日緑 :凹 線文、へ, 灰 自 灰 白 O 5 W

,3～ lmnの褐灰色砂粒少含、口緑端部周囲にゆ 9nHの P
杉浮文が 16個貼付か ?

7 5
GD Aトレンチ・中～下層 (舅
西ライン)

生

需

弥

上
広口壺 ラヽミカ・キ

ヨ唇 :凹 線文 (3条 )・ 円形掲
丈 (2個 対 )、 頸 :凹 線 文 |
者)・ 綺描波状文 (2段 )

灰 自 灰 白 0 W-2
,3～ 151mの黒色砂粒含、日緑端部に円形貼付浮文 2
巴凹線 3条、反り返つた口緑にゆ2m穿孔 2個組

6
帆

０８

Aトレンチ・中～下層(舅
西ライン)

生

磐

弥

土
広口垂 則目文・片

・ ヨ唇 :山線文 (4条 )・ 円形淵
文、口緑 :廉状文・凹線文

灰 白 灰自 O V
)3～ 3mの 自褐灰色砂粒多、クサレ礫、ゆ 9nmの 貼付円1
子文、日緑周囲 8ヶ 施されるか ?

7
ASD
トヽレンチ・上層・砂層

生

需

弥

土
広口壺

ヨ唇 :円 形浮文、顕 :′ ltメ→

i・ 、凹線文
にぶい
褐
にぷい
褐
O V 3～ 51mの 白褐灰色砂粒多含、クサレ礫含

8 トヽレンチ・下層
生

報

弥

土
広口壺 口唇 :竹管文・貯メ→ヨコ抒

・ 「こぷい
褐
にぷい
褐
O Ⅵ

D3～ 2mnの 自色砂粒多合、日緑端部に竹管文か?舛レ礫B
り

9

ＡＳａ

０８

Aトレンチ・中～下層 (東
西ライン)

弥生

土器
広口壺 |コナ,・ ? 日コ抒・ ? 灰黄褐 灰黄褐 O 5 V-3 3～ 2nmの 自色砂粒多合

9
ASE Aトレンチ・中～下層 (東
西ライン)

生

器

弥

土
広口壷 けメ サメ→ヨヨ持・ 灰自 灰 白 O 5 Ⅱ～Ⅲ 3～ 2mの黒自色砂粒含

11
ASE Aトレンチ・ (南北ラインの
南側 )

生

器

弥

土

広口重
(生駒
西題産 )

|コ
j7・ 褐灰 褐灰 O 5 ～V0 3～ 3画 の黒白色砂粒多含

8 12
湖

０８

Aトレンチ・ (南北ラインの
南側 )

生

器

弥

土
広口壺 17 ラヽミカ

°
キ→ヨサテ' 刻目・ヨコナデ 灰 白 灰 白 C 5 Ⅱ～Ⅱ 3～ inmの黒白色砂粒合

6
ASE Aトレ汗 。(南北ラインα

南側 )

生

器

弥

土
広口壺 171 ケヽメー→ヨョナ手・ 口唇 :刻日文、頸 :府メ→ヨヨ抒

・ にぶい
吏橙 報離

5 ■～亜 3～ れmの黒自色砂粒

Aトレン子・中～下層(雰
Eヨライン)

生

器

弥

土
広日壺 lTメ→ヨJデ サメ→ヨコ抒・ 明褐厭 明褐灰 V～Ⅵ 3～ 0師 の黒白色砂粒含

17 15
Ы

０８

!トレ汗・中～下層 (東
巨ライン)

生

器

弥

土
広口壺 ラヽミがキ→ヨコ青・ 口唇 :刻目文・ H4ナテ・ 灰黄 灰黄 M-2 3～ 31mの 自色砂粒多含

トレンチ・下層
生

器

弥

土
広口壺
有段口緑 :

40 Iヨナデ 沈線・ヨコ抒
・

灰 自 灰 白 WI 3～ 4mnの 灰褐色白色砂粒含

17 トレンチ 上層・砂厄 生
器

弥

土
広口霊 凹線文・マメリ 橙 橙 5 V? 3～ lnH、 表薗摩耗すすむ

酎

０８

!トレンチ・ (南北ライン

'萄側 )

生

器

弥

土
甕

口 :ヨヨナテ・、

体 :"ナテ・
,,キ→ヨヨデ 灰 白 灰 白 O VI-1 3～ 3Hmの褐灰色自色晴赤褐色砂粒合

lSI 生

器

弥

土
甕 サメ→ヨコ抒・ lTメ→ヨコ汗・ 黒 黒 5 Ⅵ → 3～ lmIの 自色砂粒含

lSE
トレ汗・上層・砂層

生

器

弥

土
重 不明 凹線文・貼付突帯・刻目文 灰白 灰 白 O 5 Ⅲ～V 5～ 4nmの 自色砂粒少含

21
Ы

０８
トヽレ汗・中～下層 (舞
雪ライン)

生

器

弥

土
霊 サメ→ヨコ青・ サメ→ヨコ抒・ 灰 白 灰 自 O Ⅱ～V-1 3～ 05mの 自褐灰色砂粒

5
lS[

08
トレ冴・上層・砂厄

生

器

弥

土
器台 14と

ラミカ
・
キ、楕円孔

"ミ

カ
°
キ、円孔5コ 灰 白 灰 白 O V 3～ 2mの 自黒色砂粒含

トレンチ・東部
生

器

弥

土
鉢 (台付 )

凹線・櫛描波状文・直線文・

扇状文
灰 自 灰 白 O S Ⅲ―V 5～ 3nmの黒自灰色砂粒多含

3
Ы

０８

(トレチ・中～下層 (
雪ライン)

生

需

弥

土
器台 IT・ ・へうミ′キ 灰 自 灰 自

下田 I、

Ⅵ

05～ lmnの 自色砂粒多含、脚裾部に 2対の穿孔あり (
7m推定 )

2
!トレンチ・中～下層 (耳
ロライン)

生

器

弥

土
W→ヘラミカ・キ→lT・ 灰 白 灰 白

下田Ⅲ、

Ⅵ
3～ lmnの黒白色砂粒含、ほぼ丸底

I

襦 I (トレンチ・中～下層 (身
騒ライン)

生

器

弥

土
弥生形甕 庁

・ 味力・キ→抒・ 灰 自 灰 自
Ftt H^

匡X、 V
3～ 2mnの 黒白色砂粒含

10

'ト

レンチ第 2面・南曇
塁土

生

器

弥

土
蓋 灰 自 灰 自 V?

1対か?)φ 4m

3St 〕トレンチ第 2面・南E
里土

生

器

弥

土
鉢 巧ミカ・キ? 町線文 灰 白 灰 白 W

01～ 0 5mnの 灰褐色砂粒合、口緑付近に 2個 1組の穿】
あり0 4 5mn

XV層・褐色～暗荘
生

器

弥

土
水恵 生駒
西産産 ?)

ラミカ・キ・ヨコlT・ ラヽミカ
。
キ? リーフ・月 リーフ・環 Ⅲ ? 3～ lmnの 自色砂粒含

04
トレ

"第
2面

生

器

弥

土
水差 ・輪積痕 サメ・櫛描波状文 灰 白 灰 自 5 ～Ⅲ― 3～ 2Hmの 自灰褐色砂粒含

04
〕トレ万第 2面・下用

生

器

弥

上
広口壺 141 |ケメ 灰自 灰 白 0 3～ lHmの 白色砂粒、5Hm程度の小石も含

剥

∝

)トレンチ第 2面・南璽
璽土

生

器

弥

土
広口壺 けメ→ヨコ抒・ 灰自 灰 白 0 W-1 3～ ねmの 自黒砂粒合

04

Bトレンチ第 2面・南璽
埋土

生

器

弥

土
広口壺 5 ウメ 灰白 灰 自 0 5 W-1 )3～ 31mの 自灰褐色砂粒含

17
04
トレンチ第 2面・下周

生

器

弥

土
広口壺 灰自 灰 白 Э 5 W )3～ 31m、 5～ 6mnの 自色砂粒多含

11
対

０４
トレ汗第 2面・下層

生

器

弥

土 広口壺 11 灰 自 灰 自 0 3～ 4画 の自戻褐色砂粒含、表画摩耗著しい

9
期

０４
'ト

レンチ第 2面・下層
弥

土 広口壺 巧 灰 白 灰 白 0 W )3～ 31mの 自黒灰褐色砂粒含

8
対

０４

〕トレ汗第 2面・中
吾・階褐色土

生

器

弥

土
広口壺 I リツ・扇状文 灰 白 灰 白 0 5 W

03～ 51mの 自灰褐色砂粒含、表面の摩耗が進み定かで
はないが口緑の反り上側に列点文が施されている様子
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4
04
〕トレンチ第2面・下層

生

器

弥

土
広口壺 6

“

描波状文・ヨコ抒・ 明褐灰 明褐灰 ○ 0 5 W 3～ れmの灰褐色砂粒多含

剥

餌

〕トレ冴南側浦・埋土
κV層・褐色～暗

生

器

弥

土
広口壷

u線文 (3条 )・ 櫛摘状文、直線
電

灰白 灰 白 O 0 W 3～ 2mの黒白砂粒含

40
04
〕トレ冴第 2面・下層

生

需

弥

土
広口壷 14 マメリ・赤彩 ? げツ・赤彩 ? 灰 自 灰 自 0 5 W-1 3～ 4nnの 自灰褐色砂粒含

5
Bトレ冴・上居・暗褐

色土

弥

土
広口壺 ヨコ抒・ ヨ唇 :凹線文 (4条 )・ マメツ 灰 自 灰 白 0 V 3～ 21mの 灰褐色砂粒含、クサレ礫あり、中心部は黒色層

6
対

０４

Bトレ汗・下層・晴褐

色土

弥生

土需
広口壺 I 口唇 :凹線文 (3条 )・ マメツ 灰 自 灰自 ○ 5 V 3～ 2画 の黒自色砂粒合

〕トレ汗第 2面・中
唇 ,晴褐色土

生

器

弥

土
広口壺 4 Щ線文 (2条)+芍ミカ・キ 灰 自 灰自 O W 3～ lmnの黒自砂粒含

トレ汗第 2面・下層
生

報

弥

土
広口壺 1

口唇 :四線文 (3条 )、 顕 :櫛拍

直線文
灰 自 灰白 0 1 V-1・ 2 3～ 衝画 の自灰褐色砂粒多含

7 トレ万第 2面・下層
生

器

弥

土
広口壺 げツ・櫛描波状文

ヨ唇 :回線女 (5条 )・床状文 ?
¬形澤文、頸 :ヨコ抒

・・マメツ・
灰自～

橙

灰白～

橙
O I Ⅳ

寸円形浮文あり (残存 1コ )

2
|トレ万第 2面・中
巨・晴褐色土

生

鶏

弥

土
広口壺

口唇 :

文

凹線文 (4条 )・櫛描平行
灰白 灰 自 O V-1・ 3～ 51mの 自色、灰褐色、黒色砂粒多含、クサレ礫あり

04
トレンチ第2画・下層

生

器
広口壺 げツ・扇状文

翔

唇

↓

口

文
凹線文 (4条 )・ 円形浮

灰白 灰 自 0 V-2
)3～ 2wnの 黒白色砂粒含、口緑端面に貼付円形浮文円
司上に 16ヶ ?φ 8nm前後

トレンチ第 2面・下層
生

器

弥

土
短顕壺 32 8

口縁郡 :円 形群文・凹線文 (3
条)・櫛描直線文・凹線文 (3条 )
は :紺合輸措支 (平・滞・平・推

灰 自 灰 自 O Ⅳ
04 D円形浮文口径周囲に 5ヶ施文

3 トレ冴第 2面・下層
生

器
広口壺 マメツ・貼付突帯状・押庄刻目 灰 白 灰 自 C Wセ 5～ lmの自色砂粒含、4Hm程 度の砂粒少含

トレ牙第 2面・下層
生

器

弥

土
g段口緑ヨ 」線文 (3条 )・ サヽケメ・貼付突帯

橙～灰

自

橙～顔

白
Ⅳ 3～ 5mnの 自色、褐灰色,サレ礫含

トレ芳第 2面
生

器

弥

土
壺 |ヨナテ・・マメツ サメ→ヨコ汗・ 灰 自 灰 自 5 W-1 2～ lmnの 自色砂粒、クサレ礫少含

トレ矛第 2面・下層
生

器

弥

土
義 ラヽサ;・ ? サメ→ヨコ青・

灰自～

黒褐

灰自～

黒褐
5 V-1 3～ 0 5nm

トレ万第 2面・下層
生

器

弥

土
甕 ラヽミカ

°
キ?→ヨヨナデ

にぷい

黄橙

にぷい

黄橙
V 5～ 2mnの 自色砂粒合、日唇～体上媒付着

トレシ,第 2面・下層
生

器

弥

土
菱 i・・ヨヨナデ ラヽミカ・キ→ヨサデ 灰 自 灰白 ～ Ⅳ

― ,3mnの 自黒褐色砂粒含密

|トレンテ 上層・暗褐
二土

弥生

土器
甕 17 1 ヨヨ抒・→へ)デ サメ→ヨコ抒・ 灰 自 灰 自 Ⅳ 3～ 2mnの 自灰褐色砂粒含、外面媒付着

トレ冴第 2面・下層
生

器

弥

土
壷

Iコ片・‐fサメ(ヘラナ
:・

?)
ラミカ・キ?→ヨヨlT' 灰 自 灰自 V-1 2～ 0 5mnの 灰褐色砂粒含

04
トレンチ第 2面・下層

生

器

弥

土
奎 ラヽミカ

°
キ?→ヨコナテ・? 灰 自 灰 自 Ⅲ～V 3～ 2mnの 自灰褐色砂粒含、くの字甕

畑

餌
トレン予第 2面・下層

生

器

弥

土
甕 ]コ抒

・・ヘライ ヨヨナ手・・マメッ 灰自 灰 自 5 V-1 3～ lmHの 自灰褐色砂粒含、一部媒付着

劇

〕4
トレ冴第 2画・下層

生

器

弥

土
壷 tTメ→ヨコ抒

‐
ラヽミカ
°
■→ヨコtT` 灰自 灰 白 W 3～ 21mの 自灰褐色砂粒含

|トレ汗第 2面・南壁
里土

生

器

弥

土
重 lTメ→ョコTT・ 灰 自 灰 自 W 5～ 2mHの 自戻褐色砂粒含

40
創
トレ汗第 2面・下層

生

器

弥

土
墾 サメ→ヨコ抒・ ,メ→ヨコ抒・ W-1

�

０４
トレ冴第 2面

生

器

弥

土
重 ウメ→ヨコlTマ lTメ→ヨコ抒・ 灰自 灰 自 O W-1 5～ 1 5Hmの 自灰褐色砂粒合

トレ汗第 2面・下層
弥生

土器
菫 37 ( サメ→ヨコ抒・ サメ→ヨコIT' 灰 白 灰 自 O W-1 5～ 2mnの 自戻褐色砂粒含

トレ

"第
2面・下膳

生

器

弥

土
高第 ラヽミカ・| ヘラミカ・キ 灰 自 灰 自 Ⅳ セ 3～ lnnの 自褐色砂粒含

期

∝
トレ冴第 2面

生

器

弥

土
高杯 ラヽミカ・キ 凹線文・マメツ 灰 白 灰 白 0 W 3～ 2回 の黒自色砂粒含

24
04

3トレ冴第 2面・南壁
埋上

生

器

弥

土

高杯 (脚

部 )
ラヽケス・リ 灰 白 灰 自 O W 3～ lmnの黒白砂粒含

04
'ト

レンチ第 2面・下層
生

器

弥

土
器台 凹線文 (9条 )、 下端 :ヨヨヘラミカ・ 1 灰 自 灰 自 O V2・ 3

)3～ lmの白灰褐色砂粒含、2～ 5mIの黒褐色小石、
,2cm?の 円孔裾部周囲に 6～ 7個 (推定)あり

04
トレ

"第
2面・下層

生

器

弥

土
鉢 26 8 52 ラヽウス・リ 四線文

灰自～

橙

灰自～

構
0 5 V 3～ lmnの黒自色砂粒含

Dトレ

"第
2面・南壁

埋土

生

器

弥

土
鉢 ラヽミカ・キ?

廉状文+凹線文+櫛描波状文十
平行女十凹線文 (3条 )

黒 灰 自 5 V2 3～ 2mnの 白灰褐色砂粒含

'ト

レ矛第 2面・下層
生

器

弥

土

無頸壺 or

鉢

凹線文 (3条 )・ 複合櫛描文 (波・

平・波)凹線文 (1条 )
灰 白 灰 自 Ⅳ 3～ lmnの灰褐色褐色白色砂粒含

'ト

レ汗・上層・晴褐

ヨ土

生

器

弥

土
台形上器 17 サメ→ヨコ抒・ 灰 自 灰 自 O 不明 表面 :オ リーブ黒色

'ト

レ万第 2面・中

臀・晴褐色上

生

器

弥

土
台形土器

灰白～

赤橙

灰白～

赤橙
O 不明 3～ 5mIの 自褐色砂粒多

7

'ト

レガ第2面
生

器

弥

土

ムロ壺 (J

駒西題産)
47 コハケ→ヨコ抒・ ′ltメ→ヨコlT・ 灰 白 灰 自 O Ц 3～ lmの黒自色砂粒含

'ト

レ汗第2面・7t・
生

器

弥

土
広口重

口緑部 :櫛描波

状文、′ヽケメ

口唇部 :凹線文、頸～体上 :

複合櫛描文 (直+波+直 )
灰 自 灰 自 O Ⅳ 3～ 臼画 の自色砂粒含

6

'ト

レ矛第 2面
生

器

弥

土
広 口亜 マメツ、日唇 :廉状文 灰黄橿 灰黄悟 0 Ⅱ

臆著しく調整不明

'ト

レ汗第 2面・7t'
生

器

弥

土
霊 47 ケヽメーHHナテ・ 灰 白 灰 白 0 Ш～W )3mの 自色砂粒少含

〕トレ汗第2面・7t・
生

器

弥

上
甕 ,,キ ? 灰 自 灰 白 O V～Ч? 3～ 15mの 白褐灰色砂粒含、表面摩耗著しい

-56-



8 智仁トレンチ第2面
生

器

弥

土
甕 ラミカ・キ→ヨコ抒・ H抒 ' 灰 白 灰 自 5 皿 ～ Ⅳ 1～ lnnの褐灰色砂粒多含

刺
判
θトレンチ・包含層・

黒色土・XV層

生

器

弥

上
菫 |コ′サ・(マメツ) サメ→ヨ膏抒・? 灰 自 灰 自 5 Ⅱ 5～ 21mの褐灰色自包砂粒多含

5 瑚
０６
トレンチ第 2面

生

器

弥

土
壷 サメ→ヨコ抒・ 灰 白 灰自

M～
庄肉式

3～ llmの 白色砂粒含、非常に薄手

9
勘

０６
トレンチ第 2面

生

器

弥

土
甕 ヨコサ予・ (マメツ) 灰 自 灰自 5 Ⅱ !m程度の褐灰色砂粒子ャート合

剌

０６
トレンチ第 2面・ 7t'

生

器

弥

土
奎 Iコナテ

°
(マメッ) サメ→ヨコ抒・ 灰白 灰 白 W I～ llmの黒褐灰色砂粒多含

釉

０６
トレンチ第 2面

生

器

弥

土
重 ヨコナ;・・,,キ 灰 自 灰 自 0 lll～W 1～ 2mの 自黒色砂粒含

24 3
瑚

０６
トレンチ第 2面・ 7ど

生

需

弥

土
高杯 ラミカ・キ 凹線文 (5条 )・

"ミ

カ・キ 灰 自 灰 自 0 5 Vl 3～ llmの 自黒赤褐色砂粒

2

３ＳＤ

０６ トレンチ第 2面
生

需

弥

土
高雰 !ヒ

・ナテ・ サメ→巧ミカ4 灰 白 灰 自 Э 皿 ? 5～ 1 5mnの黒自色砂粒含、壁中心橙色

1

瑚

ＯＧ
トレ牙第 2面・アセ・

生

器

弥

土
鉢 1 ラヽミカ

°
キ ラヽ椋判・ヘラミカ

・
キ→ヨコ抒
・

灰 自 灰 白 Э Ⅲ
-1 5～ 21mの 自黒褐色砂粒含

勘

０７

Bトレガ・ 中層・褐

灰色砂層

生

需

弥

土
短顕壺 IT・

凹線文 4条・ヘラ圧痕平行文
ケメ

灰 自 灰 自 Э W-3 4 )5mの黒色砂粒

1
剌
０７
Bトレンチ・第 3面 ア
ゼ

生

零

弥

土
長顕壷

(or水差 )
18^ ヨコ抒・・ユヒ・F

回線文+く し楢波状文 +羽状
文十くし描平行文 +扇市文+
凹繰文

灰自 灰 白 ③ W-2  3 5mnの 自黒色砂粒含

24 2 瑚
０７
Bトレンチ・中層・褐

灰色粗砂層

生

器

弥

土
長頸垂

(or水差 )
116 ヨヨ汚・、汗・ ケヽメ→櫛描平行文 5段 褐灰 灰 白 0 W-2  3 5～ lmの自黒色砂粒含

ＢＳＤ

０７ 上層・黒褐色土
生

器

弥

上
長顕壺 うミカ

°
キ

口唇 :刻 目、日緑 :貼付突帯
+刻 日、ヨヨ抒・、櫛描直線文

褐灰 褐灰 0 5 Ш 3～ lmの自色砂粒含

6
劇

判

Bトレンテ・上層・黒

褐色土

生

器

弥

土 長頸壺 口 :イサメ :′ ケヽメ 灰 白 灰 自 0 5～ lmnの 自黒色砂粒、,サレ礫含、中部 :赤褐色

勒

０７

Bトレンチ第 2面・下
層 褐灰色粗砂層

生

器

弥

土
水差 117

けメ→ヨコ持・、貼付突帯+刻 目
にの 2段

灰自 灰 白 0 5 Ⅱ～Ⅱ 3～ llmの黒自色砂粒含

3
削

０７
トレンチ・第 2面

生

器

弥

土
水差 し 6～

“

描波状文4段 灰 自 灰 自 O 5 コ 5～ lmnの黒色砂粒多

94
倒

判

Bトレンチ・下層・褐

灰色砂層

生

器

弥

土
藍 11 けメ→■ミカ'キ 浅黄橙 曳黄椙 O 0 Ⅱ～Ⅲ ? 3～ 2nmの 黒褐色砂粒含

冊

０７
トレンチ第 3面・ 7t・

生

器

弥

上
蓋 灰自 灰 白 O O Ⅱ～皿 3～ llmの 自暗褐色砂粒含。つまみ部径 :1 6cm

捌

判

Bトレンチ・上層・黒

褐色土

生

器

弥

土
無顕壷 or

鉢
7 ウメ→ヨサテ' ∝合櫛描文 灰自 灰 白 O O 5 Ⅲ～W 3～ 2画 の黒自色砂粒合

瑚

０７
トレンチ第 3面

弥生

土器

無頚壷 or

鉢
けメ→ヨコ抒・

叫点文・凹線文 (6条 )・ 榊描

自線文・格子状文
灰 自 灰 自 O O 5 W ,3～ 1画 の黒自色砂粒含

生

器

弥

土 広口壺
旧抒・、櫛描扇状

電

ヨ緑 :櫛描波状文 顕 :′ウメー
Iヨナ手・

灰 白 灰 自 O O
Ⅲ-2～

W-1

,3～ 05mの自 黒色砂粒含、日緑部に穿孔2ヶ残存
H通乳 2ヶ 所 4対

〕トレンチ・下層・黒

色粘土

生

器

弥

土
広口壷

けメ→ヨコ抒
・
、櫛

歯扇状文

コ唇 :櫛描波状文、顕 :幅広′

げ→ヨコ抒・
灰 自 灰 白 0 5 Ⅱ～Ⅲ 3～ 2nmの 自黒色砂粒含。外面のみ朱彩 (へ

・ンカ・ラ)

規

０７ 'ト

レンチ・中層・褐

二粗砂層

弥生

土器
広口壺 けメ→へ)ギ

ヨ唇 :刻 目、口緑 :櫛描平行
定 (4段 )、 へうミカ'キ→ヨコ抒 '

灰 自 灰 自 ○
Ⅱ→ ～
Ⅱ-1
Ⅲ3～ 1画 の黒自色砂粒含

24
規

０７
トレンチ・下層

生

器

弥

土
広口壺

旧片・→櫛描波状
に

ヨ唇 :櫛描波状文 顕 :ハケメー
旧抒・、櫛描平行文

灰 自 灰白 O 5 5～ lmnの 白色砂粒合

“

層・褐色粗砂層
生

器

弥

土
広口壷 7 ウメ→櫛描 ltメ→ヨコ片・ 灰 自 灰 白 0 5

エセ ～

Hl 3～ llmの黒色砂粒含

�

０７ 'ト

レンチ・中層 褐色

阻砂層

生

器

弥

土
広口壷 Ivナ声

うミカ'キ→ヨコ抒・・

"描
沈線文 2

寝
灰 白 灰自 O I-3 4 3～ 2mの黒色砂粒多合

7
対

０７ 'ト

レンチ・中層・褐

天色粗砂層

生

器

弥

土 広日重 8～ けメ→ヨコ抒` ケヽメ→ヨコナ〒・ 浅黄橙 浅資橙 C Ⅱ～亜― 3～ lHmの黒色砂粒

瑚

０７ 'ト

レガ・第 3面 ア
ビ

生

器

弥

土
広口壷 ]コ抒

・ サメ→ヨョ抒・ 灰 自 灰白 C 3～ 051mの黒色砂粒含

剥

０７

Bトレンチ・中層・褐

色砂層

生

器

弥

土
広回壺 ケヽメ→ヨコlT・ 、顕 :櫛描平行文 灰 自 灰自 3～ 2mnの 黒自戻褐色砂粒含

３Ｓ‐

０７
'ト

レンチ・上層 褐灰

巨粗砂層

生

器

弥

土
広日壺

“

描扇状文→ヨヨナ口唇 :櫛描波状文 顕 :′サメ→
ヨヨナド、櫛描平行文

にぷい

黄橙

にぶい

黄橙
5 Ⅲ 3～ lmnの 自 黒色砂粒合

報

０７

Bトレンチ・中層・褐

灰色粗砂層

生

器

弥

土
広口壷 明→ヨコナデ llメ、櫛描波状文 灰 自 灰 自 5 3～ lmの自 黒色砂粒含

24
湖

０７ 中層 褐灰色粗砂層
生

器

弥

土
広口壺

ヨ緑 :ヘラ抒
・→ヨコ

ギ ?体 :抒・
口唇 :刻 目 頸 :Jltメ→ヨョナデ
体 :ヘラミカ
・
キ

灰 白 灰 自 Ⅱ-1 3～ lmの自 黒色砂粒含

３Ｓ‐

０７

“

層褐色砂層
生

器

弥

土
広口壺 可片

・
ウメ 灰 自 灰 自 V-1 5～ lnnの 自 褐色砂粒合

9 1

剥

０７
トレ万・中層

生

需

弥

土
広口壺 lty→ヨコ抒・ 灰 自 灰 自 Ⅱ-2 )3vnの黒色砂粒小含

11 i′

対

０７

トレンチ・第 3面 ア
ビ

生

需

弥

土
広日壷

口 :ヨコ抒・ 体 :

けメ→ユヒ・ナ,'
口 :ヨコ抒
・ 体 :ヘラミカ・キ? 黄灰 黄灰 H 3 5～ 2mnの 自色砂粒含

1(

湘

０７

|トレンチ・上層 黒褐

ヨ土

生

需

弥

土
広目歪 ラミカ・キ→ヨコ抒: 黒 浅黄橙 5 ■～皿 5～ 2nnの 自色砂粒合

1を

３Ｓ‐

０７

|トレンチ・中層・褐灰

ヨ粗砂層

生

器

弥

土
広口壷 衛描波状文、抒 '

コ唇 :刺突文 頸～体上 :′サメ
→櫛描波状文。平行文

灰 白 灰 自 H-1 5～ 2mnの 自色砂粒含

1(
トレンチ・第 3面・ア
ビ

生

器

弥

土
広日壺

コ唇 :櫛描波状文 頸 :櫛描

「
行文←ヨヨ抒・

灰 自 灰白 S-7 亜 2～ 0 5nm

17
悶

０７ ,層
・褐色粗砂層

生

器

弥

土
広口壷 ラミカ・キ 灰自 灰 白 7 Ⅱ 3～ lHmの黒色砂粒含

40 11
瑚

０７

|トレンチ・上層・黒

目色土

生

器

弥

土
広口壺 18

(マメツ)
iマメツ)、 口唇 :柄描波状文・

η形浮文
灰 自 灰 白 5-7 W-1 5～ れmの黒自色砂粒多
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Bトレンチ・中層・褐

色砂層

弥

土 広口壺 17 ITメ ヨ唇 日緑部 櫛描波状文 5 Ⅱ～亜

1

瑚

０７

Bトレンチ・中層 褐灰

色粗砂層

生

需

弥

土
広口壺 17 へうナデ?

ヨ唇 :波状文 顕 :櫛描平行
丈

灰 自 灰 自 O Ⅱ )3～ lmmの黒 褐灰色砂粒合

27
３Ｓｔ

０８
'ト

レンチ・中層・褐

天色粗砂層

生

需

弥

上
広口壺 17 サメ→ヨョ片・

口唇 :櫛描波状文→刻日、頚
:櫛描平行文

灰 自 灰 白 O I-2 )5～ lnmの 自黒色砂粒含

報

０７
〕トレンチ・下層

弥

土 広口壺 灰 自 灰 自 O
Iセ ～

I11
〕諭 の自黒色砂粒

8
報

０７

Bトレンチ・第 3面 ア
ゼ     ,

生

需

弥

土
広口壺 ′サメ 灰 自 灰 自 ○ 5 Ill )5nmの 黒色砂粒含

対

０７ 中層
・褐色粗砂層

弥

土 広口壺 ヘラミカ・キ
ヨ唇 :凹線文 顕 :ヘラミカ

°
キ→

I抒
・ 灰 白 灰 自 O 5 W )3～ 0 5nmの 黒色砂粒含

報

０７
'ト

レンチ・下層
弥

土 広口壺 研
聘
口

体

ヨ凹線文 体 ムうミカ
°
キ→ヨコ打

罠 :楠描平行文
灰 白 灰 自 O V-2・ 3 〕3nnの 黒自色砂粒含

３Ｓ‐

０７

Bトレンチ・第 1面・下

層包含層

生

需

弥

上
広口壺 I

ヨコlT・ →櫛描波状

文

ヨ唇 :凹線文 (3条 )顕 :ヨコ
灰 自 灰 自 O 5 Ⅳ 〕3～ 0 5nmの 黒色砂粒含

2(

対

０，

Bトレ汗・中層 褐灰

色砂層

弥

土 広口菱 扇状文、ヨコ片・
ヨ唇 :凹線文 (3条 )顕 :′ ケヽ
(→ヨコ抒
・ 灰 白 灰 自 0 5 W-1 )5～ lnmの黒 自色砂粒含

Bトレ汗・中層 褐灰

色粗砂層

弥

土 広口壺 サメ→櫛描波状文
口唇 :凹線文 (3条 )頸 :櫛
描平行文

灰 自 灰 自 O 5 Ⅳ 〕5～ lmnの 自 黒色砂粒含

３Ｓ‐

０７

〕トレン子・中層 福色

阻砂層

生

需

弥

土
広口壺

ヨコ抒 `、 櫛描波状

文

ヨ唇 :四線文 (4条 )顕 :ヨコ
灰 白 灰 白 O 5 W-2 〕3～ 0 5Hmの 黒色砂粒含

21 2(
対

０７

Bトレンチ・中層・褐灰

色粗砂層

弥

上 広口壺 ウメ→ヘラミカ
°
キ ヨ唇 :円浮+凹線 顕 :′サメ 灰 自 灰 自 O V(■ ) )3～ lnmの黒色砂粒合

3(
Bトレンチ・上層 黒褐

色土

生

器

弥

土
広口壺 灰 白 灰 自 O

Ш-2～

(Vl)
〕3～ lmnの 自黒褐色砂粒

剥

０７

Bトレ

"・
中層・褐

灰色粗砂層

生

需

弥

上
広口壺

「 H4Rお翻倒肝 列
点文・ヘラミカ'キ・凹
線 (6条 )引自態敗

ヨ緑 :凹線文・棒状浮文・

"ミドキ→ヨコ汗・
灰 自 灰 白 O W-2

り3～ inmの 黒灰褐色砂粒 多、日縁は屈出 して水平に
開いたのち垂下する、外端面には凹線 6条、11本 1組
の繕状澤文が縮 よれ る

`口

線田爾 5細 か
'】

瑚

０７

Bトレンチ・中層・褐

色砂層

弥

土 守段日緑ヨ 片
・ ラミカ・キ 灰 自 灰 自 O W )3～ lnmの黒・自 褐色砂粒含

“

〕トレ

"第
2面・下

再

生

盤

弥

土
広口壺

扇状列点文・櫛

描波状文・イサメ

」線文 (5～ 6条 )・ ′ヽケメ・ 貼
寸突帯 (帯状 )

灰自～

赤

灰自～

赤
○ V 〕3～ lnmの 自褐色砂粒含

湘

０７ 'ト

レ芳・中層・褐

邑粗砂居

生

懇

弥

上
広日壺

口 :扇状文・ヨサ 口
:凹線文 (6条 )十 円形浮妄
(8個 )、 顕～体上 :貼付突帯
(刻 日 )・
"抒
・・ヨコF

灰 白 灰 自 O W )3～ lmnの黒色砂粒多含

対

０７

)トレ冴・中層 褐色

砂層

弥

土 広口壺 巧 舛ヽ (マメリ)
にぶい

糞橙

f=ぶい

黄橙
O V ll

05～ 3mnの 黒 自色砂粒含、表面著 しく調整不明、生
駒西麓産

31
|トレ矛・上層・黒褐
ヨ土

弥

上 広口壺 ヨコ抒・ ラヽミカ・キ? 灰 白 灰 自 O Ⅲ-1 3～ lnmの灰褐色砂粒

瑚

０７

|トレ汗・中層,褐灰

L砂層

生

器

弥

土
広日壺 ヨコサ;'、  マメ・7 ヨヨlT・ 、マメツ 灰 白 灰 自 O O 亜 ?V )5～ 2mの黒 白色砂粒含、生駒西麓産模造品

3〔

３Ｓ‐

０７

弥

土 広口菱 19 ケヽメ→ヘラミカ・キ lTメ→ヨョ打 灰 自 灰自 O Ⅱ～H )5～ inmの黒色砂粒多

蟹
|トレ矛・中層・褐

ヨ粗砂層

生

謡

弥

土
けメ→ヨコ片・ ヨ :ヨコ抒・ 頚 :′ltメ 灰自 灰 白 O Ⅲ-1 )5～ 3mの黒 白色砂粒

4(

３Ｓ‐

０７

|トレンチ・中層・褐

足色粗砂層

生

器

弥

土 守段
口緑目 ヨコ抒・ ヨ緑 :凹線文 (3条 )ロコ,デ 灰自 灰 白 0 Wヤ 3 )3～ lmの自色砂粒合

３ＳＤ

０７

Bトレンチ・中層・褐

灰色砂層

弥

土
,6 ヨコサ,・ 」線文+円形澤文 灰自 灰 自 0 5 Vセ・3 )3～ 05mの 自色砂粒含

|トレ矛・中層・褐

疋色粗砂層

生

謡

弥

土
甕 肘メ→ヨコ持・ lTメ→ヨコデ 浅黄橙 浅黄橙 0 5 Ⅱ 3～ lnmの 自 黒砂粒

4(
湘

０７ 伸層
・褐色粗砂層

生

選

弥

土
菫 へう抒・、ヨコ片・ ラヽミがキ→ヨコ抒・ 浅黄橙 浅黄橙 0 エ )3～ 05「mの自・黒砂粒含

“

３Ｓ‐

０７ トレンチ・下層
弥

土 甕
巾広の′サメ→

ヨコ抒・
,メ→ヨコ抒

・ にぷい

黄橙

にぶい

黄橙
0 正 -1 )3～ 0 5mHの 自色砂粒少含

瑚

０７
トレ汗・下層

生

瑶

弥

上
霊 サメ→ヨコ持・ Iコ +テ・ 灰自 灰 自 0 5 W )31mの 自色砂粒少、表面すす付着

4(
瑚

０７

|トレ冴・第 3面・ア
ビ

生

需

弥

土 甕 ウメ→ヨコ青・ サメ→ヨコlT・ 褐灰 褐灰 0 Ⅲ～W )3mHの 自色砂粒少含

３Ｓ‐

０７

生

需

弥

土
甕 サメ→ヨコ抒・ ウメ→ヨョ抒

・
灰黄褐 灰黄褐 9 Щ～Ⅳ 5～ 2Hmの 白・褐色砂粒含

対

０７ 中層 褐灰色粗砂層
生

零

弥

上
甕 j・

T・
→ヘラケス・リ けメ→ヨコ抒

.

灰黄 灰黄 Э 5～ lnmの 白色砂粒含、すす付着

4(
対

０７ 申層
・褐色砂層

生

零

弥

土 理 ウメ→ヨコ折 けメ→ヨコ抒・ 灰 自 灰 自 Э E～ W 3～ lnmの黒色砂粒含

〕トレ汗・中層・褐

邑粗砂層

弥

土 霊
サメ→ヨコ抒・、抒・

ラヽミカ・キ?
けメ→ヨコ片・ 灰 自 灰 自 Э 亜 3～ 2nnの 白 黒砂粒含

Bトレンチ・上層・黒

褐色土

生

器

弥

土
甕 ケヽメ→ヨコ抒 ' けメ→ヨョ汗・ 灰 自 灰 白 O V 3～ lmnの黒色砂粒含

珊

０７

Bトレンテ・第 3面 ア
ゼ

生

鮮

弥

土
甕 ヨコナ,・ 、ナテ・ 刑点文 ′Itメ→ヨコ抒

.

男褐灰 明褐灰 W 5～ lmnの黒 白色砂粒合

'ト

レンチ・褐色砂層
弥

土 重 ヨコナ,・ 、ヘラケス・リ けメ→ヨコ, 灰 自 灰 自 5 W 3～ 2mnの 黒 自色砂粒含

対

０７

Bトレンチ・中層 黒褐

色土

弥

土 菫 2 ヨ唇 :刻 目 顕～体 :′ ケヽメ 報
離
にぶい

黄橙
O E 3～ lHmの 自 褐色砂粒含

'ト

レンチ・中層・褐

巨砂層

生

器

弥

土
甕 ウメ→ヨコ抒・ けメ→ヨコ指・ 朝

離
にぶい

責橙
5 璽 5～ 3mnの 自 黒砂粒含

瑚

０７

Bトレンチ・中層・褐

灰色粗砂層

生

器

弥

土 霊 ヨコ抒
・
、抒
・ うミカ・キ→ヨ

"ギ
、刺突?

にぷし
灰黄4E
にぶい

灰黄褐
5 I～ 皿 3～ llmの 自色砂粒

'ト

レン子・中層・褐

天色粗砂層

生

器

弥

土 甕 ケメ→ヨコ抒・ けメ→ヨコ抒・ 灰 自 灰 自 O Ⅱ-2 5～ 2mの黒砂粒含
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哩
生

器

弥

土
菫 17 灰 自 灰 自 5 Ⅲ ? 5～ 2mnの 自 黒 褐色砂粒含

倒
判

Bトレンテ・中層・褐

灰色粗砂層

生

器

弥

土
菫 71 サメ→ヨコ抒・ メ→ヨコ抒・ 灰 白 灰 白 5

Ⅲ-2～

V-2 3～ 0 5mnの 自 黒 褐色砂粒含

瑚

０７

】トレンチ 第 3面 ア
ゼ

弥生

土器
菫 サメ→ヘラミカ

°
キ ,メ→ヨコlT' 灰 白 灰 自 Ⅲ 3～ 2nmの 自黒色砂粒含

)トレンチ・中層・褐

ヨ砂層

生

器

弥

土
壷 ケヽメ→ヨヨIT' ,メ→ヨコ抒・ 灰 自 灰 自 5 W 3～ 1画 の自色砂粒

〕トレ矛・中層・褐

色粗砂層

生

器

弥

土
甕 ,ヽメ→ヨヨT7・ メ→ヨロ指・ 灰 自 灰 自 O 5 W 3～ 0 5nmの 黒色砂粒含

剌

０７

|トレンチ・中層・褐

二粗砂層

生

器

弥

土
甕 サメ→ヨョ抒・ けメ→ヨコ抒・ 灰 白 灰 白 Ⅱ～V 3～ lmの黒白灰褐色砂粒含

,1
Ы

０７

1層・褐灰色粗砂

習

生

器

弥

土
霊 ljメ→ヨコlT・ けメ→ヨコJ・ T' O 5 W 3～ 0 5mnの 黒色砂粒含

Bトレンチ・中層・褐

色粗砂層

生

器

弥

土
菫 ヨコサ巧ド メ→ヨョlT・ 灰 白 灰自 O メヽー2 3～ lnmの 自 灰色砂粒、3～ 5mの 自・灰色小石

創

０７ 1層
・褐灰色砂層

生

器

弥

土
甕 サメ→ヨョlT・ けメ→ヨコ抒・ 灰 自 灰 自 Ⅳ 3～ 05mの 黒褐砂粒多台

対

０７ 'ト

レンチ・中層・褐
ヨ粗砂層

生

器

弥

上
甕 ウメ→ヨコ片

‐
,メ→ヨコ折' O 5 Ⅳ 3～ 0 5mnの 黒色砂粒含

Bトレンチ・上層・黒

褐色土

生

器

弥

土
霊 ワ サメ→ヨコ片' けメ→ヨコlT' 灰 自 灰 白 5 W 3～ 0 5mnの 自・黒褐砂粒台

期

０７
中層・褐灰色粗砂

層

生

器

弥

上 重 サメ→ヨコ抒・ けメ→ヨコ抒・ 灰 白 灰 白 5 Ⅳ 3～ 05画 の白 黒色砂粒含

剥

０７ 'ト

レンチ・中層・褐

ヨ粗砂層

生

器

弥

ｉ 菫 17 ケヽメ→ヘラミカ・キ けメ→ヨコ抒・

"ミ

カ・キ 灰自 灰 自 Ill 3～ lmの 自 黒色砂粒含

)トレンチ・中層・褐

天色砂層

生

器

弥

土
甕 I 旧広の肘メ

口唇 :刻 目 顕～体上 :Aケメ
(幅広 )→ヨコ汚 '

灰 自 灰 白 Э Ⅲ )3～ lmnの黒 白褐色砂粒含

1

対

０７

Bトレンチ・第 3面 ア
ゼ

生

器

弥

土
霊 I F→ ヨヨ, ヨ唇 :刻 目 顕～体上 :′サメ→

|コサ,・
灰 自 灰 自 Э Ⅲ～W )5mの自 黒色砂粒含

瑚

０７

Bトレンチ・第 3面・ア
ゼ

生

器

弥

土 霊 ケヽメ→ヨ,デ
ヨ唇 :刻 目 頸～ :′ ケヽメ→
|コサ手・

灰自 灰 自 Э Ⅱ～W 3～ lmnの 自 黒色砂粒含

剥

０７

Bトレンチ・中層・褐

色粗砂層

生

器

弥

土
霊 ヨ唇 :刻目 口緑 :′サメ 灰自 灰 自 0 5 肛-3 )5～ 2mnの 黒 自色砂粒含

1

３Ｓ‐

０７ トレンチ・第 2面
生

需

弥

土
霊

口 :ハケメ 体 :'
ツケ

灰 自 灰 自 0 Ⅱ )5mn程 度の黒色砂粒含

剤

０７
'ト

レンチ・下層
生

尋

弥

上 甕 けメ→ヨコ抒` 灰自 灰 自 9 5 Ⅱ-2 3 )5～ inmの黒・自色砂粒

巧
Bトレンチ・中層・褐

色糧砂層

生

器

弥

土
霊 119 ケヽメー,す;・ 淡黄 波黄 0 H )5～ 1 5mnの 白 黒色砂粒多含

X
３Ｓ‐

０７

Bトレンチ・上層 OrXV

層

生

需

弥

上
高添

灰
　
福

赤

々
赤

明

　
明

O 0 V 〕3～ 2画 の自色砂粒

7(
対

０７

〕トレンチ・上層・黒

喝色土

弥

土

坪

部

高

脚
灰自 灰白 O 0 40 Ⅵ

-1 〕3～ 2mの 自、テ々―卜灰褐色砂粒多

Bトレンチ・上層・黒

褐色土

生

器

弥

土 高郷 ラヽミカ・キ 灰白 灰 自 O O M-1 〕3～ 2nmの 白チャート、灰褐色砂粒多

３Ｓ‐

０７ トレンチ・3面 アゼ
生

需

弥

上

坪

部

高

郷
へうミカ'キ

縁

諭
凹線文 (2条 )'

灰白 灰自 O 0 W 〕5～ 1 5mnの 自色砂粒含

8`
対

０７

〕トレンチ・中層・褐

天色粗砂層

弥

土

不

部

高

脚

′サメ→ tr・ ・媒付

着 (多量)蓋 ?
lTメ→

"ミ

カ・キ 黄灰 黄灰 O 0 Ⅱ～亜 ,3～ lnmの 自色砂粒含

1

トレンチ・上層・黒

邑色主

生

器

誅

上
忘杯 72 片

・ ラヽミカ・キ 灰白 灰 自 O 0 V 〕3～ 15画 の黒・自チャート、砂粒含

報

０７

|トレンチ・ 中層・褐

R色粗砂層

生

器

弥

土
高杯

杯部 :抒・ ?、 脚

部 :′サメ

不部 :ヘラミカ
°
キ、脚部 :ハケメ→

ラヽミカ'キ→ヨコ抒`
灰白 灰 自 O 0 ユー2 〕3～ 15mの 黒自色砂粒含

8〔

報

０７

|トレンチ・中層・褐

疋自粗砂層

弥

土 高杯
杯部 :巧ミカ'キ→ナ

テ・、脚部 :"ナ下
ラミカ・キ 灰自 灰 自 O 0 I-2～ ,3～ lnmの黒自砂粒

伸層・褐灰色粗砂

巨

生

需

弥

土
器台 122 ヨ」抒 '

ラヽケス
・
り・凹線文 (3段 )

・ヨョ抒・/赤彩 灰白 灰 自 O 0 IV )3～ lmnの黒・白色砂粒含

1

３Ｓ‐

０７

|トレンチ・中層・褐

R色粗砂層

生

需

弥

土
器台 灰自 灰 自 O O V 〕3～ lnm

8(
瑚

０７

|トレンチ・中層・褐

L砂層

弥

土 綿蜘
ラヽ抒・?

ヨ縁 :凹線文 (2条 )ヨヨ抒・

■孔 (上下 2列 )
褐灰 褐灰 O 0 5 V-2 ,3～ lmnの 自色砂粒含

|トレンチ・中層・黒

目色土

弥

土 多乳鉢 IT・ ラケス・リ 灰 自 灰 自 O 0 Ⅱ～W 3～ 1 5mnの 白色砂粒含、貫通乳 :19ヶ 所～

闘

０７

|トレンチ・中層・褐

ヨ粗砂層

生

需

弥

土
霊

ケヽメ→ヘラミカ
°
キヨサ
ラヽミカ
°
キ→ヨコlT・

にぶい

黄橙

にぶい

黄橙
O O 5 V-2 )3～ 05mの 白 黒砂粒含

闘

０７

|トレンチ・中層・褐

疋自砂震

弥

土 鉢 ラヽ汗・ヨコサ,・ ウメ→ヨコ抒・ 灰白 褐灰 O 0 Ⅱ-3 )5～ lmnの 白色砂粒多

|トレンチ・中層・褐

疋色粗砂層

弥

土 把手付椀 91 博
・

灰自 灰 白 O Ⅱ～皿 〕3～ lnmの灰褐色砂粒多含

ＢＳＥ

０７

F層・褐灰色粗砂

目

生

需

弥

土 鉢 灰白 灰 白 O O )5～ 2omの黒 白色砂粒多

27
闘

０７
トレンチ・下層

弥

土

外

部

高

イ
74 ラヽ抒・ ラヽミカ

°
キ 灰白 灰自 O Π～Ш 〕3～ lmnの黒・褐色砂粒

トレンチ・第 3面・ア
ビ

弥

土

高杯

(杯部 )
ラヽ青・ ラミカ・キ 灰 自 灰自 0 Ⅱ～皿 )3～ 2mの黒・褐・自色砂粒含

ＢＳＥ

０７

生

器

弥

土
鉢 or高不
(杯部 )

|コナ,・・ナテ・ 、ラミカ・キ 灰黄 灰黄 O 0 Ⅱ～Ⅱ )3～ inmの黒白色砂粒含

27
ＢＳＥ

０７

|トレンテ第 2面・下
日・褐灰色粗砂層

生

器

弥

土
鉢 or高杯 7 けメ→ヨコ抒・

虫合櫛描文 (波状+直線 +波
氏)

灰自 灰自 O O 5 肛～W )3～ lmnの 自褐色砂粒含
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勒

０７

3トレンチ・中層・褐

灰色粗砂層

生

器

弥

土
無顕奎 or

鉢
,72 テ

・ ? 複合櫛描文 (波十平+波 ) 灰 白 灰 白 Э 5 皿 ～ Ⅳ 3～ innの黒褐色砂粒含

27
|トレンチ・中層・褐

疋色砂層

生

器

弥

主
鉢 サメ→ヨコlr・ 灰白 灰 自 Э 5 亜 5～ 15mの 黒自色砂粒含

劇
判
〕トレンチ・上層・黒

旧色土

生

器

弥

土 鉢 うミカ・斉 ヘラミカ・キ 灰自 灰 白 0 Ⅱ-3? 3～ llmの 自色砂粒

瑚

０７

〕トレンチ・中層・褐

色砂層

弥生

土器
合形土器 ,・ ツケ 旧抒

・
、台部 :Aケメ? 灰 自 灰 自 0 W? 3～ lmの黒自色砂粒含、台径 :21 0om

27 土鍾 灰黄 O Ⅱ～V11
島色土 上器 1 6om

11

ＢＳＤ

０７

Bトレンチ・中層・褐

色粗砂層

生

器

弥

土
土鍾 灰 自 O Ⅱ～W 3～ inmの灰褐色砂粒。径 :48～ 5 1cm

1 刊瞥!線儡ぎ
生

器

弥

土
上製円盤 辞緑部 :打欠き 灰 自 0 Ⅱ～Ⅱ 3～ lmの黒自色砂粒含。径 :5?～ 6?画 φ

3

'ト

レン,第 3面
生

需

弥

土
広日壷 サメ→TT・

ヨ唇 :刻目、日縁部 :′ ケヽメ・稲
歯波状文

灰自 灰 自 O Ц-2・ 3 3～ 2nnの 黒自色砂粒含。壁中心 :灰色

2

'ト

レンチ第 3面
生

器

弥

土
広日壺 灰自 灰 自 O O Ⅱ～Ⅲ― 3～ 2mnの 黒自色砂粒。壁中心 :灰色

6
瑚
∝
トレンチ第 3面

生

器

弥

土
広口壺 ヨ唇部 :刻目文、日緑部 :汁メ 灰白 灰 自 0 O 5 3～ lmIの黒自色砂粒少含

1

Bトレンチ・東側溝・

黒色土
広口壺 ラミカ・キ 籠描波状文・ヘラミカ・キ 灰 白 灰 自 O 5 Ⅱ～Ⅲ 3～ IRmの黒自褐色砂粒含

土器

３ＳＤ

０８ トレ牙第 3面
生

器

弥

土
広口壺 I |ヨナデ ラヽミカ・キ 灰 自 灰白 ○

Ⅱ-3～

El 5～ 2岡 の黒色砂粒含。壁中心 :灰色

5

３ＳＤ

０８ トレンテ第 3面
生

器

弥

土
水差 ラミカ・キ→ヨコJ・ T` 毎描平行文 (3段 )・ 康状文 (4 灰 白 灰白 O 5 Ⅱ～Ⅲ 3～ llmの黒自色砂粒含

Bトレンチ・東側溝・

黒色土

生

需

弥

土
奎 灰 自 灰 白 O H～Ⅲ 3～ 2mnの 灰自砂粒含。すす付着

ＢＳＤ

０８ トレンチ第 3面
生

器

弥

土
甍 !ケメ・ナ;・ ltメ→ヨコ抒・ 灰白 灰 自 C 5 巨 2～ 051mの黒色砂粒含

瑚
０８
Bトレンチ・東側溝・

黒色土

生

器

弥

上
亜 サメ→ヨョ青・ 橙 橙 肛 ? 3～ lHmの 自暗灰色砂粒含。壁内部 :暗灰色

醐
０８
Bトレンチ・東側溝・

黒色土

生

器

弥

土
霊 |ケメ・ユヒ・ナ手

す
刻目文 ′ltメ 灰白 灰 白 2～ llmの黒褐灰色砂粒含

醐
０８
トレンチ第 3面

生

需

弥

土
壷 |ケメーlT・ ケヽメ・櫛描波状文 灰自 灰 自 5 3～ lnmの黒自色砂粒含

8 〕トレンチ第 3画
生

器

弥

土 高雰
F緑部 :ハケメ

うミカ・キ
ラヽミカ
°
キ 灰 自 灰 自 H～Щ 5～ 2mの 自色砂粒含

9
則
判

Bトレンチ・東側溝・

黒色土

生

器

弥

土
輩 ltメ‐サテ・ Itメ→ヨコ青・ 灰 自 灰 白 5 璽～W 3～ lmの黒白色砂粒含

8トレンチ第 2面・下
層

生

器

弥

土
無顕壷 114 けメ→ナ,・ ラミカ・キ 灰 白 灰 白 V―

)3～ 61mの 白黒砂粒多、黒斑あり、口緑近くに対面
とに 2カ 1対の穿孔あり、 (無顕 )

2

|トレンチ・下層・黒

」粘土

生

器

弥

土
広口壺 ヨ:′ウメ 日:ヘラミカ'キ→ヨコ抒・ 5～ 7 V-2・ 3～ llm、 短頸

4 J
Bトレンチ・下層・黒

色粘土層

生

器

弥

土
広口重 灰 自 灰 自

V-3～
WI-0

5～ 2画 の褐色黒色砂粒多、口緑径 12 7cm、 短顕

駅

２
トレンチ

生

器

弥

土
広口壷 ラヽミカ・キ ,メ→

"ミ

カ・キ 灰自 灰 白 40 V-2・ 3 5～ 2画 の黒色砂粒多、短頸

2
トレンチ

生

器

弥

土
広 口重 117 17

和
れ
｛

―Ⅲヨコ奸  、 :ヨコ所 、体 :冽線一条、′切
突孔 1カ 所、長 1 7cm、 灰白 灰 白 V-2 5～ 2mの黒自色砂粒多、短頸

2
トレ矛第 2面

生

器

弥

土 長顕壺 日 :ハケメ→ヨコ抒・ :ヨコナ手・―→

'テ

ヘうミカ・キ 灰白 灰 自
10～

15

V→ ～
M-0 1～ 2mn自 色砂粒含、 (長

・ A)

7
2

|トレ冴・下層・黒

ヨ粘土層

弥生

土器
短顕壺

口唇 :ヨコlT・ 、口
:ヘラミカ・キ

灯描波状文 5本 1組 2条、巧ミ
ドキ

にぶし

黄橙

1こぶい

黄橙
)31m以下の自色砂粒少、 (ひ ようたん )

トレ牙第 2面
生

器

弥

土 長顕壺 ウキ→持' 灰 自 灰 自 V― )5Hmの 白黒色砂粒多。下部 :すす付着、 (長・ A)

8 トレンチ第 2面
生

器

弥

土 長顕壼 !ヒ
・ナデ けメ→ヨコlT・ 灰 白 灰 自 V-3

2 辞方向に抒
・
、 (長・ A)

5
ISl

2
トレンチ第 2面

生

器

弥

土
長頸壷 7 ヨコ抒

・
、指ナテ
・ うミがキ→ヨヨナテ・ 褐灰 褐灰 た51m以 下の褐・白砂粒断面は灰自色少含、 (長・A)

87
９

２ トレンチ第 2面
生

器

弥

土 短顕壷 11
口:ハケメ→ヨョ抒・

ヘラTT・
:rltメ→ヨヨ片

.

灰 自 灰 自 M-2 5～ lHmの砂粒。4～ 71mの小石多合、 (長・ A)

2
トレンチ第 2面

生

器

弥

土
長顕壷 灰 白 灰 白

Vl～
VI-0
5～ 3mnの 砂粒多、 (長・ A)

9
2

〕トレンチ第 2面・下
唇

生

器

弥

土
長顕壺 131

口 :幅広の′ヽケメ・

ユヒ・,ギ
('テ )ヘラミカ・キ

iぶい

黄橙

にぷい

黄橙
O 15 V-3 3～ lmnの 自黒砂粒少、 (長・ A)

31 〕トレンチ
生

器

弥

土
長頸壺 11 日 :ハ ,メ→ヨョ汗 !ハケメ→ヨサテ

・
、体 :ヘラミカ

・キ 灰 自 灰自 O
V-1～
VI-0

3～ 5mの黒色砂粗少、 (長・ A)

2
〕トレンチ第 2面

生

器

弥

土
長頸奎

口 :′ウメ→ヨコ汚・、

体部 :′サメ→抒・
ヨ :ハケメ→ヨサ,・ 、顕都 :ヘラミ描

k体部 :ヘラミカ'キ 灰自 灰 白 O
V-1～
V-3
3～ lmの自色砂粒含。乳径 :35X17cm、 (長・ A)

2
トレンチ第 2面

生

器

弥

土
長頸壷 50

口 :′サメ→ナデ・へ

ラナ下、体 :ヘラ抒・
:ヘラ勒
・
キ→ヘラ片
°
、顕 :列 点

、体 :ハケメ
灰自 灰 白 O 100

V-3～
WI-1
5～ lmの自黒色砂粒、 (長・ A)

27 〕トレンチ第 2面
生

器

弥

土
長顕壷

口 :IT・ ツケ、体 :

ユヒ・抒・
口:ヘラミカ・キ、体 :"ミカ・キ、体
下 :ユ t・ 汗

・ 灰白 灰 自 O V 5～ llmの 自黒茶砂粒合、 (長・ A)

2
トレンチ第 2面

弥

土 長頸壺 キ・ナテ・ツケ・へうlT'
億 :へう罰・キ

コ唇 :刻 日 ′祭、口 :ヘラミカ千
→ヨコIT'、 顕 :ハケメ、体下 :ハケメ
→将ミカ4 体下 れ ,キ→ヘラミカ'キ

灰自 灰 白 100 V ll～ 5～ inmの砂粒多。5m程の小石含、 (長・ A)

トレンチ
生

器

弥

圭
(へ
・ンカ・ラ)

口 :′ltメ‐ヨ謝デ、

体 :Aケメ→ユ七・抒

ヨ～体下 :′ ケヽメ、体下端 :ナT・ 1
灰白 灰 自 100

V-0?～
3
5～ lwnの黒色砂粒多、 (長・ A)

＝

・２

|トレンチ第 2面・下
E

生

需

弥

土
長頸壺

口 :ハケメ→ヨコ17‐ ・
抒・、体 :ハケメ→ナ

ヨ :く し描波状文・鋸歯文 ?、

ウメ→ヨコ片・、体 :ハケメ・鋸歯文
灰自 灰 白 Э Vl・ 2

03～ 0 5mIの 自黒色砂粒含、頸部に蕨手文 (変形 ?)
と裾歯文の線刻あり、 (長・ A)
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3
Bトレンチ・下層・黒

色粘土層

生

謡

弥

土
広口壺 71 けメ→ヨコ抒・ サメ→ヨコ17・ 灰 白 灰自 O O

V-3～
M ll
5m以下の砂粒少 ,日緑径 ■4 2cm、 広口Aa

生

器

弥

土
広口奎 :凹線文、イサメ 灰 自 灰自 O

2 褐色■ M ll 凹線 1条、広口 Aa

Bトレンチ・上層・黒

褐色土

生

器

弥

土
広口壷 171 口 :回線文 2条、頸部 :′ ケヽメ 灰自 淡橙 C

V-3～
M-0
,5～ 2mnの 自黒砂粒含、日顕部は外変 して上方に伸
∫端部は上下に稜を持つ。端面には凹線 1条、広口 A!

Ⅸ

２

生

器

弥

上
広口壺 灰 白 灰 白 V-3 5～ 31mの 自色砂粒多 ,広 口 Ab

2
〕トレ冴第 2面

生

器

弥

土
広日壺 20 0

ヨ:ヨヨナ,・ 、体 :

けメ→抒・
口 :ヨサテ
・
、体 :ヘラミカ

°
キ 灰 自 灰 白 V-0・ 1 3～ 0 5mnの 自黒色砂粒少、広口 Ab

-1 トレンチ第 2面
生

器

弥

土
甍

キ けメ、体 :ハケ
|→抒・

口 :ヨヨナテ・、体上 :,,午→Aケメ・

片
・
、体下 :''キ→ヘラケス

・
リ

灰 自 灰 自 Ⅵ や 5～ 31mの 暗色砂粒含、広口Ab

Bトレンチ・下層・黒

色粘土

生

器

弥

土
広口壷 52 ヨ:ヨコナテ・・ナテ・ 口 |′ lTメ→ヨョ,デ 灰自 灰 自 Ⅵセ? 5～ 1画 の黒色砂粒含、広口Ac

2
トレンチ

生

器

弥

土
広 口霊

ヨ :ハケメ→ヨコ抒・

1七
・ナ予'

口 :′サメ→ヨコナデ 灰 白 灰 自 ～ 7 V-2 5～ lnmの砂粒少合、広口 Ao

銚

２ 下層
・黒色粘土

生

器

弥

土
灰 自 灰 自 O 3～ lnTの 自黒色砂粒含、広口 Ac

1

Bトレンチ第 2面・下
層

生

器

弥

土
広口壼 91

口:ヘラ抒・?、 ヘラミ
カ
°
キ

ヨ:"ミカ・キ?→ヨコ抒・、顕部 :

刊点文
灰 白 灰 自 O

V当 ～
Ⅵ刊
)5～ 2nmの 自黒砂粒多、広口 Ba

生

器

弥

土
広口壷 12 ラヽミカ'キ→ヨコlT`

ヨ:芍ミカ・キ→ヨサ,す 、体上 れヒ
・ こぷい

黄橙

にぶい

黄橙
Э VI-2 3～ llmの 自色砂粒含、広口 Ba

2

生

器

弥

土
広口壷 51

口緑 :′ ケヽメ→

ヘラミカ・キ

コ唇 :Ш線文、日緑 :肘メ→ヨ
灰 自 灰 自 Э VI-1・ 2 3～ Zmの 自黒色砂粒合、広口 Ba

2
下層・黒色粘土

生

器

弥

土
広口壺 灰自 灰 自 0 V-3

)5～ 3omま での砂粒含、表面の摩耗が著しい、広ロ
,a

62
生

器

弥

土
広 口亜

日緑 :ハケメ→ヨコlT・

顕部 れビ斉・
ヨ唇 :刻 日、口緑 :ヘラミカ

°
キ‐

1抒
・ 灰白 灰 白 0 0 Ⅵ

-1 )5～ 4mの 自色褐色砂粒合、広口 Bb

2

生

器

弥

土
広日壷

11 口緑 :櫛描波状

文 4条
げツ、口緑 :円形浮文 (15個 ) 灰責 灰貢 O O M-1・ 2 し端面には竹管文付円形浮文がほぼ均等につけられる

肉IHll=`査着股すがあでスAれ ていス 成口 Ca

91
'ト

レ万第 2面・不
騒

生

器

弥

土
広口壷

ヨ唇 :凹線文十円形浮文 (6～

'コ )、
口緑 :′ lty

灰自 灰 自 O
7～

10
V-1 5～ 21mの 砂粒含、広口 Ca

下層・黒色粘圭
生

器

弥

土
`

ヨ縁 :円 形浮文 +凹線文 ? 褐色 褐色 △ O VI-2
5～ 2mnの 自黒砂粒多、日緑は上方に外反し、端部

広口壺 字間隔に貼付けられる、広口 Ca

6
2

Bトレンチ・下層・黒

色粘土層

生

需

弥

土
広口嚢 ヨヨナデ ラヽミカ・キ→ヨコ抒・ 褐灰 褐灰 O 5 V― 3～ lomの 自色砂粒多

生

需

弥

土 広口壺

口緑 :竹管文、 1

列、抒
・
?

ヨ縁 :竹管文、2列 灰黄褐 灰黄褐 O Vツ
,3～ innの 自色砂粒多、日緑は上方に外反し端部は
下方に肥厚。日緑内側には竹管文が一段外側端面には

2
〕トレンチ

生

需

弥

土
広口壷 サメ

ヨ唇 :凹線文 3条、口緑 :′ ケヽ
( ・  片
・ 灰 白 灰 自 O

々

５
V-1・ 2 3～ 2mnの 黒色褐色砂粒多 .

2

生

器

弥

土 広口壺 口 :凹線文 3条・ハケメ→和抒 ' 灰 自 灰自 O V-3
〕3～ llmの褐色砂粒、外反した口頸は下方向に月B厚
し、端面には回線が 3条、広口D

2
2

|トレ寿・暗灰色粘
と

生

需

弥

土
広日壺

:ヘラミカ・キ→ヨサ
ヘラjT'

口 :凹線文・ハケメ→ヨコ折
・

灰白 灰自 O V 3～ 2nm程 度の晴褐色砂粒多、広口 D

2

|トレ矛・上層 黒
島色土

弥

主
広口菱
171

:Aケメ→■抒' 口 :′ llメ→ヨコ抒・・抒・ 灰 白 灰 自 O V-3～ 3mの砂粒から41mの 小石まで含、広口 D

2

弥

十
広口壷 171

げツ、体上 :北・ナ
サメ→ヨコ汗・ 浅黄橙 浅黄橙 0

V嗚・
VI-0
3～ lmの長石、広口 D

2

|トレンチ第 2面・南
壁埋土

生

器

弥

土
広日長顕 口唇 :刻 目、口緑 :マメツ 灰 白 灰 自 C ～ 7 Ｗつい̈Ｖ

3～ 4mnの 自黒褐色の砂粒多

2

|トレンチ・上層・黒

島色土

生

需

弥

土
自口広口望

]:巧ミカ'キ→ヨヨナ
・、体 :′ ljメ

ロ サテ・→ヨヨナテ'、 体 :'舛 灰 白 灰 自 C PI-1～ 3～ 2omの 白色砂粒

2
トレンチ第 2面

生

器

卜型広ロヨ

(漆壺 ?)

′サ

抒

口 :ヨコナ下、体上 :竹冒文、IH
上～下 :ヘラミカ・キ、 灰 白 灰 白 3m黒白色砂粒少合、漆付着 ?

2

|トレンチ・下層・黒

ヨ粘土

生

器

弥

土
g段日緑目

147
:ヘラミカ
°
キ 口 :ヘラミカ・キ→ヨコナ,・ 浅黄橙 浅黄橙 3～ lmnの黒自色砂粒、 (複 A)

2
トレ万第 2面・下層

生

需 高杯口縁 /
:ヘラミカ・キ 口 :凹線文 灰 自 灰 自 ～ 7 V-2 3～ lmnの黒自色砂粒含

2

生

器 官段口緑雪 貼付突帯・横 1条・縦 2条 灰白 灰 白 0 ～ 5 3～ lmの砂粒多

11 トレンチ第 2面
生

器

弥

土
宙段口緑ヨ

と駒西題庭
ギ (ユヒ
す
) ラヽミカ'キ

にぶい

橙

ぶ

橙 O V― 5～ 3mHの 黒・自色砂粒多

2

|トレンチ第 2面・下層
・黒色粘土

生

器 蓋
119 ヘラミカ・キ 灰 自 灰 自 けレ礫多、紐穴 2ヶ l対 φ5wn

1(

■ 2
トレンチ第 2面

生

器

弥

土
台付壷

不部 :"ミカ
・
キ→ナ

ドツケ、脚部 :汗
・
坪部 :平行沈線 2条・ヘラミカ

°
キ

脚部 :ヘラミカ
・キ

灰 自 灰 自 0 V-1・ 2 5～ llmの 自黒砂粒含、台付壷

S
2
トレ汗第 2面

生

器

弥

土
台付壺

口 :ヨコ抒・、受部
:ハケメ→JT'

口 :ヨコナテ、業部 :けん廉状ヌ
+櫛描波状文+廉状文十波状 灰 自 灰 自 O V-2・ 8 3～ 05画 の自黒砂粒

トレ汗第 2面
生

器

弥

土
台付壺 71

口 :ヨコjT・ 、体 :

Aケメ→ヘラミカ・キ
口 :ヨコ抒・、体 :ヘラミカ

・
キ 灰黄 灰黄 Э V一 5～ lmの黒色砂粒含

2
'ト

レンチ第 2面
生

器

弥

土
霊

口 :ヨサテ・、体 :

「ヽケメ・ナテ・
口:,,キ→ヨコ抒・、体 :,,キ 灰黄 灰貢 Э

V嗚 ～
M ll
)31mの 白色砂粒含。全表面すす付着、Ac

7`
は

2
'ト

レンチ第 2面
生

器

弥

土
義

萌
・へ
血
′ヽケメ↓ョ呻肘

口

体

ギ

口 :ヨコ抒
・
、頸 :刺突文、体上

:,タキ→′サメ、体下 :夕

'キ

・抒・
灰自 灰 白 9 肛-0～ 3～ 05mの 自色砂粒含、Ac

11 トレンチ第 2面
弥生

土器
菱

体『
ｆ
口

巧
日 :ヨコIT'、 体 :,舛 灰自 灰 白 O M-2 )5mnの 自黒色砂粒含。表面多量すす付着、Ac

2
)トレンチ第 2面・下偏

生

器

弥

土
甕

68
灰自 灰 自 0

V-3・

M-0
)3mnの 自色砂粒含

7 )トレンチ・暗灰色粘
=
生

器

弥

土
霊 な:′サメ ヨコナテ・、体 :''キ 灰 白 灰 自 0 M-1・ 2 3～ lnmの 自・黒砂粒多
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Bトレンチ・下層・暗

灰色粘土層

生

器

弥

圭
甕 体 :肘メ ヨ :ハケメ→ヨコlF・ 、体 :ハケメ

浅黄橙

～赤褐

橙

褐

責

赤

浅

々
O Ⅵ刊・ 1 )5～ llmの 自色砂粒、クサレ礫含

'ト

レンテ第 2面・南
藍埋土

生

器

弥

土 甕
口 :ヨサテ'、 体 :

′サメ→lT・
ヨ :ヨコtr・ 、体夕,キ→市メ 灰 白 灰自 O V-2・ 3 ,5～ lnmの砂粒含、 (Ac)

〕トレンチ・中層 黒
邑粘土

生

器

弥

土
董

口 :ヨコ片
‐
→

ヘラサ,'、
体 :′サメ→抒・

ヨ :Aケメ→ヨョ抒
・
、体 :,,キーIW

明褐 明褐 O
V-3～
VI-1

3～ 0 5nmの 秒粒

71
2

Bトレンチ・下層・黒

色粘土

弥

主 翼
口 :ヨコ抒
・
、体

ヘラミカ・キ
コ :ヨサテ・、体 :,,キ→ヘラミカ

・
キ 灰 白 灰白 0 WI-0 5mnの 自黒砂粒含

2

〕トレ汗・下磨・黒

邑粘土

生

器

弥

土
菫

口 :ヨコIT・ 、体
ナテ・

口 :ヨ蜀サデ 、体 :,,キ→ヨコ抒
・
灰 白 灰自 O

V-3～
M ll

3～ lmの自黒色砂粒多

トレンチ第 2面
生

謡

弥

土
霊

口 :ヨコ抒・、体 :

,テ
・ 日 :ヨコ抒・、体 :夕 ,キ 灰 白 灰 自 ○

V-3・

Ⅵ ll
3nmの黒色砂粒含

2

〕トレンチ・下層・黒

色粘土

弥

土 菱
口 :ヨコ抒・、体 :

,テ
・ 口 :ヨコ抒 '、 体 :,,キ 灰 自 灰自 O

V-3・

Ⅵ ll
1～ 3mnの 自黒砂粒多

|トレンチ・下層・黒

]粘土

生

謡

弥

土
重

コ:ヨヨナテ・、体 :

ラヽミカ・キ
口 :ヨヨナ下、体 :折

"キ

→ヨコjT` 灰 白 灰白 O Ml ナす付着、Ac

|トレンチ・下層・晴

疋色粘土層

生

需

弥

土
霊 ラヽミカ・キ 灰黄 灰責 O M-1 3～ 2wn自色砂粒多、外面 :すす付着

2

|トレ汗・暗灰自粘

L層

生

零

弥

土 菫
にぶい

黄橙

にぷい

黄橙
O

V→ ～
Ⅵ-2
3～ llmの 自色砂粒多、

2
トレンチ第 2面

生

器

弥

土
小型養 84 37 111

コ:ヘラ抒・、体 :

ラヽミカ'キ→ヘラ片・
口 :ヨコ抒・、体 i巧持 ' 灰自 灰 自 O 100 M 5～ llmの 自黒色砂粒

2

|トレン,・ 下層・暗

疋色粘土層

生

器

弥

土
輩

コ iヨコナ手・、体 :

口 :ヨコ片
・
、体 :タタキ 灰 自 灰 自 O M-0 3～ lmIの 自色砂粒多

2

|トレンチ・下層・暗

疋色粘土層

生

器

弥

土
菫 ラミカ・キ 口 :ヨコ片・、体 :,,キ 灰 自 灰 白 ○ VI-1 3～ lnmの 自黒砂粒及び小石含

|トレンチ・下層・黒

ヨ粘土

生

需

弥

土
甕 71

ヨ :ヨヨナ予・、体
口 :ヨコ抒・、体 :,,キ→ヘラナ

'
灰 自 灰 自 O VI-0 I～ 31mの 砂粒多、輪積痕

生

器

弥

土
壺

イ

"ミ

カ'キ、体 :

ラヽダ リ
口 :ヨコ抒
・
、体 :,,キ 灰 自 灰 自 O Vセ 3mH前 後の自色砂粒多、表面すす付着

2

トレンチ・下層・黒

二粘土

生

器

弥

土
甕

ヨ:ヨヨナド、 体 :

口 :''キ→ヨヨ抒・、体 :平行

'ケ

灰 自 灰 白 O V-2・ 3 3～ 2mの 自色砂粒含

|トレンチ第 2面・南
豊埋土

生

器

弥

土
甕

ヨ:ヨサ

'、

体 :

ラヽケス・リ
口 :ヨコナテ
・
、体 :夕

'キ

灰 自 灰 白 O
V-0～
V→
5～ lwnの 自色砂粒多

生

器

弥

上
菫

ヨ:ヨヨナ
「
、 顕 :

ラヽ汗・、 口 :ヨコ抒
・
、体 :,舛 灰 自 灰 自 0 VI-1 5～ 必mの自色砂粒含

2
ヒ層・黒褐色土

生

器 壷 ラヽミカ・キ? 口 :ヨコ抒・、体 t'タキ O Ⅵ ll 3～ lmの黒色砂粒子ヤート

|トレンチ・下層・暗

疋色粘上層

生

器

弥

土
甕
147 、ラミカ

°
キ 口 :ヨヨナテ

・
、体 :'舛 灰 自 灰 白 0

V-3～
M翌
)3mn自黒色砂粒合

2
トレ冴第 2面

生

器

弥

土
壺 :マメツ 口 :ヨヨ抒

・
、体 :夕 ,キ→ヨコ抒

・
灰 自 灰 自 C

V-3～
VI-1
5～ lmの自色砂粒多

2

生

需 壷
ヨ:ヨコ抒
・
、体 :

!ケメ

口 :工七・料工→ヨヨ抒・、体 :,舛
→′サメ

灰 白 灰 自 C Vセ・3 3～ 0 5nnの 自黒色砂粒含

|トレ矛・晴灰色粘
と

生

器

弥

土
甕 171 :マメツ、体 :抒・ El:ヨサデ、体 :,,キ 灰 白 灰 自 C ～ 7

V-3～
M→
比3～ 0 9nnの 黒・白色砂粒多、
■面 :叩 き日入るが摩耗著しく詳細不明

|トレ冴・下層・晴

又色粘土層

生

器

弥

土 菫
コ:ヘラミカ・キ、体 :

ケヽメ
日 :ヨコ汚・、体 :,,キ‐IIt' 浅黄絶 浅黄橙 C Ⅵ刊 3～ lmnの 自・黒・茶砂粒

2
トレ牙第 2面

生

器 甕
ヨ:ヨコ行
・
、体 :

ラヽ片・
ロヨヨナテ・、体 :,,キ 灰 自 灰 自 VI-1 5～ lmの自黒褐色砂粒含

トレンチ第 2面
生

器

弥

土
壺

ヨ:ヨコ青・、体 :

ラヽミカ・キ
日 :ヨコイ 灰 白 灰 自 C V-2・ 3

トレンチ第 2面
生

器

弥

土 壷
ヨ:ヨコ抒・、体 :

ウメ→lT・
日 :ヨ耳デ、体 !,,キ 灰 自 灰 白 C π刊 ～ 3～ B面 の自色砂粒含。表目すす付着、Ac

2
トレンチ第 2面

生

器 広口壺
ヨ:ヘラミカ・キ、体 :

ウメ→ヘラナデ・抒・
口 :ヨコサデ、体 :,,キ→ヘラミカ'キ 灰 自 灰 白 C V莉・ 1

伊5～ Zmの 自黒砂粒多。体部に穿孔3カ 所
(50X45/60X33/68X50)、 Ac

|トレンチ・下層・黒

ヨ粘土

生

器

弥

土
鉢

ヨ :ヨコ持・、体 :

ラヽミカ'キ
口:ヨサア、体 :ヘラミカ

°
キ 灰 白 灰 自 O V-2・ 3 3mnの 自黒色砂粒、Al

2

|トレンチ・上層・黒

ヨ粘土

生

器

弥

土
鉢

llメ→ヘラナデーAラミ
,・キ

日 !ヨヨ抒・、体 :ヘラミカ・キ 褐灰 褐灰 O WI-2? 3～ 05mの 自色砂粒少含、Al

2
トレンチ第 2面

生

器 鉢 ラヽミカ・キ・ナ,・ 灰 白 灰 自 O V-2・ 3 )5nmの黒色砂粒多、Al

ド層・黒色粘土
生

器

弥

土 鉢
11 6

ラヽミカ
°
キ 口 :ヨ Jデ 、体 :マメツ 灰 自 灰 白 0 Vセ 5～ 2Hmの 自黒砂粒合、Al

|トレンチ・下層・黒

ヨ粘土層

生

器

弥

上
鉢

３５
々
″

75?
ラヽ抒
・

灰 自 灰 自 O M-0 9nm以 下の黒色砂粒少含、Al

1

2

|トレンチ・下層・黒

二粘土

生

舗 鉢 61 ラヽミカ'キ・ヨヨ青・? 褐 灰 褐灰 O 80 VI-0 3～ lnmの 自色砂粒合、A2

t

2

|トレ冴第 2面・下
巨・黒色粘土層

生

器

弥

土
小形鉢

: 25
22( うヽミカ'キ 灰 白 灰 自 O Ⅵ■? 5～ 131mの 自黒褐色砂粒多、A3

トレンチ第 2面
生

器

弥

土
鉢 サメつ ラヽtr・ サメ→ヨコ片・

にぶい

黄橙

にぶい

黄橙
O

V-3～
VI-0
3～ llmの黒自色砂粒含、Al

2
トレ汗第 2面

生

報 鉢 本 :ユ L・抒
.

体 :′ウメ、体下 れヒ・抒 ' 灰 自 灰 自 O Ⅵセ L3nmの黒色砂粒含、Bl

1

|トレンチ・上層・黒

島色土

生

器 鉢 灰黄 灰黄 O 盟-3
)5～ llmの 自黒色砂粒鉄 断面は橙色 体部は底より
変ヽぎみに上方に伸び口顕部は広がりを持ち伸びる、E

I トレンチ第 2面
生

器

弥

土 tOr高昂告
iΠ糠武)

コ :ヨコ抒・、体 :

ラヽミカ
°
キ

口 :ヨコ抒
・
、体 :ヘラミカ

°
キ 灰 自 灰 白 0 V-2 3～ lmnの 自黒砂粒含、E

I

2
L層・黒褐色土

生

器 多孔鉢 灰 白 灰 白 O 20 Ⅵ ? 3～ llmの 自褐色砂粒含、Al
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Bトレンチ・暗灰白粘

土層

生

器

弥

土
有孔鉢 「メッ・ヘラナテ・ 灰 白 灰 自 5～ 51mの 砂粒多、A2

トレンチ第 2面
生

器

弥

■ 有孔鉢
14 E

112 ケヽメ・ナ子・

'タ

キ?(マメツ) 灰 自 灰 自 100
V-3～
VI-0
)3m程の自・黒砂粒、孔径 :07～ 1 0cm、 Al

2 'ト

レンチ`西側・■

§包含層

生

器

弥

土
有孔鉢

1 8

本 :へうミカ・キ・ナテ・ 口 :ヨコ片・、体 :夕 ,キ 灰 自 灰 自 O
V嗚 ～
VI約

3～ 11mの黒自色砂粒合、Al

2

〕トレンチ第 2面・南
藍埋土

生

器

弥

土
有孔鉢 !ヒ

・ナテ・ 灰 白 灰 白 O 江刊 ～ 3～ lnnの 自黒色砂粒合。乳径 :05～ 0 6cm、 Al

2 'ト

レンチ第 2面・下
吾

生

器

弥

土 有孔鉢
口 :ヨコ抒・、体 :

けメ→ヘラナ,・
:ヘラミカ
°
キ→ヨコ抒
・
、体 :ヘラミカ
・
キ 灰 白 灰 自 )3mnの 黒色砂粒少含、8a

トレンチ第 2面
生

器

弥

土 鉢
ヨ :ヨコ片・、体 :

サメ→ヘラlT・

ヨ :ヨコ所 、体工 :′ウメ、甲 :

店付突帯 +亥 1目 、
水下 :へうミ九・キ̂′サメ、ュビ十手

・

々
格

自

黄
灰自～

浅資櫨
アー2 )3～ lmnの 自黒色砂粒含、Ca

2

Bトレンチ 下層 黒
色粘土

生

需

弥

土
鉢 57 灰 自 灰 自 Э ′-3 3～ lmの自黒色砂粒多、Cb

Bトレンチ・下層・暗

灰色粘土層

生

器

弥

土
111

玲 渭祗 :ヘラミカ 千
―→ヨコナテ
・
、

圃追8:へう+子・

下部 :ヘラミカ・キ→ヨコtT・ 、脚部→

ラヽミカ・キ
灰 白 灰 白 Э 咀-2・ 3 )3～ llmの 自黒褐色砂粒含

生

器

弥

上
高昂

不部 :ヘラミカキ、
脚部 :汗
・・ ラヽミカ・キ 灰白 灰 自 0

′嗚 ～
1-32

トレンチ第 2面
穿孔φ 9nm、 椀形 A2

2
】トレンチ第 2面

生

器

弥

土 高杯 12 【
杯部 :ヘラミがキ、

脚部 :ヨコtT・

不部 :ヘラミカ
°
キ→ヨコ抒・、脚部 :

ラヽミカ
°
キ

浅黄橙 浅黄橙 0
′嗚 ～

1-2
)3～ lmnの 自黒茶砂粒含、椀形 A2

Bトレン子・上層・黒

褐色土

生

器

弥

上
高杯 ラミカ

°
キ、芍描キ6条 淡橙 橙 O 0

アー3～

1

03～ 3mnの 自色砂粒含、脚部裾円周上にφ 8wnの 穿
孔 5ヶ施される。

2

】トレンチ 上層・黒
邑粘土

生

器

弥

土
高不 うミカ・キ ラミカ

°
キ 灰自 灰自 0 O )3～ 、低脚

Bトレンチ・上層・黒

色粘土

生

器

弥

土
小形器台

受部 :ヘラミカ
・
キ、

側部 :北・抒・、 うミカ'キ→持 ' 灰白 灰 白 O O
〕3～ lHmの 自黒色砂粒、5mm程 度の小石含、貫通孔
〕8om、 Al

生

器

弥

土
器台

体

Ｆ

メ

‥

末

脚

口

け 本 :ヘラミカ
・
キ、脚 :汁メ→ヨコ青・ O 肛-1～ '0～

lnmの白黒砂社合。二段 (裾都と体部)に三ヶづつ穿
孔施される。体部に施された二ヶの内のニケは大が開けきら
ずにある。二段の■は並ばないよう間隔がづらせてある、A2

浅黄橙 浅黄橙 0

|トレンチ・下層・黒

ヨ粘土

生

器

弥

土
器台 ヘラミカ

°
キ、ハケメ ラヽミカ・キ→ヨコ抒・ 灰 自 灰自 〇 〆-0・ 1

は外傾する平面を持つ。残存する部分より確認できる穿乳
2段。上段は円周上に4ヶ 。更にlヶ は埋め戻されている。
(穴位置の間違いからか ?)下段は4ヶ確認できるが折損部
分が多いので詳細不明、A

トレンチ第 2面
生

器

弥

土 器台 ラヽミカ帯→抒
・ ヮミカ・キ 灰 自 灰 自 O 「 ～Ⅵ

引 〕
5～ ね画 の自黒砂粒多。穿孔φ 15cm2対 2段残存 4
旧、A

トレ汗第 2面
生

器

弥

土 ? 器台
・片
°
(上下見え

けメ→ヘラミカ
・
キ、櫛描横線文 5お

X4条 灰黄 灰黄 ① 「 ～Ⅵ
W 5～ 21mの黒自色砂粒多。円孔 :3段 X4個、3段
12個、柱部径 :φ 123～ 16om、 穿孔 :ゆ i Scm、

Bトレンチ・下層 皓
灰色粘土層

生

器

弥

土

6～

66 灰 白 灰白 ○
〕5～ llmの 自色砂粒、クサレ礫含 4～ 1lwnの小石も含

残存長 :8 8cm

〕トレンチ・下層・黒

ヨ粘土

生

器

弥

土
ミ子■7箋 デ  (ユヒ・) 本下 :巧ミがキ 灰 白 灰自 O 3～ lnmの 自色砂粒含

11 13
)トレンチ・下層・暗

天色粘土層

生

器

弥

土
土鍾 灰 白 灰 白 O 5nmの 自黒砂粒,叫礫含

'ト

レンチ・中央～東・

Ⅳ層

生

器

弥

土
蓋

にぷい

黄褐

にぶい

黄褐
O 100 I～ V

石英・長石・斜長石・ワンラン石 05～ Z画 自色粒やや多
(生駒西麓産 )、 7'径 :26o恥

6
'ト

レンチ北側溝内・

中～下層

生

器

弥

土
小形蓋 67 ヨ埼 浅黄橙 浅黄橙 0 Ⅱ～Ⅳ inm大長石斜長石やや多含、つまみ径 :27～ 3 0cm

5
4 'ト

レンチ北側溝内・

中～下層

生

器

弥

土
藍 ラヽミカ・キ 褐灰

¨褐

灰

黒
O Ⅱ～V ～ 0 1mn大 白色粒

2
4

生

器

弥

上
垂

にぶい

黄橙
灰 白 △ O ■～V 長石etc～ 3mn大砂粒多含、つまみ径

:12 4cm、 孔径
:4 5mm

4
下層・黒色

"Ⅲ

生

器

弥

土
蓋

灰糞・

橙
橙・ △ O 長石・斜長石 05～ 2nm大砂粒やや多

20
4 'ト

レ冴・下層・粗

秒層

生

器

弥

土
広口羹

46
:′サメ 口 :凹線文・′ヽケメ→ヨコナデ 裾灰 黒褐 O 長石・石英・斜長石～ lmn大やや多、自色粒多

4

生

器

弥

土 広日壷
66

コ線文・円形浮文・′サメ 灰白 灰 自 △ O ユー3 0 5mn大砂粒やや多、日緑部形態西摂特有

4
下～最下層

生

器

弥

土
短顕壷

98
|コサ,・ ケヽメ、回線文 ?、 突帯文 褐灰 黒褐 O ～ lnm以下の黒色砂粒やや多含

3
4
下層・粗砂層

生

器

弥

土
L駒西麓適

広口壺

57
:ヨコサ,'

口:円形浮文ゆ075～ 1 lcm
ラヽミカ・キ

褐 褐 O 5 Ⅱ～V 黒雲母・～ 051m 砂粒

4 'ト
レンチ北側溝内・

上層・黒褐色上

生

器

弥

土 広口壷
56

:ヘラミカ・キ 口 :ヘラミ方
・
キ

にぶい

黄褐
灰黄 O ユー3 ～ lnm大砂・長石少含

)トレンチ・下～最下

蜃

生

器

弥

土
(投入・

85
Iコナデ 廉状文 黄褐 黄橙 △ O Imn前後の自黒色砂粒多

トレン子
生

器

弥

土
広口愛

35 口唇 :廉状文、口 :′ltメ→櫛第

平行文
灰黄褐 灰黄褐 O Ⅱ-2・ 3 ～ 0 5nm砂粒少含

17

'ト

ルチ・下層
生

器

弥

土
広日壺

60
サメ・扇状文 口 :円形浮文・凹線文 浅黄橙 浅黄橙 O V-3 ～ 0 5mn石 英・長石 etcの砂粒含

Cトレンチ・下～最不

層

生

器

弥

土
広口壺

53
ヨ :ハケメ 日 :′サメ→ヨコ片' 浅黄 浅黄 O 1・ 2 ～ 0輸 大砂粒少含

4
トレンチ・最下層

生

器

弥

土
広口壺

67
4線文 3条・ハケメ 浅黄増 橙 O V-2 長石～ lm少合

〕トレンチ・下層・糧

位層

生

需

弥

上
広口壺 203

63
衛描波状文

口唇部 :凹線文 (3条 )
ヨコFT・ 、櫛描直線文

浅黄種
にぶい

橙
△ O ImH前後の自色砂粒多 (斜長石・長石 )

Cトレ冴北側溝肉・

中～下層

生

器

弥

土
広口羹 294

61
口 :櫛描波状文 淡橙 淡橙 △ O 5 V-1 ～ 2mn大砂粒やや多

トレンチ
生

器

弥

土 広口壺
49 ラヽミカ

°
キ・矢羽根

氏刹突

回線文 (6条 )・ 円形浮文
′ヽケメ

贈灰 灰資 O V-1 ・2 長石・斜長石 lmn大少含

)トレンチ・中央～東・

自上包含層

生

器

弥

土
ムロ重 (」

駒西題産 )

23
¬形浮文 凹線文・円形浮文 (赤彩 )

にぶい

黄褐

にぷい

黄褐
0 V inm前後の黒色砂粒やや多含

4
〕トレンT

弥

土 広口壺
75

ltメ→ヨコ抒・ 凹線文、′ヽケメ、三角形突帯
にぶい

黄橙
灰黄褐 O V-2 ～ lnm以下の砂粒
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下層・粗粒層
生

器

弥

土
広口韮

71 メ
、
文
′ヽヶ

状
口緑部 :扇 ヨ唇部 :凹線分 (3条 )・ 櫛描

皮状文
k黄褐灰白々
徹
O O W ～ lm以下の砂粒含

4
,トレンチ

生

器

弥

土 広口壺 I

85
ヨコ抒
・

けメ→ヨコ抒
・
、貼付突帯 【黄 灰黄 0 0 Ⅱ～W ～ llm以下の砂粒少含

21
'ト

レンチ・下層・粗
&層

生

器

弥

土
広口壺 口:Aケメ→ヨョ抒・

ヨ :"メ→ヨコ片・、頸～肩 :貼

寸突帯 +′サメ 搭

員

・
柔

「こぷい

責橙
○ 0 ～ 0 2mn大 自色粒少

トレンチ 下層
生

器

弥

土
広口壷

10 1
サメ llメ→ヘラミカ・キ 耗黄～

〔黄
灰黄 0 Щ ～ llm以下砂粒少含

生

器

弥

土 広口壷
91
ヨコヽケ→ヨ軒デ けメ→ヨコ持

.

E責 灰 自
Ｏ

△
Ⅱ ～ lmn砂粒含

4
トレンチ・下層

生

器

弥

土 (生駒
西題産】

60
サメ→ヨコ抒・ ヨ緑 :刺突・廉状文・ササメ こ褐 晴灰責 O 5 V ～ inm前後自色砂粒少合

潟

４

生

器

弥

土
広口壺

85
』目文・廉状文 (3条 )・ ′ヽケメ 電灰 責灰 0 W ～ lnm自色粒やや多含

8
潟

４

Cトレ牙北側澪内

中～下層

生

器

弥

土 粗製翼 =ぶ
い

と橙
灰黄褐 △ ～ 21m大砂粒やや多

トレンチ
生

器

弥

土 菫
52
サメ→ヨコ片

・
,メ→ヨョ抒・

ぷ

橙 黒褐 5 V一千 ～ lnn以下白色砂粒少含

判
倒
トレンチ

生

器

弥

土
甕

53
lTメ→ヨコ汗

.

,メ→ヨコ抒・
こぶい

竃橙
黒褐 8 Ⅱ～亜 ～ lom以下砂粒多含

44 トレンチ
生

器

弥

土 甕
77

!ケメー→ヨョナテ・ llメ→ヨコ抒・
疋自～

え黄褐
浅黄橙 8 ～W― ～ lm以下砂粒多、外 :媒付着

,0
トレンチ・下～最下

層

生

器

弥

土 菫
70
けメ→ヨコ抒

・ サメ→ヨコ抒・
こぷい

町橙
灰 白 5 Ⅱ～Ⅳ― W lmn以下の黒色砂粒

刺
劇

生

器

弥

上
菫

76
けメ→ヨコ■T' W→ヨコ抒・ 竜灰 灰 自 肛～W

下～最下層
生

器

弥

土 霊
86
けメ→ヨコ抒` サメ→ヨHナ ,・ 疋自 浅黄橙 C 5 W inmの自色砂粒含

生

著

弥

土 菫
99
うミがキ→ヨコ抒・ ljメ→ヨコ片・ 疋白 浅黄橙 O 5

Ⅲ-2・

V2
-2nm大砂時少含

生

需

弥

土 襲
94

メ→ヨコ持・ ウメ→ヨコ抒 て自 曳黄構 △ 5
Ⅱ-3～

Ⅱ-2
ψ2Hm大長石・斜長石砂粒多含

4 'ト
レンチ・下～最下

穏・粗砂層

生

器

弥

土 高不 ,
69
ラミカ・キ→ヨサテ・ Щ線文 (3条 )・ ヘラミカ

°
キ

褐

自

黄

灰
黒 O Ⅲ-1

1

4
'ト

レン手
生

器

弥

土 高杯
100
ヨ,,‐ ラヽ恢

・
り、沈線 2条 毘黄橙 奏黄構 V-3 Inm大砂粒多含

4 'ト
レンチ・下～最下

再

生

器

弥

土

郷

部

高

不

50
ラミカ・キ 尤線・

"ミ

カ・キ 島灰 天黄福 O W

, トレンチ
生

器

弥

土
器台

(鼓 1同形 )

108
片
・

Ц線文、日孔 天自 灰 白 0 5 Ⅳ ～ lHm以下の自色黒色粒

7
引

剣

Cトレンテ北側溝内・

中～下層

生

器

弥

土
|デ ? ;・ ? 更 浅黄橙 0 Ⅱ～Ⅳ ～ 01「m白 色粒多含、孔径 :30～ 3 5Hm

9
トレンチ北側溝内・

中～下層

弥生

土器
鉢

87
口 :ヨコ片

・ ・ 抒
す

:ヨコナテ・・ヘラミカ・キ
黒～灰

鷺褐

黒～誓

灰
0

Ⅲ-1・

V-3・ 4
～ 2画 大砂粒少

生

器

弥

土 合付鉢
65
片・?

ヨ唇部 :凹線文、体 :櫛描波
大文・直線文

完黄橙 灰 自 5 Ш lnm前後の自色砂粒多

3トレンチ・下～最下

層

生

器

弥

土 鉢
92
ラミカ
°
キ

凹線文・櫛描廉状文・失羽根

状・ヘラ功'キ
党黄橙 浅黄橙 O Ⅳ ～ lHm以下の砂粒

勒贈
・下層・黒 生

器

弥

土
蓋 I ,・ ヨヨナデ サメ→ヨコ抒' 天白 灰 自 O 3～ lnnの黒・自色砂粒含

生

器

弥

土 議 ギ、ヘラミカ・キ ,ス
・り→ヘラミカ・キ 疋自 灰 白 O 40 Ⅱ 5～ 2mnの黒・自色砂粒含

劇

Щ

εトレンチ・ Dl層・黒

色粘土

生

器

弥

土 水差 87 !コ tr・ 櫛描波状文、直線文、′ヽケメ 疋白 灰 自 Ⅱ～Ш 3～ lnmの黒・自色砂粒含

勒阻
・中層・黒 生

器

弥

土
k差 (ひ 』
うたん形)

言抒・ 尺自 灰 自
I“ ～

江
3～ lmIの褐灰色砂粒含

肪阻
・Dl層・黒 生

器

弥

土 水差 ラヽミカ
°
キ サメ→櫛描直線文 (多段 ) 疋自 灰 白 C Ⅱ 3～ 2nmの 自・褐灰色砂粒含

トレンチ・中層・ 黒

,粘上

生

零
水差
無顕壷

汗
・

疋自 灰 白 O 5 Ⅱ 3～ 2mnの 自・黒色砂粒含

判
４

〕トレンチ・中層・黒

色粘土

生

器

弥

土
鉢
Or無顕壺 ラミカ

マ
キ ラヽミカ'キ え自 灰 白 O 5 Ⅱ 3～ lmの褐灰色砂粒含

判
封
中～下層・Dl層

生

謡 鉢・水差
74 、ラサ,・ Ц線文+櫛描波状文 目灰 褐灰 O

10～

15
Ⅳ-2 Im大石英・長石合

〕トレンチ・中層～下

唇

弥

土 機
。ｒ鉢

トラケス・リ 凹線文 (4段 )・ ヘラミカ・キ・円乳 灰自 O 5 W

引
４

〕トレンチ・中層・黒

色粘土

生

需

弥

土 細顕壺 Ijメ→Rコ jT・ 、ナデ ljメ→櫛描平行文、波状文 R白 灰 白 0 H～ 肛 3～ llmの黒・自色砂粒含

30 層・黒色粘土
生

需

弥

土
広口壺

48
′サメ→ヨコ持・

ヨ唇部 :櫛描波状文、顕部 :

I抒
・ 【自 灰 自 O Ⅱ

30
〕トレンテ・Dl層・黒
邑粘土

生

器

弥

上
広口壺 lTメ→ヨコ抒・、抒`

けメ→ヨョナデ、櫛描波状文、櫛

宙平行文
足白 灰 自 O 0 Ⅲ )3～ 0 8nnの 黒・白色砂粒含

'ト

レンチ・下層・黒

巨粘土

生

器

弥

土
広口壷 げ、円形浮文 ヨ唇 :櫛描波状文、頸 :′ltメ 〔自 灰 白 9 Ⅱ～皿 )3～ lnmの黒・自色砂粒含

)トレンチ・ Dl層・黒
巨粘土

生

器

弥

土
広口壺 片

・
司形洋文、輌個波状文、′明 →

旧ナデ、ヘラミカ
°
キ?、 頸 :櫛描廉 〔自 灰 自 Э 工～ Ⅲ 5～ llmの黒・白色砂粒多含

41 トレンチ・中～下層
生

器

弥

土 広口壺
ヨ唇 :刻 目、口緑 :櫛描平行
に (2段 )

〔白 灰 白 O 5 Ⅱ 3～ 2mnの 黒・褐灰色砂粒台

～下層・ Dl層
生

器

弥

土
広口壺

37
ヨコナテ・? コ唇刻日・ヨヨナ予・ 〔白 灰 自 O 3～ 5

Ⅱ l～

亜 1

～ lml大砂粒やや多、石英
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5 'ト

レンチ・中層～下

巨

生

器

弥

土
卜形広ロヨ

ヨ唇部 :刻目・沈線、体部
節描直線文

灰 自 灰 自 O O 5 5～ 21mの 褐灰色砂粒多

Cトレンチ・下層・黒

色粘上

生

器

弥

上
広口壷 サメ→ヨコ抒・、IT・ けメ→ヨコ抒・、ヘラミカ

°
キ 灰 自 灰 自 O O 5 コ 3～ lnmの黒・白色砂粒含

トレンチ・中層
生

器

弥

土
小形壷

66
サメ サメ→ヨョ抒

におヽい

黄橙
浅黄橙 O

10～

15
H ミ石・斜長石～ lm以内

Ю
)トレンチ・ Dl層・黒
ヨ粘土

弥生

土器
広口壺 ケヽメ→へうミカ

°
キ ハケメ→ヘラミカ'キ 灰 自 灰 自 O 7 3～ 1画 の黒 ,自色砂粒多含

9
5̀

トレ矛 `中 ～下層・

1層

生

器

弥

土
広口壺

58
ヘラ片
・→ヨサテ

・
灰 白 灰 自 9

5～

10
エー3 ψ05mH大砂粒少含、石英・雲母多含

5
'ト

レンチ第 2面・中
国・黒色粘土

弥生

土器
広口壺

７０

．
ケヽメ ウメ 灰自 町叫魏

◎ Ⅱ-3 inm以下石英・長石

'ト

レンチ・下層・黒

二粘土

生

器

弥

土
広口壺

ltメ・片・→ヘラミカ・ ヘラミカ
°
キ→ヨョ片' 灰 自 灰 自 Э I」 5～ 3nmの 自色砂粒多含

'ト

レンチ・下層・黒
ヨ粘上

生

器

弥

土
広口重 87 耳ナ,・ 、サ手

°
ラヽミカ・キ→ヨコ持・ 灰 自 灰 白 Э I-3～ 3～ 3mmの 黒色砂粒多含

トレンチ 最下層
生

器

弥

土
広口壷 口唇部 :ヘラ沈、ヘラミカ

°
キ→ヨJデ 灰 白 灰 白 0 I嗚 ～ 5～ 1 5mm

|トレ万 下層・黒
ヨ粘土

生

器

弥

土
広口壺 サメ→片・・ョヨナテ' ヘラミカ'キ 灰 自 灰 自 O E

|トレンチ Dl層・黒
ヨ粘土

生

器

弥

土
広口壺 灰 自 灰 自 O Ⅱ 5～ lmnの黒自色砂粒含

|トレンチ・下層・黒

ヨ粘土

生

器

弥

土
広口整 17 101 ラミカ・キ ラヽミカ

°
キ 灰 自 灰 自 C 5 I-3～ 3～ inm

30
|トレンチ・Dl層・黒
ヨ粘土

生

器

弥

土
霊 を7 ウメーヨコ抒 ' 灰 白 灰 自 O 5 Ⅱ 3～ 3mの 白・褐灰色砂粒多

】トレンチ・Dl層・黒
邑粘土

生

器

弥

土
広口壺 ラヽミカ

°
キ 灰 白 灰 白 O 5 Ⅱ～Ⅲ― 3～ 1 5mnの褐灰色砂粒

97
Cトレンチ・ Dl層・黒
色粘土

生

需

弥

土
広口壷 ltメ (マメリ) けメ→ヨコ片・? 灰 自 灰 白 O 5 Ⅱ～Ш 5～ 1 5nmの褐灰色砂粒多含

5

生

器

弥

土 広口壺
77
ハケメ→ヨコ抒・ 閉 →ヨコ抒

・・櫛描き
灰自・

黄灰自

灰白

黄灰自
O H-2 ▼2画 大長石・石英・斜長石少含

5

Cトレンチ・下層・黒

色粘土

生

器

弥

土
広口壺 ヨコハケ

ヨ唇部 :刻 目、日緑部 :′ ケヽメ→

|コサ,・
灰 白 灰 自 0 5 エ 3～ lnmの黒白色砂粒

'ト

レンチ・下層・ 黒

ヨ粘土

生

器

弥

土
広口壺 17 ,3 ケヽメ・ナ,・ ウメ→ヨコ青` 灰自 灰 自 O O

I望 ～

ユー1?
)3～ 2mnの 灰色砂粒含

5

)トレ冴 下層・黒
ヨ粘土

生

器

弥

土 広口壷
旧広 (35～
:OCm)の′サメ

けメ→TT・ 、ヨヨ抒・、櫛描平行文

2段 ) 灰自 灰 白 O 0 エ )3～ 2mIの褐灰・黒褐色砂粒ダ

40 11
Cトレンチ・ Dl層・黒
色粘土

生

器

弥

土
広口壺 マメツ、扇状文 M描波状文 灰 白 灰 自 0 Ⅱ )3～ 2omの黒・自色砂粒多

)トレンチ・Dl層・黒
二粘土

生

器

弥

土
広口壷 5 サメ、指lT' 灰 自 灰 自 Э

Ⅱ～Ⅲ

WI-1?
)3～ lnHの褐灰色・自色砂粒チャート含、表面すす付着

0トレンチ・Dl層 黒

色粘土

生

器

弥

土
広口壷 ヨコ′ヽケ メ→ヨョナテ・、櫛描直線文 灰 自 灰 白 O Ц 3～ lwnの 自色砂粒含

Cトレンチ・Dl層 ・黒

色粘土

生

器

弥

土
広口壺 71 ケヽメー→ヨョナテ

・ けメ→ヨサテ・ 灰 白 灰 自 O Ⅱ～亜 3～ 2mの褐灰色砂粒多含

31

潮

ｓｌ
到

Cトレ寿・Dl層・黒
色粘土

弥生

土器
広口壺 21( 117 日コ持・

'メ

→ヨコ抒
・・貼付突帯 灰 自 灰 自 Ⅱ～Ⅲ 3～ 3mnの褐灰色砂粒含

42
潟

５

3トレ冴・Dl層・黒
色粘土

生

器

弥

土 広口壺 ロコ抒' ,メ→ヨヨ抒・、顕 :貼付突帯 灰 自 灰 白 0 7 V 2 3～ lmの黒・自色砂粒含

判

剰

Cトレンチ・下層・褐

色粘土

生

器

弥

土
広口壷 手・ (ほ t議 クヽリ)

限部 :帯状沈線文、三角形押
里文、体部 :へう沈格子目文
(5段)三角形押型文

灰 白 灰 自 I-3・ 5～ 2mnの 自色砂粒含

判
劉
トレンチ・最下層

生

器

弥

土
広口壷 旧ハケ→ヘラミカ・キ

口唇 :刻 目文・波状文 (指頭
圧痕 )、 ハケメ→ヘラミ方

・
キ→ヨコ片
・ 灰白 灰 白

IJ～

エー2
3～ lmnの黒白色砂粒含

Cトレンチ・下層・黒

色粘土

生

器

弥

土 広口壺 けメ→ヘラ抒' サメ→ヘラ抒・ 灰 自 灰 自 O 5 Ⅱ 3～ 2mnの 自・黒色砂粒含

Cトレンチ・Dl層 ・黒

色粘土

生

器

弥

土
広口壺 115 lTメ→ヘラミカ・キ ウメ→ヨコ片・、ヘラミカ・キ 灰 自 灰 自 Ⅱ-3? 3～ Z画 の自・褐灰色砂粒含

判

判

Cトレンチ・下層・黒

色粘土

生

器

弥

土
広口壺 lTメ→ヨヨナデ lTメ→ヨコ青・ 灰 自 灰 白 5 3～ 2nmの 自・黒色砂粒含

引
剰

Cトレンチ・Dl層・黒
色粘土

生

器

弥

土 広口壺 ラヽミカ
°
キ ラヽミカ

°
キ、ヘラ描沈線文 (多条 ) 灰 自 灰 白 C 3～ 2mの 自・褐灰色砂粒含

トレンチ・下層
生

器

弥

土
広口菫

ヨ縁 :"メ→ヘラ
ギ・櫛描 (円 弧)、
な下 :+子・リル

ヨ唇 :刻 目、日緑 :イサメ→柄橘
宣線 (一部)→波状文 (8条 )
ム下 :ヘラミカ・キ

黒褐・

灰自・ 離購
警
O 長石・斜長石 lmn前後砂粒やや含

判
ヨ
Cトレンチ・Dl層・黒

色粘上

生

需

弥

土
日段口繰重

櫛描斜格子文、円形浮文、刻

目
灰 白 灰自 O 5 Ⅲ l? 3～ llmの黒・自色砂粒含

Cトレンチ・下層・黒

色粘土

生

器

弥

土
広口壺 ラヽミカ・| 灰 白 灰自 O 3～ 15m「 の褐灰色砂粒含

Dl層・黒色粘土
生

器

弥

土 霊
77
ウメ→ヨコ抒 サメ→ヨコ埼・ 灰 白

建黄橙

褐灰
◎ 5m大の自色レキ、長石、石笑を若千含む

Cトレンチ・ Dl層 黒
色粘土

生

器

弥

土 壷 12 e |コ′ヽケ、,i・ ウメ→ヨョjT 灰 自 灰 自 ◎ O 3～ lmの白黒色砂粒少含、表面すす付着

トレンチ・中層～下

層

生

器

弥

土
壷 |コィll―サ予・ lTメ→ヨヨナテ

.

灰自 灰 自 O O 5 3～ 3wnの褐灰色砂粒含

Cトレンチ・Di層・黒
色粘土

生

需

弥

土
壺 17 、ラナテ・ Ⅲケメー,ヨコナテ・ 灰自 灰 自 O Ⅱ-2 3～ llmの黒白色砂粒含

トレンチ・中層
生

器

弥

土
小形翼 17

39
,メ→ヨ重抒・ ltメ→ヨコナテ 浅責橙 瀬蜘

魏
③ 5～ 7 Ⅱ-2 ヤ05m大 砂粒少、摂津型 b

中～下層・ Dl層
生

器

弥

土 班
62

,メ→指汚 '
にぶい

黄褐
褐灰 ◎ 5 ψ06mn大砂粒少、外面 :カーキン多量付着
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3
Cトレンチ・下層・黒

色粘土

生

需

弥

土
甕

58
ウメ→片 lTメ→ヨョ抒

にぶい

黄橙

にぶい

黄橙
△ 0 5～ 7 I-2～ ～ lm砂粒やや多

トレンチ・中～下層

1層

生

需

弥

土 藍
66
サメ 灰 白 O 5～ 7 Ⅱ 1～ 2mn大長石 斜長石やや多含

'ト

レンチ・下層・黒

邑粘土

生

需

弥

土
箋 サメ→lT・ 灰 白 灰 白 0 ○ )3～ 2nmの褐灰色砂粒含、表面すす付着

6
'ト

レンチ・下層・黒

B粘土

生

器

弥

土
鉢 ?

97 ヘラミカ・キ ケヽメ→ヘラミカ
‐
キ 灰 自

にぷい
褐・ O I-3 ～ inm長石・機斜長石

77
Cトレンチ・ Dl層・黒

色粘土

生

需

弥

土
甕 ′サえ lT` 灰 自 灰自 O Ⅱ 〕3～ 2mmの 黒褐灰色砂粒、表面すす付着

Cトレンチ・下層 黒
色粘土

生

需

弥

土
墾 81 ヨコ′ヽケ 立メ→ヨコJ・ T・ 灰 自 灰 白 O Ⅱ )5～ 2mmの褐灰色白色砂粒含

:卑

'ト

レンチ・中層
弥

主 甕
59

O 5～
H-3～
Hl ～ lmn大砂粒やや多、長石・斜長石・石英

Cトレ汗・中層・黒

色粘土

生

器

弥

土
菫 |コlT'、 マメツ ロヨjT・ 、マメツ 灰 自 灰自 ○ 皿 )3～ lmnの褐灰色砂粒含

中～下層・Dl層
弥

土 霊
48 、ラミカ・キ ラミカ・キ・ヨヨ, △ O 3～ 日0 5mn大 砂粒やや多

Cトレ芳北側溝内・

中層・黒色粘土

弥

土 甕 |コナテ・、ナ,' サメ→ヨョtr・ 灰 自 灰白 0 5 Ⅱ LS～ 2mnの砂粒少含

'ト

レンチ・中層・黒

邑粘土

生

謡

弥

上
菱 llメ 灰白 灰自 0 5 Ⅲ ,5～ 2mnの 自黒色砂粒含

11
トレンチ・中～下層・

呵層

生

謡

弥

土
霊

56
|ケメーザ片・ ラヽミカ・キ 灰 白

浅貢福

O ■～lll― llm大砂粒少含

|トレンチ・ Dl層・黒

L粘土

生

器

弥

土 菱
92 ヨ:貯メ、体 :"
,上〕ltメ

口:Aケメ→ヨョ抒・、体 :ハケメ
灰自～

浅黄橙

灰自～

浅黄橙
O Ⅱ～皿― lmn大砂粒やや含

|トレンチ・下層・黒

ヨ粘土

生

需

弥

土
菫

(摂津型 a
けメ→ヘラjT'、 ナ〒・

|コナ

'

lTメ→ヨコ抒・ 灰 自 灰 白 0 Ⅱ 5～ inmの黒白色砂粒合、表面すす付着 (多量 )

|トレンチ・ Dl層・黒

ヨ粘土

生

器

弥

土
電 72 けメ→片・ サメ→ヨコ抒 灰 白 灰 自 O 5 ■ 5～ lnmの褐灰色砂粒含

|トレンチ・下層・黒

ヨ粘土

生

謡

弥

土 菫 けメ→抒・ 悌 →ヨコ抒・ 灰 自 灰 白 〇 Ⅱ 3～ lnmの 自色砂粒含

トレンチ・下層・黒

]粘土

生

器

弥

土
董 旧ナ

'、

ヘラIT・ ケヽメ→ヨJギ 灰 白 灰 自 O 5 ■ 5～ 41mの 褐灰色砂粒含

|トレンチ・ Dl層・黒

ζ粘土

生

器

弥

土
霊 けメ→ヨコ片 サメ→ヨコ片・ 灰 自 灰 自 O H～ H― 3～ lmHの黒白色砂粒含

7
トレンチ第 2面・中
目・黒色粘土

生

器

弥

土 菫
139
けメ→指抒 灰 自 灰 自 O ψ2nm大砂粒やや多、摂津 a型

トレオ・ Dl層・黒

ヨ粘土

生

器

弥

土
広口壺

70 灰白・

波黄

黒・灰

自
O ユー3? I～ 3am大 砂粒多含

|トレンチ・ Dl層・黒

ヨ粘土

生

器

弥

土
菫 けメ→ヨコ抒

口唇 :刻 日、体部 :′ ケヽメ
→ヨコナテ・

灰 自 灰 自 O
IJ～

Ⅱ-1
3～ 1 5mnの褐灰色砂粒

|トレンチ・下層・黒

ヨ粘土

生

器 菫 けメ、ナデ サメ→ヨコ抒' 灰 白 灰 自 0
Ⅱ～Ⅲ―

1?
3～ llmの褐灰色砂粒合

|トレンチ・Dl層・黒
二粘上

生

器

弥

土
霊

口唇部 !櫛描波状文、日～体
:′サメ

灰 白 灰 自 O 5 Π 5～ lHm・ 2～ れ画 の褐灰色砂粒、小石含

晴
|トレンチ・中層・黒

ヨ粘土

生

器

弥

土 壺
旧
"→"ミ
カ・年・ナ

灰 黒 O Ⅱ 5～ lmnの 自色砂粒含

4
|トレンチ・中～下層・

H層

生

零 壷
92
けメ→指デ 穂酬齢

橙 ・ 灰

白
O Ⅱ W2mn砂粒やや多

1

|トレ汗・ Dl層・黒

ヨ粘土

生

器

弥

土
霊

46
:′サメ 口:ヘラミカ・キ→ヨコ抒・ にぶい辮・褐灰

0 5 ～ 05画 石英・長石少含

2
|トレンテ第 2面・中
雷・黒色粘土

生

器

弥

土
菫

67
電F‐ Plケメ 波黄・

黄灰

淡黄・

灰黄
O 7 Ⅱ-2～ imn石英・長石少含

|トレンチ第 2面・中
目・黒色粘土

生

需

弥

土
菫

66
けメ→ヨコ青・・抒・ ,ヽメ→ヨコtF・ 灰 自

灰自・

暗灰黄
O 5 ▼0 5mn大 自色粒少、暗灰黄部→カー布・ン付着

H層・黒色粘土
生

需

弥

土
霊

87
けメ→ヨコ抒 ` ケヽメ→ヨ謝デ 浅黄橙 浅黄橙 0 7 Щ-2 ～ 2nm大 砂粒やや多含、長石・斜長石

5
H層・黒包粘土

土需
霊

123
サメ→ヨョ青 サメ‐ヨコ抒

・
浅費橙 浅黄橙 △ O 5～ lnm大砂粒やや多、長石・石英 etc

H層・黒色粘土
弥

土

137
けメ‐サ〒・ ケヽメ→ヨョ肯・ O

トレンチ・下層・黒

ヨ粘土

生

需

弥

土
甕 ラヽ抒・ 灰 自 灰 自 0 5 H 5～ 2mnの 黒自色砂粒合

H層・黒色粘土
生

需

弥

土 霊
けメ→ヨコ折上ネ,ナ 口唇 :

ケメ
刻目文、口緑～体部 :

灰 自 灰自 0 5 Ⅱ ～ 25mの 黒褐灰色砂粒多

17,
トレンチ・中層・黒

ヨ粘土

弥

土 壷 19 けメー郭ラミカ
°
キ 灰 白 灰自 O 5 I 〕3～ lnmの 自色砂粒含

H層・黒色粘土
生

器

弥

上 菫
95

llメ‐

'手

・
灰 自 灰 自 O 5～ エー3 )5～ lam大砂粒やや多

H層・黒色粘土
生

謡

弥

土
愛

90
Ⅲケメーtr・ サメ→ヨコ抒・ 灰 自 灰 自 △ O 5～ ～ 2wn大砂粒多、長石・石英ほか

5
川層・黒色粘土

弥

土 霊
70

|ケメー'ナテ
.

llメ→ヨコ片 灰 白 灰 自 O 5 長石ほか 0 5mn大砂粒多

|トレンチ・ Dl層・黒
]粘土

生

瑶

弥

土
高坪 報 :ハケメ・指ナテ

・
灰 白 灰 白 O ユー2 3～ llmの黒・白 灰褐色砂粒含

|トレンチ・下層・黒

ヨ粘土

生

謡

弥

土
高不

年部 :ヘラミカ
・
キ、

報部 :Aケメ→F
口～全体 t,テヘラミカ・キ 灰 自 灰 自 O ユー2 )3～ 15mの 黒・自色砂粒含

5

|トレンチ・下層・黒

ヨ粘土

生

器

弥

土 高杯 4 けメ→ヘラミカ・キ ラミカ'キ 灰 自 灰 自 O Ⅱ-3 〕3～ 2nmの 黒 白色砂粒含
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Dl層・黒色粘上
生

器

弥

土
葛外 Or鉢

81
けメ→ヨコF ラミカ・キ 灰 自 灰 自

Π-3～

Ш l
1～ 2画 大長石・石英やや多含

判

剰

Cトレンチ・Dl層・ 黒
色粘土

生

器

弥

土 鉢 52
ウメ→ヘラミカ
°
キ、ヨコ
サメ→ヨコ抒・ 灰 白 灰 白 5 3～ lmnの黒・ 白色砂粒含

Cトレンチ・Dl層・黒
色粘土

生

器

弥

土 鉢 巧ミカ
°
キ サメ→巧ミカ

°
|、 黒斑 灰白 灰 白 Ⅱ-3 3～ lnIの黒褐灰色砂粒合

澪

５

3トレ冴・ Dl層・黒

色粘土

生

器

弥

土 鉢 ラヽミカ
°
キ→汗・ ラミカ・キ→ヨコ持・ 灰 自 灰 白 Ⅱ 3～ 1画 の褐灰色砂粒

潟

５

生

器

弥

土
鉢 ラミカ

°
キ、,デ 灰 白 灰 白 O Ⅱ 3～ lmnの黒 白色砂粒合

'ト

レンチ・Dl層・黒
ζ粘土

生

器

弥

土 鉢 恒抒
・
、デ うミカ'キ→ヨJデ 灰 白 灰 自 Ⅱ 黒斑あり

34
じトレンチ・下層・黒

色粘土

生

器

弥

土 鉢 ナテ・リケ けメ→HR∵ 灰 白 灰 白
江―(1)

2
5～ lnmの灰褐色、チャート砂粒含

'ト

レンチ・Dl層・黒
ヨ粘土

生

器

弥

土
ミ
=■
r■7 片

・
灰自 灰 自 Ⅱ～Ⅱ 3～ lmnの黒・自色砂粒含

S 'ト

レン,・ 中層～下

晉

生

器

弥

上 鉢 Ю κ羽根状・格子目文 灰 自 灰 自 0 5 W )3～ 05mの 黒褐灰色砂粒多

1

7
'ト

ルチ・褐灰色土
生

器

弥

土
広口壺

34 にぷい

橙

にぶい

費橙
0 ～ 0 5wH大 白色粒少～中

6

'ト

レンチ・下層
生

需

弥

土
広日壺

72
ヨ :沈線、′サメ 浅黄橙

にぶい

褐
0 V 長石・斜長石～ 05m大 少含

,
Cトレンチ・下層・褐

灰色土

生

尋

弥

土 広口垂
87
B:′ ケヽメ ヨ唇 :指頭圧痕、日 :′サメ 暗灰 脚白、体‥磯

0 5 Ⅱ-2 ,5～ 2m大砂粒やや多含

7
〕トレンチ・下層

生

器

弥

土
水差

89
片
・ ヨ :凹線文 4条、イljメ

にぶい

黄橙
掲灰 △ O 5 M― 〕5～ lmn大砂粒多

3 トレンチ・下層
生

需

弥

土
広口壺 (J

駒西麗産 )

47 にぶい

黄褐

:こぶい

黄褐
O 5 II―? W2m大 自色・黒色砂粒・金雲母・責銅鉱多

5 トレ

"・
下層

弥

上 重
64 嚇‥‐工ぶｔ鑢

灰黄褐 0 5 Ⅱ-2 ～ 2m大長石・斜長石・石美・砂粒多合

2
7

トレンチ・下層・褐

R包土

弥

土 鉢
48
うミカ・キ ラミカ

°
キ→

"倣

・リ 浅黄稜 浅黄橙 ○ ψ03mn大 白色粒少

7
|トレンチ第 1面北側
障中央・砂層

生

需

弥

土
灰 灰 0 2～ lnmの 自色砂粒含

生

器

弥

上 坪垂 1クロロ Iクロロ 灰 自 灰 自 0 5 卿誂
専期 :5o末～ 6o前

トレ万
生

器
菖都回転ヘラケス

・
リ 灰 白 灰 自 O

TK23～

TK47
5～ lmnの黒色砂粒含

5

1
'ト

レ汗 ,CSD 01及

びXH層 (包含層)
生

器

弥

土
灰 自 灰 自 C 1～ 05mの 黒・自色砂粒含自色砂粒含

'ト

ルチ第 1面北側
降中央・砂層

生

器

弥

土
53 灰 灰 2～ 2面 の白色砂粒含

3
'卜 "手

・にぷい黄

島色砂

生

需
灰 自 灰 白 I～ 0 5nmの 黒・ 白色砂粒含

2
'ト

レンチ・CSD 01及

びX Ill層 (包含層)

生

器

弥

土
31 灰 灰 I～ 2画 の自色砂粒少含

トレンチ
生

器

弥

土
有垂高杯

(杯部 )
波状文・下端回転へうケrリ 灰 灰 5

TK23～

TK47
13m以下の自色極少砂粒少合、内部 :赤褐色

8
'ト

レンチ第 1面北側

帝中央・砂層

生

第
灰 白 灰 白 I～ lmnの 自黒色砂粒含

トレ汗
生

器

弥

土
(ての字リ
ロ般 )

I「・ 17・ 灰自 灰 白 O た51mの褐灰色砂粒含

'ト

レ

"第
1面北側

帝中央・砂層

生

器

弥

土
0 2～ lmnの黒・自色砂粒合

5
'ト

レンチ第 1面北側
碑中央・砂層

生

署

弥

土
灰自～

灰

灰自～

灰
2～ Zmの 自色砂粒含、脚部にすかし窓 3ヶ 所あり

'ト

レンチ
生

器

弥

上
有蓋高不

(脚部 )
灰 自 灰 自 0

TK23～

TK47
)3mIの黒自色砂粒少含

9 トレンチ・7t'内
生

器

弥

土
灰 自 灰 自 2～ 2面 の自 ,褐灰色砂粒合

山|
トレンチ・アど内

生

器

弥

土
灰 自 灰 自 2～ 3mnの 自・褐灰色黒の砂粒含
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Aト レンチ南半部全景 (北から)
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Aト レンチ北半部全景 (北から)

第35図  東奈良遺跡 (HN06-3)発掘写真 (1)
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Aト レンチ北半部全景 (南から)

東奈良遺跡 (HN06‐ 3)
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Aト レンチ南半部全景 (東から)

発掘写真 (2)



Aト レンチ全景 (北西から)

Aト レンチ方形周溝墓4全景 (南から)

東奈良追跡 (HN06‐ 3)発掘写真 (3)
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Bト レンチ第 2面検出状況全景 (東から)
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Bト レンチ第2面完掘状況全景 (東から)

第38図  東奈良遺跡 (HN06-3)発掘写真 (4)
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Bト レンチ第2面検出状況全景 (西から)

Bト レンチ第2面完掘状況全景 (西から)

第39図  東奈良遺跡 (HN06‐ 3)発掘写真 (5)
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Bト レンチ第3面完掘状況遠景 (西から)

Bト レンチ第3面完掘状況全景 (東から)

東奈良遺跡 (HN06‐ 3)発掘写真 (6)
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